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表紙説明 ： Kurodaovula wakayamaensis (C. N. Cate & M. Azuma, 1973) ワカヤマキヌヅツミ。ドレッジ
の外網に絡まったウミハネウチワ類に強く付着した状態で 1 個体が採集され，軟体部は伸
展した状態であった。これまでに相模湾，伊豆半島，紀伊半島南西部（タイプ産地は紀
伊南部町沖），四国沖から分布記録があり，今回の報告は三重県（熊野灘）では初記録
である。本号掲載論文「熊野灘の深海底生動物相～2023年勢水丸研究航海から」参照。

表紙のデザインについて

　三重大学のメインキャンパスは，西側に鈴鹿山脈を望み，東側の端がもう伊勢湾の海

であり，海岸には白い砂と松並木があって，まさに「白砂青松」という言葉がぴったりの，

すばらしい環境にあります。鈴鹿山脈に沈む太陽の夕焼けも非常にきれいです。当研究

科で行われている研究は，空や山の上から陸，さらには海の底まで，実に多彩です。そ

んな素晴らしい地理的条件にありますので，「空のみどり，松のみどり，海のみどり」から，

「三翠学園」という愛称が，大正の初めからあります。そもそも「三翠」という言葉は，

三重高等農林學校の初代校長である上原種美先生によって，大正時代に提案されたもの

のようです。そしてさらに現在では，生物資源学部全体の同窓会の名称を「三翠同窓会」

といいますし，大学の講堂は「三翠ホール」という名称が付いています。

　以上のようなことから，三翠の「空のみどり，松のみどり，海のみどり」をイメージして，

紀要の表紙は，空と松と海の色を表す「青・緑・青」の 3色で彩られています。

　さらに，掲載原稿に関連する写真の中から，表紙にふさわしいものを選び，中央に掲

載しました。



巻　　頭　　言

三重大学大学院生物資源学研究科紀要第 50号をお届けいたします。

本紀要は，学外の皆様に三重大学大学院生物資源学研究科の活動内容をご報告すると

ともに，本研究科の教員や学生が，自らの教育・研究組織を理解することにより，さら

に社会に貢献できるようになることを目的として毎年，編集・発行されているものです。

本号では，3報の論文・報告を掲載しております。ブナの実生の根系に関する論文と菌

類や深海の動物相に関する報告です。

前号と同じように，本研究科教員による出版物目録，博士後期課程の学位論文要旨，

博士前期課程の学位論文（修士論文）と卒業論文の題目を掲載しましたので，あわせて

ご覧ください。これらをご覧いただくことにより，本研究科における研究テーマの動向

をご理解いただけるものと思います。

なお，本紀要に掲載した論文の PDFファイルは過去のバックナンバーも含めて，三

重大学附属図書館のホームページ学術機関リポジトリ研究教育成果コレクション（MIUSE）

からダウンロードできるようになっています。こちらもどうぞご利用下さい。

今後とも，生物資源学研究科の教育・研究にご理解，ご協力いただきますようお願い

申し上げるとともに，本紀要に対する読者の皆様からの忌憚のないご意見を賜れば幸甚

です。

　2024年 12月

 三重大学大学院生物資源学研究科長　松　村　直　人
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短期間の土壌乾燥ストレスに対するブナの当年生実生の根系に
おける遊離プロリンと総フラボノイドの濃度変化
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Free-proline and Total Flavonoid Responses in Roots of Fagus crenata
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Abstract

To examine effects of soil drought stress on the production of potentially stress-related compounds in 

current-year seedlings of Fagus crenata, we collected seeds from two sites in the northern region of 

mainland in Japan. We then germinated and grew them in well-watered (watered once every two days) or 

water-stressed (no watering) conditions in an environmental chamber for ca. two weeks. The 

concentrations of biochemical compounds in roots were estimated to be in the range 0.31–0.76 µmol/gDW 

and 0.51–0.61 mg/gDW for free-proline and total flavonoids, respectively. Negative associations were 

found between the seedlings’ height at the start of the experiment and concentrations of free-proline but 

not total flavonoids in roots. After accounting for the effect of height, there was no significant difference 

between the two sites with respect to the concentrations of free-proline and total flavonoids in roots of 

seedlings. Regardless of biomolecules examined, the concentrations in roots of seedlings did not increase 

by the treatment of water-stress. Rather, in the seedlings from one site, it was found that the 

concentration of free-proline in roots was higher in the well-watered than in water-stressed conditions. 

These results suggest that there is a trade-off between the concentrations of free-proline in roots and the 

beech seedling size, whereas it is necessary to examine the relationship between the concentration of each 

flavonoid species and the seedling size. The water-stressed conditions in this study might have not been 

intense enough to drive the differences in the concentration of total flavonoids between seedlings from 

different experimental conditions. It was speculated that proline catabolism involves in the reduction of 

the concentration of free-proline in roots of the beech seedlings found in our water-stressed condition.

Key Words: Fagus crenata, free-proline, root, soil drought, total flavonoids
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青　日菜子，鳥丸　　猛，赤路　康朗，赤田　辰治，松田　陽介，木佐貫博光2

1．はじめに

ブナ（Fagus crenata）は，日本の冷温帯域に広
く分布する落葉広葉樹林の優占樹種である。ブナ
林は，水源涵養機能や野生生物の生息地として近
年では重要性が再認識されてきている 1）。しかし，
将来予測される気候シナリオに基づくと，100年
後には現在のブナの分布適域が九州，四国，本州
太平洋側ではほとんど消滅し，現在は分布適域の
広い東北地方でも大きく減少すると予測されてい
る 1）。このブナ林衰退の原因として，気候の温暖
化によって土壌水分の蒸発量が増加するために土
壌が乾燥化し 2），それが植物へストレス（以降，
乾燥ストレス）となることが考えられる。特に，
実生は環境ストレスに対して脆弱であること 3）

を考慮すると，個体群の維持や存続を予測する上
で，実生の乾燥ストレスへの応答の実態の解明は
必要と考えられる。また，近年では，地球規模の
気候変動によって短期間に顕著な環境変化が生じ
る頻度が増大している 4）。この環境変化は将来も
予想されており，例えば無降雨期間が生じる頻度
の増加によって乾燥による樹木の衰退・枯死が世
界的に懸念されている 5）。したがって，将来の気
候変動下におけるブナの個体群の存続可能性を検
討する上で，ブナの実生の乾燥ストレスへの迅速
な応答の評価は重要な課題と考えられる。
植物は，生育場所の土壌の乾燥化に対して順化

する能力を備えている。例えば，乾燥ストレスを
受けた植物体内では，細胞の膨圧を維持するため
に，プロリン，グリシンベタイン，ポリオールな
どの浸透圧調節物質が新たに生産され，細胞内に
蓄積されることで細胞浸透圧が上昇し，細胞内へ
の水の流入が促進される 6） ～8）。特に，遊離プロリ
ンは代表的な浸透圧調節物質であり，樹木が乾燥
ストレスに曝されると葉や根に蓄積される現象が
多く報告されており 9） ～11），それらは乾燥ストレ
スに対して順化する能力として認識されている 6）。
また，植物は乾燥などの環境ストレスを受けると
活性酸素種を過剰に生成する 12）。この活性酸素
種は，反応性に極めて富んだ酸素の分子種であり，
タンパク質や脂質などの生体物質と反応して細胞
に損傷を与える 13）。乾燥ストレス下の樹木では，
葉や根の総フラボノイド量が増加することが知ら
れ 14, 15），フラボノイド類のいくつかの分子種は，

活性酸素を除去することによって乾燥ストレスに
対する耐性獲得に貢献する 16）。一方，植物種内
において，乾燥ストレスに対して生体物質の濃度
は一様に増加するとは限らない。例えば，生体物
質の濃度が変化しない集団や遺伝子型の個体が認
められる場合，または異なる機能を示す生体物質
は乾燥ストレスに対する濃度の変化パターンが異
なる場合が報告されている 9, 14）。したがって，複
数の産地や異なる機能を示す浸透圧調節物質や抗
酸化物質などの生体物質を対象に乾燥ストレスに
対する濃度変化を調査することで，樹種の乾燥ス
トレスへの順化能力の実態への理解が深まると考
えられる。
ブナ当年生実生の葉については，苗高が低い個

体ほど遊離プロリンおよび総フラボノイドの濃度
が高かった 17）。さらに，苗高の影響を考慮した
ところ，葉中の遊離プロリン濃度は乾燥ストレス
条件下で生育した当年生実生で高かったが，葉中
の総フラボノイドは乾燥ストレスによる濃度の変
化は認められなかった 17）。これらの結果から，
遊離プロリンがブナ当年生実生の葉における短期
間の乾燥ストレスに対する迅速な順化反応に関与
していることが示唆された。しかし，乾燥ストレ
スに対するブナ当年生実生の根系の応答は明らか
にされていない。そこで本研究では，ブナの当年
生実生を短期間の土壌の乾燥処理実験に供し，当
年生実生の根系の遊離プロリンと総フラボノイド
の濃度を測定した。そして，本研究では，（I）植
物体のサイズ（苗高）が当年生実生の根系の遊離
プロリンと総フラボノイドの濃度に影響を及ぼす
か，（II）乾燥処理によって当年生実生の根系の
遊離プロリンと総フラボノイドの濃度が変化する
か，検証することを目的とした。

2．材料と方法

1．試料採集と栽培実験
本研究では，乾燥ストレスに対するブナ当年生

実生の葉の応答を解明することを目的として育成
された個体 17）を用いた。ブナ種子の採取，当年
生実生の栽培と処理実験の概要は以下の通りであ
る。2020年 9月，青森県内の天然林において，
互いに約 40 km離れた二か所［白岩森林公園（北
緯 40度 34分，東経 140度 39分，標高 285.0 m，
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以降，白岩）と高倉森（北緯 40度 54分，東経
140度 16分，標高 829.3 m）］でブナの母樹 1本
から種子を採取した。採取した種子は湿らせた水
苔に包んだ後，ジップロックに入れ，遮光した冷
蔵庫（庫内温度 1～2˚C）内で保管した。2021年
3月 23日と 2021年 4月 1日に，ポリポット（口
径 12～13 cm×高さ 10～11 cm）に培土［バーミ
キュライト（蛭石）：培養土（ヤシガラ繊維、焼土、
バーク堆肥、腐葉土など）＝ 1：1）を約 8分目
まで入れ，種子を播種した。播種後，2日に 1回，
1ポット当たり 100 mLの給水を行った。2021年
4月 28日，本葉 2枚が完全に展開した当年生実
生を無作為に選び（白岩：12個体，高倉森：12

個体），樹高を測定した。その結果，処理実験開
始時の当年生実生の樹高は，採種地内の処理区間
や処理区内の採種地間で有意な差は認められない
ことが確認されている 17）。次に，恒温室（LP-

1.9P-S, 日本医化機械製作所）に設置した照明育
成棚において，対照区と処理区に分けて処理実験
を開始した（各産地の各実験区に 6個体の当年生
実生を使用した）。処理実験を行った恒温室の温
度は午前 6時から午後 6時までを 25˚C，午後 6

時から翌日の午前 6時までを 15˚Cに設定した。
また，午前 6時から午後 8時まで照明を点灯し，
午後 8時から翌日の午前 6時まで消灯して暗室と
なるように設定した。点灯時の光合成有効波長域
（400～700 nm）の光量子束密度は約 135～190 

µmol/m
2
s［光量子計MQ-100（藤原製作所）で計測］

であった。対照区では 2日に 1回，1ポット当た
り 100 mLの給水を行い，処理区では連日給水を
停止した。ポットの位置は 2日に 1回ランダムに
移動させた。処理実験開始直前に土壌水分計
（Lutron PMS-714，台湾）で相対土壌水分量を計
測し，処理区の相対土壌水分量が処理実験開始直
前の約 1/3にまで減少した時点で実験を終了した
［白岩：18日間（2021年 4月 28日～5月 16日），
高倉森：15日間（2021年 4月 28日～5月 13日）］。
処理実験最終日の 13～15時頃に，根系全体（以
下、根系）を採取した。採取された根系は，ただ
ちに液体窒素で凍結させた後，-85˚Cで保存した。

2．成分分析
根系全体に含まれる遊離プロリンとフラボノイ

ドの濃度を以下の方法によって推定した。はじめ

に，前処理として乳鉢と乳棒を用いて液体窒素下
で試料を粉末化し，その後 80％エタノールによ
る抽出を 2回，ならびに 50％エタノールによる
抽出を 1回実施し，成分抽出液とした。根系の遊
離プロリンの濃度を測定するために，ニンヒドリ
ン法 18）を用いて成分抽出液を発色させ，可視分
光光度計（ASV11D，アズワン）を用いて波長
520 nmにおける吸光度を測定した。プロリン溶
液（0.5 mM， 1 mM， 2 mM）と蒸留水（0 mM）
を使用して検量線を作成した。同様に，根系の総
フラボノイドの濃度を測定するために，塩化アル
ミニウム法 19）を用いて成分抽出液を発色させ，
波長 415 nmにおける吸光度を測定した。ケルセ
チン溶液（25 µg/mL, 50 µg/mL, 100 µg/mL）と蒸
留水（0 µg/mL）を使用して検量線を作成した。
そして，以上の方法で測定された成分抽出液の濃
度に基づいて，生重 1 gの根系に含まれる遊離プ
ロリンと総フラボノイドの重量を推定した。なお，
成分抽出液の濃度は 1サンプルあたり 3回測定し，
それらの数値を平均した値を個体の代表値として
以降の統計分析に使用した。次に，根系全体の生
重と乾重の比を算出し，乾量あたりの生体物質の
濃度を推定した 20）。そのために，別途育成した
対照区と処理区の当年生実生を 5個体ずつ採取し
て根系全体の生重を計測するとともに，それらを
80˚Cで 72時間乾燥させて乾重を計測した（付表）。

3．統計分析
乾燥処理がブナ当年生実生の根の遊離プロリン

と総フラボノイドの物質量へ及ぼす影響を分析す
るために，線形予測子とリンク関数 (f)に基づい
て応答変数の期待値［E(Y)］を推定する一般化線
形モデル（Generalized Linear Model, GLM）を構
築した。
f[E(Y)] = β切片 + β樹高× ln（樹高） + β処理区×処理区 +

　　　　 β採種地×採種地 + β交互作用×処理区×採種地
ここで，説明変数は処理区（対照区＝ 0，乾燥

処理区 =1），採種地（白岩森林公園＝ 0，高倉森
＝ 1），そして処理区と採種地の交互作用とした。
誤差構造はガンマ分布に従い，リンク関数 (f)は
対数関数とした。また，一般的に生理現象の環境
応答が個体サイズに依存する可能性が考えられる
ため， GLMの説明変数に処理実験開始時の樹高
を対数変換した値を加えた（係数 β 樹高を追加）。
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GLMの説明変数の係数 (β)をベイズ推定し，そ
のためのサンプリング計算にはマルコフ連鎖モン
テカルロ法（以下，MCMC）を用いた。1回の
MCMCのシミュレーションでは，5000回の繰り
返し計算期間から稼働検査期間（3000回）を除
いた期間について，2ステップごとにパラメータ
を抽出して標本時系列を生成した。このシミュ
レーションを 5回行い，各係数の推定値（平均値）
と 95%信用区間を算出した。そして，95%信用
区間に 0を含まない場合，乾燥処理，あるいは採
種地の違いによる有意な差が認められるものとし
た 21）。また，事後分布の収束判定として 22）を
算出し，1.1未満 23）であることを確認した。

以上の解析には，R 4.1.1
24），および Rパッケー

ジ RStan
25）と brms

23）を使用した。

3．結果と考察

本研究で測定したブナ当年生実生の根系全体の
遊離プロリン濃度の平均値は，0.15～0.24 µmol/g 

Fresh Weight（以降 gFW）であった（表 -1）。また，
根系全体の生重と乾重の比から推定された乾重当
たりの遊離プロリン濃度は，0.31～0.76 µmol/g 

Dry Weight（以降 gDW）（図 -1）となり，ヨーロッ
パグリ（Castanea sativa，ブナ科）の接ぎ木された
二年生の幼苗（台木は同じ樹種）における細根の

図 -1　ブナ当年生実生の根系の遊離プロリン（左）と総フラボノイド（右上）の濃度
白棒：対照区，灰棒：処理区。エラーバーは標準誤差を表す。白岩・対照区：n = 6，白岩・処理区：n = 6，高倉森・対照区：
n = 6，高倉森・処理区：n = 6。有意差の有無は，GLMの係数の推定値の 95%信用区間に基づく（本文を参照）。産地内に
おける異なる小文字のアルファベットは，対照区と処理区の間の有意差を示す。

（a）
遊離プロリン（µmol/gFW）

産地 対照区 処理区
白岩 0.24 ± 0.03 （n = 6） 0.15 ± 0.02 （n = 6）
高倉森 0.18 ± 0.02 （n = 6） 0.18 ± 0.01 （n = 6）

（b）
総フラボノイド（mg/gFW）

産地 対照区 処理区
白岩 0.17 ± 0.02 （n = 6） 0.24 ± 0.01 （n = 6）
高倉森 0.20 ± 0.02 （n = 6） 0.28 ± 0.03 （n = 6）

表 -1　 ブナ当年生実生の根系全体の生重 1g中の遊離プロリン（a）と
総フラボノイド（b）の濃度（平均 ± 標準誤差）
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濃度（0.69～6.08 µmol/gDW）範囲と重複してい
た 26）。一方，本研究で測定した根系全体の総フ
ラボノイド濃度の平均値は，0.17～0.28 mg/gFW

であった（表 -1）。また，乾重当たりの総フラボ
ノイド濃度は，0.51～0.61 mg/gDWとなり，シロ
バナワタ（Gossypium herbaceum，アオイ科）の根系
で計測された濃度（0.47 mg/gDW）と同程度であっ
た 27）。以上のように既往の研究報告との比較か
ら，本研究における根系における遊離プロリンと
総フラボノイドの濃度の推定値は妥当な範囲内に
あることが示唆された。
実験区に関わらず，処理実験開始時の当年生実

生の樹高が低いほど処理実験終了時の根の遊離プ
ロリンの濃度は高かった（表 -2）。本研究の処理
で得られた地上部側の応答では 17），ブナ当年生
実生の苗高が高いほど葉の遊離プロリンの濃度は
低下していたことが報告されており，プロリンの
生合成量と体サイズの間のトレードオフが指摘さ
れている。このトレードオフが根系全体の遊離プ
ロリン濃度の個体差にも反映されている可能性が
考えられる。一方，総フラボノイドの濃度は，当
年生実生の苗高とは関連性が認められず（表 -2），
ブナ当年生実生の苗高が高いほど葉の総フラボノ
イドの濃度が高くなった報告 17）と異なった。フラ
ボノイド類の生合成酵素をコードする CHALCONE 

SYNTHASE (CHS)などの遺伝子は光に依存して発
現するため，根ではフラボノイド類は生合成されず，
シュートで生合成されたフラボノイド類が根に輸
送されることが知られている 28, 29）。さらに，フラ
ボノイド類の分子種は，その種類に応じて植物体
内をある器官から別の器官へと選択的に輸送され
ることが報告されており，フラボノイド類の植物
体内の分布は生合成された部位から受動的に拡散
して形成されるものではない可能性が指摘されて
いる 30）。以上の報告をふまえると，ブナ当年生
実生の苗高がフラボノイド類の根系への蓄積に及
ぼす影響をより詳細に理解するためには，今後，
フラボノイド類の分子種ごとに濃度を測定する必
要がある。
本研究で推定された根系全体の総フラボノイド

の濃度は，産地や実験区の間で有意な差は認めら
れなかった（図 -1，表 -2）。乾燥などの環境スト
レスにさらされた植物では細胞を傷つける活性酸
素が発生するが，一方で植物は活性酸素を除去す
る物質を生成することが知られている 12）。その際，
スーパーオキシドディスムターゼなどの酵素がは
じめに活性酸素の除去に働くが，より厳しい乾燥
ストレスにより酵素の活性が低下した場合にのみ，
フラボノイド類などの非酵素系物質が生成され活
性酸素を除去することが示唆されている 31, 32）。コ

表 -2　 ブナ当年生実生の根系全体における乾燥重量あたりのプロリンの濃度（上段）とフラボ
ノイドの濃度（下段）を応答変数とする一般化線形モデルの係数

根系全体のプロリン濃度
係数 推定値 95％信用区間

β切片 -0.36 （-0.58, -0.13） 1.00

β樹高 -0.16 （-0.28, -0.03） 1.00

β処理区 -0.81 （-1.13, -0.49） 1.00

β採種地 -0.24 （-0.55, 0.07） 1.00

β交互作用 0.54 （0.11, 0.98） 1.00

根系全体のフラボノイド濃度
　係数 推定値 95％信用区間

β切片 -0.60 （-0.78, -0.4） 1.00

β樹高 0.03 （-0.08, 0.14） 1.00

β処理区 -0.07 （-0.33, 0.21） 1.00

β採種地 0.12 （-0.16, 0.39） 1.00

β交互作用 0.00 （-0.38, 0.39） 1.00
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ナラ属の一種（Quercus brantii，ブナ科）の苗木を，
対照区（土壌圃場容積の 100%の水分状態），中
程度の乾燥処理区（土壌圃場容積の 40%の水分
状態），強度の乾燥処理区（土壌圃場容積の 20%

の水分状態）に分けて 3か月間にわたって栽培し
た研究では，葉のスーパーオキシドディスムター
ゼ活性は中程度および強度の乾燥処理区で有意に
高かったが，フラボノイド濃度は強度の乾燥処理
区でのみ有意に高かった 14）。以上をふまえると，
本研究で実施した相対土壌水分量を約 1/3まで減
少させた短期間の乾燥処理は，フラボノイド類を
含む非酵素系物質が生成されるほどの厳しい乾燥
ストレスではなかった可能性が考えられた。
根系全体の遊離プロリンの濃度は産地間で有意

な差は認められず，また産地に関わらず乾燥処理
によっても濃度は上昇しなかった（図 -1，表
-2）。むしろ，白岩産のブナ当年生実生では，乾
燥処理によって遊離プロリンの濃度が低下してい
た（図 -1）。その要因の一つとして，根系で遊離
プロリンの分解が生じた可能性が考えられる。若
い根は古い根よりも効率的に水を取り込むことが
できるため，乾燥ストレスにさらされた樹木は根
の脱落と根系の再成長を行う 33）。この再成長の
一つである側根の成長にはプロリンの異化により
生成されるグルタミン酸が関与することが報告さ
れている 34）。そのため，本研究の乾燥処理によ
りブナ当年生実生の根系では，遊離プロリンがグ
ルタミン酸に異化されて，側根の成長に利用され
ていたのかもしれない。
以上から本研究では，苗高の高いブナ当年生実

生に根系全体の遊離プロリンの濃度の低下が認め
られ，体サイズとプロリンの生合成量の間のトレー
ドオフが示唆された。また，短期間の乾燥処理に
対してブナ当年生実生の根系における総フラボノ
イドの濃度は有意に変化しなかったため，今後，
より強度もしくは長期間の乾燥ストレス下におけ
る根系のフラボノイド類の濃度を測定する必要が
考えられた。さらに，根系全体の遊離プロリンの
濃度はむしろ処理区で高くなる産地が認められた。
乾燥ストレス下において根系で遊離プロリンの異
化が生じている可能性が考えられたが，今後，根
系におけるプロリンの異化に関わる遺伝子の発現
を処理区間で比較し，その実態を把握する必要が
ある。
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要　約

土壌への乾燥ストレスがブナの当年生実生の根
系における生体物質の濃度へ及ぼす影響を明らか
にするため，青森県の 2箇所（白岩と高倉森）で
ブナから採種し，発芽させて恒温室内で約 2週間
にわたり対照区（2日に 1回給水）と乾燥処理区
（給水無し）に分けて栽培した。その結果，処理
実験開始時に苗高が低い個体ほど処理実験終了時
の根系全体の遊離プロリンの濃度が高かったが，
総フラボノイドの濃度は苗高と関連性は認められ
なかった。産地に関わらず，当年生実生の根系全
体の遊離プロリンと総フラボノイドの濃度は，対
照区よりも処理区で増大することはなかった。む
しろ，白岩産のブナ当年生実生では，処理区より
も対照区で根系全体の遊離プロリン濃度は高かっ
た。以上から，根系全体における遊離プロリンの
濃度は体サイズとトレードオフの関係にあること
が示唆されるものの，フラボノイド類については
分子種ごとに濃度を測定し，苗高との関係性を調
査する必要が考えられた。本研究の乾燥処理は，
実験区間の総フラボノイドの濃度に差を生じさせ
るほどの強度ではなかった可能性が考えられた。
また，乾燥ストレスによって本研究で用いたブナ
当年生実生の根系においてプロリンの異化が生じ
た可能性が推測された。
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はじめに

三重県熊野灘は，西南日本南岸の南海トラフに
面する沿岸海域のうち，最も大陸棚の幅が狭く，
急峻な大陸斜面を持つ海域である。水深約 150 m

の大陸棚外縁より深い大陸斜面には，志摩海脚や
志摩海丘など大小の海底地形が発達している 1）。
熊野灘の 100 m以深の底生動物相に関しては，

1970年代から 80年代にかけて貝類，棘皮動物，
カニ類，ヤドカリ類の各動物群について，底曳網
や底刺網漁業の混獲物調査から種リストが作成さ
れた 2–5）。一方で，採集地点が明確な研究調査船
等による報告例は少なく，わずかに有孔虫類と棘
皮動物のウミユリ類の報告があるのみである 6, 7）。

2017年から，熊野灘および紀伊半島西側の田
辺湾沖の深海底生動物相の解明を目的とした三重
大学練習船勢水丸の研究航海が実施されている
（航海代表者：木村妙子）。この研究航海は，2009

年から 2016年までの海洋生態学実習の熊野灘海
域における底生動物調査で得られた分類学的な成
果をもとにしているが 8–13），さらに幅広い動物門
の系統分類学や生態学の研究者が参加し，自由生
活性のマクロベントスだけでなく，メイオベント
スや寄生性種を対象とすることを特色としている。

2017年に実施した No.1722航海では熊野灘の
水 深 113 mか ら 1059 mの 16地 点，2018年 の
No.1803航海では熊野灘および紀伊半島西側の田

辺湾沖の水深 80 mから 821 mの 11地点，2019

年の No. 1903航海では熊野灘および紀伊半島西
側の田辺湾沖の水深 112 mから 775 mの 3地点に
おいて，ドレッジおよびビームトロール調査を行
い，それぞれの航海について底生動物相を報告し
た 14–16）。これらの調査を通じて 16動物門が確認
され，最も多様性が高い地点では 1か所に 100種
以上の動物が確認された。イソギンチャク類，コ
ウラムシ類，多毛類，クマムシ類，多岐腸類，端
脚類，ヒモムシ類，タナイス類では未記載種が発
見され，新種として記載された 17–30）。その他にも，
採集例の非常に少ない珍無腸動物門をはじめ，多
くの動物群で未記載種，日本初記録種および海域
初記録種が確認されている 31, 32）。また，採集試料
が形態学的再記載および遺伝的知見，系統進化研
究に利用された例もある 33–35）。さらに，ヤドカリ
類と共生するイソギンチャク類の分泌する貝殻様
構造の成分分析，タナイス類のヤムシ類による被
食，ホシムシ類の貝殻利用など，分類学的知見以
外の成果も挙げている 36–38）。

2023年に実施した航海調査には，三重大学，山
口大学，立正大学，琉球大学，名古屋大学，北海
道大学，東京大学および国立科学博物館，海洋研
究開発機構に所属する幅広い動物門の系統分類学
や生態学の研究者 13名が参加した。本稿では，現
時点で明らかになっている底生動物相を明らかにす
るとともに，各動物群に関するトピックをまとめた。

Abstract

Preliminary results of the deep-sea faunal survey conducted from the TR/V Seisui-maru of Mie 

University in 2023 are presented. A total of 13 taxonomists and ecologists working on a wide variety of 

animal taxa participated in this survey. Surveyed areas included the Kumano Sea (off Mie Prefecture), at 

depths of 101–802 m. Sampling gears employed were a beam trawl and biological dredges. The collection 

is represented by megabenthos, macrobenthos and meiobenthos from 12 animal phyla, including 

arthropods, molluscans, annelids, echinoderms, cnidarians, nemerteans and platyhelminths. The number 

of phyla occurring in each station varied from three to ten. The station with the highest diversity at the 

phylum level was St. 16D (99–105 m depth, sand-gravel bottom). Meiofauna includes kinorhynchs, 

priapulids, loriciferans, nematodes and tardigrades. In addition to free-living species, gastropods and 

annelids symbiotic on octocorals, and isopods and amphipods parasitic or symbiotic on decapods were 

also collected. Preliminary identifications are given for Octocorallia, Zoantharia, Polycladida, Nemertea, 

polychaetes, Pantopoda, Isopoda, Amphipoda, Tanaidacea, Cumacea, Stomatopoda, Decapoda, 

Mollusca, Asteroidea, Crinoidea, Echinoidea, Ophiuroidea, Holothuroidea and meiobenthos.

Key Words:  benthos, deep-sea, fauna, parasite, Sea of Kumano
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試料と方法

2023年 6月 26日から 30日までの 5日間に実
施した No. 2312研究航海において，熊野灘の水
深 101 mか ら 802 mの 16地 点（St. 1Dか ら St. 

16D）で底生動物調査を行った（表 1，図 1）。こ
れらのうち，St. 1D，2D，3D，11D，13D，14D，
15D，16Dの 8地点においては，幅 1.0 m，網長 3 

m，目合 5 mmのドレッジ，St. 4D，5D，6D，9D

の 4地点においては，幅 1.4 m，網長 5 m，目合
5 mmのドレッジ，St. 7B，8B，10B，12Bの 4地
点においては，幅 2 m，網長 7 m，目合 5 mmの
ビームトロールを使用し，曳網距離 0 mから
1111 mの範囲で曳網した。なお，ビームトロー
ルの網の内側には，マクロベントス（特に小型の
もの）の採集を目的として目合 0.45 mmのプラ
ンクトンネット（内ネット）を 2個取り付けた。
採集された試料を目合 0.5 mm，1 mm，5 mm，
10 mmのふるいでふるった後，ふるい上に残っ
た試料から目視，あるいは実体顕微鏡を用いて底
生動物を抽出し，同定した。またドレッジとビー
ムトロール（内ネット含む）で得られた堆積物の
一部を目合 0.030 mmと 0.063 mmのネットを用
いて洗い出し，メイオベントスの抽出を行った。 

結果および考察

本航海の調査を通じて，12動物門が確認され
た（表 2）。16地点のうち，半数以上の地点で節
足動物，棘皮動物，環形動物，軟体動物，刺胞動
物，紐形動物のマクロベントスが採集された。各
地点からは 3から 10動物門が確認され，水深 99 

mから 105 mの礫砂底の St. 16Dでは，現時点で
最多の 134種が確認された。また，八放サンゴ類
に共生する貝類や多毛類，ヤドカリ類の体表や宿
貝に共生する端脚類，カニ類に寄生する等脚類が
確認された。一方，メイオベントス調査を行った
10地点においては，扁形動物，動吻動物，鰓曳
動物，胴甲動物，線形動物，節足動物，緩歩動物
のメイオベントスが確認され，半数以上の地点で
線形動物と動吻動物および胴甲動物が確認され
た。各地点の各動物群について現時点での同定結
果を表に示した（表 3 –表 20）。また代表的な動
物群の種の画像を示した（図 2 –図 20）。

下記に詳述されるように，本研究では刺胞動物，
紐形動物，胴甲動物，節足動物，軟体動物，棘皮
動物の未記載種や海域初記録種が確認された。今
後，本航海で得られた試料の検討と種同定を進め
ることにより，確認種数はさらに増加し，本海域
のより詳細な底生動物相が明らかになると考えら
れる。
以下に，刺胞動物門八放サンゴ綱，扁形動物門

多岐腸目，紐形動物門，環形動物門多毛類，メイ
オベントス全般，節足動物門等脚目，口脚目，十
脚目とその寄生・共生甲殻類，軟体動物門，棘皮
動物門ウニ綱，ナマコ綱に関する概要および注目
すべき点を列記した。

刺胞動物門　八放サンゴ綱（Octocorallia）　櫛田 

優花（表 3，図 2）
本調査航海では，St. 2Dからオオキンヤギ科の

ウミヒバ属の一種 Callogorgia sp.を採集した。日
本産ウミヒバ類はこれまで主に相模湾から採集さ
れており，紀伊半島沿岸からは Callogorgia elegans 

（Gray, 1870）が知られている 39）。また本調査航
海では，St. 2D，4D，5D，10B，13D，16Dなど
複数の地点からキンヤギ科の複数種を確認した。
キンヤギ属 Chrysogorgiaについても，そのほとん
どの種が相模湾からの報告であり，紀伊半島から
の報告例は明確でない Chrysogorgia rotundaを除い
てない 39, 40）。今後，更なる分類学的な精査が必要
になるが，紀伊半島におけるオオキンヤギ科・キ
ンヤギ科の種多様性はこれまでに知られていたも
のよりも高いことが考えられる。加えて，デンセ
ンヤギ属 Radicipesの熊野灘からの報告例はこれま
でになく，今回初報告となった。

扁形動物門　多岐腸目（Polycladida）　 露木 葵唯
（表 5，図 4）
本調査航海では，St. 2D, 7B, 16Dの 3地点から

無吸盤亜目 3種，吸盤亜目 2種が採集された。無
吸盤亜目に属する 2種は，同地点（St. 7B）から
引き揚げられた沈木から複数発見された。これま
でにも深海域に生息する多岐腸類は沈木から発見
されているものが多く 41–43），海底の沈木は深海性
多岐腸類に最も広く利用されている生息場の 1つ
であると考えられる。

St. 7Bおよび 16Dから得られた無吸盤亜目 3種
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のうち，2種は性成熟しておらず種同定が困難で
あった。残り 1種は Taenioplana sp.（Euplanidae）
と同定された。本種が所属する Taenioplana属は，
これまでのところハワイの浅海域から記載された
Taenioplana teredini Hyman, 1944ただ 1種が含まれ
る。Taenioplana terediniはフナクイムシの巣穴から
のみ発見されており 44），今回得られた Taenioplana 

sp.の生息環境（穴の開いた沈木）と類似する。
しかし，体サイズや眼点群の特徴の違いから，今
回得られた個体は T. terediniとは別種である可能
性が高い。

St. 2Dおよび 16Dから得られたホソヒラムシ科の
一種 1 Prosthiostomidae sp. 1は未成熟個体であり，
属の同定ができなかったが，個体間で 28Sリボソー
マル DNAの部分配列が一致したことから同一種で
ある可能性が高いと考えられた。St. 2Dから得られ
たホソヒラムシ科の一種 2 Prosthiostomidae sp. 2は
体が断片化した状態で採集され，こちらも種同定は
困難であった。本個体の 28Sリボソーマル DNAの
部分配列はホソヒラムシ科の一種 1 Prosthiostomidae 

sp. 1と異なっており，これらは異なる種であると判
断した。

紐形動物門（Nemertea）　波々伯部 夏美（表 6， 
図 5）
本調査航海では，形態的に判別可能な 20種以

上の紐形動物が採集された（表 6）。特に，St. 

16Dでは，尾鷲沖の沈木からのみ記録があるリネ
ウス科（Hookabe in prep.）や単針類など（図 5）
種多様性が高かった。また，神奈川県城ヶ島沖か
ら記載された Nipponnemertes jambio Hookabe et al., 

2022 ジャンビオオメンヒモムシ 45）は，タイプ産
地以外から初めての産地報告となった。

環形動物門　多毛類（Polychaetes）　下岡 敏士・
自見 直人（表 7，図 6）
本調査航海では，15地点において 43科 151種

の多毛類が採集された。2017年における熊野灘
の調査においても，36科 100種以上の多毛類が
採集されており 14），今回の調査においてもおお
よそ同等の科 /種数を採集できたことから，実際
の多様性を反映した調査結果が得られていると考
えられる。St. 9Dにおいてセイスイコンボウハボ
ウキ Diplocirrus seisuiae Jimi, Fujiwara and Kajihara, 

2017
10）が , St. 12Bにおいてセイスイミツオネウ

ミケムシ Benthoscolex seisuiae Jimi, Kimura, Ogawa 

and Kajihara, 2018
17）が，St. 16Dにおいてキムラ

ハナカゴオトヒメゴカイ Leocratides kimuraorum 

Jimi, Tanaka and Kajihara, 2017
11）が採集され，過

去に熊野灘から勢水丸によって得られた標本を用
いて記載された種が再び記録された。St. 2D，St. 

12Bにおいてセグロイソメ科（Oenonidae）の
Oenone sp.が採集されているが，既知種とは眼点
の個数が異なるため詳細な検討が必要である。
St. 12Bにおいてイモムシゴカイ科（Fauveliopsidae）
の Fauveliopsis sp.が採集されたが，本科の熊野灘
における記録は乏しいことから，詳細な観察に基
づいた同定が必要である。St. 13Dおよび St. 15D

において得られた Neopsammolyce属の 1種には寄
生性の二枚貝がついていたため，現在，宿主と合
わせて分類学的研究を進めている。本種は，今島
（2007）が報告したイッカクウロコムシ N. occidentalis

（McIntosh, 1885） 46）と酷似するが，N. occidentalis 

（McIntosh, 1885）はカリブ海をタイプ産地とする
ことから詳細な検討が必要である。St. 16Dにお
いては，コガネウロコムシ科 Hermionopsis sp.が得
られたが，日本産の本属からは未同定種であるカ
ラトゲコガネウロコムシ Hermionopsis sp.のみが知
られており 46），今回得られた標本については詳
細な検討が必要である。

メイオベントス全般（Meiobenthos）　藤本 心太 

（表 8，図 7）
採集したサンプル量が膨大なためソーティング

は完了しておらず，詳細な観察もほとんど実施し
ていない。これまでのところ，扁形動物門，動吻
動物門，鰓曳動物門，胴甲動物門，線形動物門，
節足動物門，緩歩動物門が確認されている。
胴甲動物門は St. 4D，5D，7B，8B，10Bで採

集された。これまでの勢水丸の航海で採集された
Pliciloricidae科の属 8, 14, 21）が今回も得られており，
特に Rugiloricus属は複数の成体が得られたため（図
7A），正確な種同定が実施できる見込みである。
熊野灘をタイプ産地とするWataloricus japonicusは，
同所的に得られた成体とヒギンズ幼生を同種とみ
なして記載されている 21）。分子データなどによっ
てこの関係を確認する必要があるが，今回はヒギ
ンズ幼生のみが得られている（図 7B）。また新た
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に Urnaloricidae科 Urnaloricus sp.と考えられる個
体が，St. 7B, 8Bから得られた（図 7C）。同科は
本邦初記録であり，太平洋ではガラパゴス拡大中
心 47）と，米国沖の深海帯 48）からのみ知られるた
め，西太平洋初記録でもある。
緩歩動物門は，St. 4D，5D，7B，10Bで採集さ

れた。No. 1722研究航海で採集した属 14, 18）のう
ち，Raiarctus sp.が今回確認されていない。今回
初めて Styraconyx sp.が 1個体得られた。今回得ら
れている緩歩動物門の個体はどれも未成熟である
ため，種同定はできていない。

節足動物門　等脚目（Isopoda）　白木 祥貴（表
10，図 8）
本航海では 4亜目に属する，少なくとも 22種

の等脚類が採集された（表 10）。そのうち，ウミ
ナナフシ上科に属する等脚類は 10種得られた。
なお，十脚目に寄生していた等脚類についてはこ
こでは含めていない。St. 4および St. 5からはサ
ンカクアシタラズウミナナフシ Deltanthura palpus 

Shiraki, Shimomura and Kakui, 2022が得られた
（図 8-1）。本種は熊野灘の水深 805–852 mから採
集された 1個体をもとに新属新種として近年記載
された種で 49），今回ほぼ同じ産地から 3個体が
得られた。St. 6からはサガミスナウミナナフシ
Cyathura sagamiensis Nunomura, 2006が得られた 50）

（図 8-2）。本種が属するスナウミナナフシ属は汽
水域や潮間帯でよく見られるが 51），本種は比較
的深場の水深 93.3–94.7 mに生息することが知ら
れている 50）。今回は，それより深い 183–186 m

から得られた。St. 6および St. 12からはタマゴハ
ラナガ ウミナ ナフシ Kupellonura tamago Shiraki, 

Shimomura and Kakui, 2022が得られた（図 8-3）。
本種は房総半島沖の水深 407–445 mから記載され
たが 52），熊野灘にも分布することが明らかとなり，
生息水深が 178–550 mまで拡張された。

節足動物門　口脚目（Stomatopoda）　中島 広喜
（表 14, 図 9）
本調査航海では，St. 3D（水深 100–101 m）から，

同一個体に由来すると思われる 1対の捕脚（第 2

顎脚）のみが発見された（図 9）。本来であれば
捕脚のみからの種同定は困難であるが，得られた
捕脚は指節に 7歯を有し，長節側面前方に特徴的

な三角形状の黒い模様を有する点などが，これま
で神奈川県沖で見つかっていたオヒロシャコ科
Eurysquillidae Manning, 1977の一種（中島，未発
表）に類似していることが分かった。オヒロシャ
コ科は 2024年に初めて国内から 1種が報告され
た，知見の乏しい分類群である 53）。したがって，
今回発見された捕脚がこの種であるなら貴重な分
布記録の証拠となりうるため，今後，これらの標
本間で DNA配列を比較し，同種かどうかを検討
する。

節足動物門　十脚目（Decapoda）とその寄生・
共生甲殻類　中島 広喜（表 14，図 10，11）
本調査航海では多数の甲殻類標本が採集された

が，特に十脚目はその種多様性も高く，少なくと
も 43科 94種が確認できた。加えて，いくつかの
標本にはエビヤドリムシ科等脚類やフクロムシ類，
端脚類などの寄生・共生性の甲殻類も認められた。
正確な種同定に至っていない標本が多くあるため，
今後の分類学的精査が必要である。また，その結
果，さらに種数が増加すると考えられる。以下に
特筆すべき種について記した。
スベスベオトヒメエビ属の一種 Odontozona sp. 

が St. 13D（水深 99–103 m）より採集された（図
10-1）。本属は熱帯・亜熱帯域のサンゴ礁や岩礁
域を中心に分布しており 54），国内では琉球列島
の海底洞窟などから新種が発見されている 55）。
熊野灘から採集されたことは貴重な記録となると
考えられる。
コエビ下目 Carideaの Disciadidae科 Discias属

の一種（図 10-2）が St. 2D（水深 101–103 m）か
ら採集された。筆者が調べた限りでは，慶良間諸
島から報告された Discias exul Kemp, 1920が 56），
本科の唯一の国内における報告であり，今回が国
内 2例目の報告となる。したがって本個体は貴重
な標本であり，引き続き詳細な分類学的検討が必
要である。本属既知種について報告されている生
態 57）から，本個体はドレッジ採集された海綿に
穴を掘って生息していた可能性が高い。
ミツイボコブシ Toru trituberculatus （Sakai, 1961)

（図 10-3）と形態的によく似る標本が St. 10B（水
深 302–321 m）より採集されたが，生殖器の形状
が既報 58）と合致していなかった。今回得られた
個体が比較的小型であったたため，この形態の不
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一致は未成熟に起因する可能性も考えられる。引
き続き詳細な分類学的検討が必要である。
以下は十脚目甲殻類とその共生生物について記

す。St. 10B（水深 302–321 m）より得られたヨコ
ヤホンヤドカリ Propagurus obtusifrons（Ortmann, 

1892）（図 11-4）の体表からは共生性と思われる
端脚類（図 11-5）が得られた。また，St. 7B（水
深 197–215 m）より得られたケスジヤドカリ
Dardanus arrosor（Herbst, 1796）（図 11-6）の宿貝
内からもトゲヨコエビ科 Lilijeborgiidae（図 11-7）
が得られた。St. 9D（水深 222–272 m）より得ら
れたビワガニ Lyreidus tridentatus De Haan, 1841（図
11-8）や，St. 15D（水深 118–130 m）より得られ
たメダカガニ Neogoneplax renoculis (Rathbun, 1914)

（図 11-9）にもエビヤドリムシ科等脚類の寄生が
認められた。これらは未報告の種の可能性がある。

軟体動物門（Mollusca）　木村 昭一・木村 妙子　
（表 15，図 12–20）
採集された試料のうち，属及び種まで同定でき

た軟体動物の中で生きた個体が採集された種，死
殻しか得られなかったが，貝殻の状態から判断し
て採集海域に生息していると考えられる種をリス
トアップした（表 15）。
一部の種の関連資料として分類学的な比較検討

をするため，今回採集の試料以外，国外の試料も
比較検討し図示した。また今回，木村・木村によ
り一部の種の和名新称も行った。日本新記録，三
重県初記録の種も記録されたが，それらの種は全
て図 12から図 20に図示した。なお沖合，深海性
の海洋生物に県初記録を示すのは難しいが，軟体
動物門における三重県初記録種の定義は以下の通
りとした。
本研究での三重県内の各種分布判断基準とし

て，松本，木村，中野・中，中野・松本の資料を
使用した 2, 59–64）。これらの文献以外に 1997年頃に
受領した（故）松本幸雄氏作成の「三重の貝類追
加リスト」（1997年 3. 1現在と表記）も私信とし
て参照した。木村 60–62）以外の文献は全てリストで，
分布上注目すべき希少種や分類上の混乱がある種
でも図示のない場合が殆どである。これらには生
貝か死殻，また，その状態や採集状況の言及もな
い。従って，県下での生息，種同定が疑問視され
る記録も少なくない。本来は掲載全種の検討が行

われた分布資料（リスト）を基準とすべきである
が，現状ではその様な資料は一切存在せず，本報
告では先述の問題があるものの，上記文献での未
掲載種を三重県初記録とした。また目，科の配列
と名称は福田に従った 65）。

イタヤガイ科
Chlamys vesiculosus（Dunker, 1877）ヒヨクガイ（図

12-5）
水深 50–200 mの砂礫底に普通に生息していた

種であるが，近年伊勢湾湾口部から熊野灘にかけ
て著しく生貝の採集例が減少した種である。もと
もと外洋域に多い種であるが，近年，鳥羽市沖合
の水深 70–90 mで行った複数回のドレッジ調査で
は，半片死殻が少数確認されたが，生貝は確認さ
れなかった。イタヤガイ科貝類には個体数の変動
が大きな種が確認されているが，本種の今後の動
向は注目される。
本 種 に 近 似 の 大 型 種 Annachlamys reevei（A. 

Adams, 1850）ニシキヒヨクは伊勢湾湾口部から
外洋にかけて三河一色水揚げの底引き漁業による
採集記録がある。当時南方でしか採集されなかっ
た大型美麗で稀産であった本種が多数（稀産とす
る報告もある）水揚げされたことが複数の文献で
紹介されている 66, 67） など。しかし，その期間は
1960年前後に限定され，1980年代からの底引き
網漁，調査船によっても死殻破片でさえ確認でき
ず，当時は漁業調整規則を遵守していなかったと
の記述も散見され，ニシキヒヨクの志摩半島（安
乗沖）から遠州灘での産出とされているが，他海
域から採捕された可能性も考えられる。

オトヒメゴコロ科
Halicardia nipponensis Okutani, 1957ニッポンオト
ヒメゴコロ（図 12-7）
本種は特異な形態などから日本産深海性二枚貝

として著名な種で，熊野灘よりの産出は既に日本
貝類学会口頭発表で報告した 68）が，本報が図示
を伴う正式な記録となる（三重県初記録種）。生
時は殻皮毛に砂泥を付着し，水管口周囲には太い
棒状の突起が密生する（図 12-7a）。殻は白色で殻
皮は淡黄灰色（図 12-7b）。殻内面には真珠光沢
がありハート型の石灰質の殻帯が両殻をつなぐ（図
12-7c）。過去の勢水丸による調査では熊野灘の水
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深 600–1100 mの砂泥底より採集された。
Haliris makiyamai（Habe, 1952）ヒシオトヒメゴ

コロ（図 12-8）
前種と同様，生時は殻皮毛に砂泥を付着する（図

12-8a）。殻表には明瞭な放射肋が約 30本ある（図
12-8b）。三重県初記録種。

リュウグウハゴロモ科
Pendaloma otohimeae（Habe, 1952）リュウグウハ

ゴロモ（図 12-10）
勢水丸のドレッジ調査で志摩半島沖の熊野灘よ

り採集された個体が既に図示報告されている 69）。
今回も 2個体が採集された。生息水深は 200–1200 

mとされる 70）が，熊野灘では，水深 200 m前後
の岩礁に隣接した泥分の多い砂泥底より採集され
ることが多い。

ニシキウズガイ科
Ethminolia nektonica（Okutani, 1961）オヨギシタ

ダミ（図 13-1）
既に三重県沿岸から記録されている（紀北町） 63）

が，生貝，死殻の区別もなく図示もされていない。
本報告が図示を伴う初めての記録である。

Minolia nyssonus Dall, 1919シロガネシタダミ（図
13-2）

Minolia aff. nyssonus Dall, 1919シロガネシタダミ
近似種（図 13-3）
前者は底引き網漁業の漁屑中のヒトデ類胃中よ

り普通に採集され，勢水丸の調査でも熊野灘水深
100–200 mの砂泥底より多数の個体が採集されて
いる（今回の調査では 178–195, 191–218 mで確
認）。後者は生息水深が大きい（250–600 m）ため
か，底引き網漁業での採集例は非常に少ない。勢
水丸の調査サンプル中でも（今回の調査では
479–578 mで確認），個体数は少ない。2016年の
記録ではほぼ同海域の水深 280 mで 8個体の前者
に 1個体の後者が採集された。
殻形態は非常に近似しているが，前者はやや小

形で，殻全体の彫刻が荒く殻質もやや厚い。後者
はより大成し，殻全体の彫刻が弱く繊細で，特に
螺層肩部上面に並ぶ突起列が小さく数が多い。ま
た前者では臍孔周辺の 2列の突起は近接し強い
が，臍孔内壁には螺肋列はない（図 13-2）。後者
では 2列の突起列の間隔が開き，突起は小さく数

が多く，臍孔内壁にも細く弱いが明瞭な螺肋列が
数本存在する（図 13-3）。
黒田・他 71）では後者に一致する個体をウバシ

タダミとして図示しているが，ウバシタダミのタ
イプ標本とは一致しない。また多くの Solariella 

delicata Dall, 1919ウバシタダミの個体変異を図示
している Hasegawa

72）では，後者をウバシタダミ
とは同定せず，前者に一致する個体（Fig. 47；相
模湾水深 149–180 m産）と共に後者に一致する個
体もシロガネシタダミ（Fig. 48；土佐湾水深 250–

258 m産）としている。このようにHasegawa
72）で

は両者ともシロガネシタダミと同定しているが，前
述の通り両者の生息水深は異なり，殻形態でも区
別され，熊野灘からは両者の中間型も確認されて
いない。これらの事より本報告では後者をシロガ
ネシタダミ近似種とする。殻形態は近似しているが，
細部は明確に異なるので，別種の可能性が高い。

Minolia watanabei （Shikama, 1962）ハズレシタダ
ミ（図 13-5）
本種は勢水丸の調査で熊野灘（水深 700-1100 m）

より採集されていたが，本報が図示を伴う正式な
記録となる（三重県初記録種）。Hasegawa

72）では
螺層・螺肋の形態など同一種であることが疑われ
るような著しい殻形態の変異が示された。熊野灘
でも検討個体数は少ないが，変異が認められる。
今回の調査では 1個体のみが採集されたが，若い
個体と考えられ螺層は遊離していない。十分に成
長した個体では和名に反映されているように，螺
層の殻口に近い部分が遊離することが多い。今回
の試料の螺層は丸みを持ち，螺肋が比較的強いタ
イプで，Hasegawa

72）の図示した Fig. 32に近い個
体である。

Chonospeira aff. iridescens （Habe, 1961） スハダシタ
ダミの近似種
木村ら 14）で図示報告した種である。今回 2地

点からそれぞれ 1個体生貝が採集された。

キリガイダマシ科
Tachyrhynchus nomurai （Ozaki, 1958） ノムラヒメ
ニナ（図 13-6）
深海性の小型種であるためか今回の報告が三重

県初記録である。勢水丸の調査では 2017年以前
より熊野灘の水深 500 m以深の砂泥底より死殻は
普通に採集されているが，生貝の個体数は少ない。
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Trochocerithium shikoense（Yokoyama, 1928）ウラ
ウズカニモリ（図 13-7）
木村らで既にウラウズカニモリ科として図示報

告した種であり 14），今回水深 478–578 mより生
貝が 3個体採集された。それらは全て木村ら 14）

で言及した深場に生息する殻が大形になり，殻質
は薄く彫刻が弱い型であった。

コンボウカニモリ科
Cerithiella terebroides Kuroda and Habe, 1971 コン
ボウカニモリ（図 13-8）
勢水丸の調査で 2017年以前にも熊野灘より死殻

は得られているが個体数は少ない。今回も 1個体の
み殻口の欠損した死殻が採集された。本種は今ま
で相模湾（タイプ産地）でのみ知られている 71, 73）。
三重県初記録種。

タマガイ科
Euspira sagamiensis Kuroda and Habe, 1971 サガミ
オリイレシラタマ（図 13-9）
本種は本科貝類としては小型で，遠州灘から熊

野灘で操業した底引き網漁業漁屑より採集された
ヒトデ類の胃中より生貝が採集されることが多い。
勢水丸の調査でも熊野灘水深 100–300 mの砂泥底
より採集されている。三重県初記録種。

Euspira aff. plicispira（Kuroda, 1961）キザミタマ
ツメタ近似種（図 13-10）

Euspira plicispira キザミタマツメタは遠州灘から
熊野灘の 100–300 mの砂泥底で操業した底引き網
漁業漁屑中より比較的普通に採集される。今回採
集された個体は，キザミタマツメタと殻が長いこ
となど全体的な特徴は近似するが，殻は小型で，
縫合直下に出る短い縦肋（和名キザミの由来）が
全く確認されず，採集された水深も大きくキザミ
タマツメタの近似種として報告する。

イトカケガイ科
Cylindriscala turrita（T. Nakayama, 1995）トガリ
イトカケ（図 13-11）
深海性種で底引き網漁業では採集されにくいた

めか，今回の報告が三重県初記録である。勢水丸
の調査では 2017年以前より熊野灘の水深 500 m

以深の砂泥底より死殻が採集されているが，生貝
は確認されていない。

Epitonium pupiforme（Masahito, Kuroda and Habe, 

1971）カセイトカケ（図 13-13）
殻の外形は本科貝類としては蛹形で特徴的であ

る。タイプ産地は相模湾で，紀伊半島及び南アフ
リカに分布する 74）が，今回の報告が三重県初記
録である。

ウミウサギガイ科
Margovula lacrima（C. N. Cate, 1973）シズクケ

ボリ（図 14-1）
生息深度が大きい小型種で採集例が少ない。勢

水丸の調査では 2017年以前より熊野灘の水深
200 m付近の礫底より死殻が少数採集されている
が，生貝は今回初めて確認された。殻形態（図
14-1a）は原記載とよく一致する。軟体部（外套
膜等）の色彩は報告されていない。今回 1個体が
生きた状態で採集されたが，既にホストから離れ
ており，軟体部の活動も弱く，外套膜が完全に伸
展されなかったので，十分な観察ではないが，軟
体部の大部分（腹足，蹠面，頭部，触角）は白色
で，水管は淡褐色。外套膜も白色であるが，黒褐
色の小円形斑が少数散在していた（図 14-1b）。三
重県初記録種。

Kurodaovula wakayamaensis（C. N. Cate and M. 

Azuma, 1973）ワカヤマキヌヅツミ（図 14-2）
ドレッジの外網に絡まったオオキンヤギ科のウ

ミヒバ属の一種 Callogorgia sp.（刺胞動物；図 2-1）
に強く付着した状態で 1個体が採集され，軟体部
は伸展した状態であった。
ワカヤマキヌヅツミの殻の色彩は通常白色（本

科の殻色彩は退色しやすい）で死後間もない標本
では淡い紫，桃，黄の蛍光色が認められる個体も
あるが，今回採集された個体（図 14-2a）は両端
が淡桃橙色に彩られ，殻口内唇側に前後に伸びる
1本の鮮黄色の色帯が見られた。本種は Calcarovula 

longirostrata （G. B. Sowerby I, 1828）ツリフネキヌ
ヅツミと殻形態が近似するが，軟体部の色彩は以
下のように著しく異なる。ワカヤマキヌヅツミの
外套膜はクリーム色の地色に濃褐色の角張った方
形に近い斑紋が密生し，その間に白色の先端が
尖った小突起が並ぶ（図 14-2b, c）。蹠面は外套膜
とほぼ同色で，周辺は褐色で縁取られる。触角も
褐色（図 14-2b）。ツリフネキヌヅツミの外套膜
は橙褐色で，褐色に縁取られた白色円形の斑紋が
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散在する。
殻形態ではワカヤマキヌヅツミはツリフネキヌ

ヅツミより殻質は薄く，殻は前後に細長く，延長
する前溝，後溝は直線的で反りが弱い個体が多い。
殻口外唇肥厚部も薄質。このような観点で殻標本
の形態を再検討すると，黒田・他 71）で pl. 24, Fig. 

6にツリフネキヌヅツミとして図示された標本は，
ワカヤマキヌヅツミである。奥谷・佐々木 75）で
はワカヤマキヌヅツミの分布は紀伊半島としてい
るが，相模湾 71），伊豆半島，紀伊半島南西部（タ
イプ産地は和歌山県南部町沖），四国沖に分布し，
今回報告の三重県（熊野灘）が新たに追加される
（三重県初記録種）。なお海外では台湾・フィリピ
ン・ニューカレドニアからも採集されている。

トウカムリ科
Oocorys sp.タマゴボラ（図 14-3a, b）
今回，生貝ではあるが，殻口が完成していない

幼貝が 1個体採集された（図 3-3a）。殻表を覆う
螺肋や蓋の形状（長卵形で少旋型，核は内側下方
にある）より，かつてトウカムリ科から独立した
タマゴボラ科（Oocorythidae）のタマゴボラとい
う和名で呼ばれていた種 2）などに一致する。なお
タマゴボラには Kuroda and Teramachiによる学
名が付記されていた場合があったが，有効名では
ない。遠州灘より底引き網で採集された同種と考
えられる成貝死殻標本（図 3-3b：愛知県渥美半
島沖水深 200–250 m，底引き網漁，2001年採集）
では，殻表の形状はよく一致するが，臍孔は閉じ，
殻口外唇は板状に反転し，外唇内壁は刻まれない。
殻口内唇後部の滑層はやや肥厚する。このような
特徴は，松本 2）が図示したタマゴボラとよく一
致する。タマゴボラの日本近海産の近似種として
以下の 3種があげられる。
（1 ）Oocorys leejungi K.-Y. Lai, 2013（和名なし）（図

14-3c, Taiwan, Pratas Island,from shrimp boat, 

600 m. 2015年採集）：近年台湾から記載された
種で，最もタマゴボラに近似するが，殻質が厚
く，螺肋は強く数が少ない。殻口は強く肥厚し，
外唇の刻みが強く明瞭。

（2 ）Oocorys tosaensis（Habe and Azuma, 1959）ヘソ
アキタマゴボラ（図 14-3d, Taiwan, South Taiwan. 

Trawled 400–600 m. 2010年採集）：タイプ産地は
土佐湾。和名の通り狭いが明瞭な臍孔がある。

殻は重厚で，殻口も強く肥厚し，螺肋状の強い
刻みがある。螺塔は低く，螺肋は強い。殻形態
の特異さから別属 Hadroocorys tosaensis （Habe and 

Azuma, 1959）とされていたこともあった。
（3 ）Oocorys weberi Schepman, 1909マルタマゴボラ：
日本では日向灘より記録されている。WoRMS

では Oocorys sulcata P. Fischer, 1884タイセイヨウ
タマゴボラのシノニムとされているが，タイプ
標本は明らかに別種。奥谷 70）には Oocorys weberi

のタイプ標本とよく一致する標本が図示されて
いる。　
上述の 3種を含めて今回採集されたタマゴボラ

と全く同一の殻形態の種は記載されていないよう
である（台湾をタイプ産地とする Oocorys leejungi 

K.-Y. Lai, 2013が最も近似する）。またWoRMS

で は Oocorys leejungi，Hadroocorys tosaensis（=Oocorys 

tosaensis）を含む全世界の熱帯から中緯度海域に
分布する近似の 9種がカリブ海をタイプ産地とす
る Oocorys verrillii (Dall, 1889)のシノニムとされて
いる。このような分類は生物地理上も疑問であり，
少なくとも上記の 2種及びタマゴボラの殻形態は
Oocorys verrillii のタイプ標本とは大きく異なる。
Oocorys 属の種は全て深海性の稀産種で，殻形態等
の変異幅の把握，軟体部の検討や遺伝子解析は困
難と予想され，分類学的な検討が不十分な種群と
いえる。

フジツガイ科
Gyrineum hirasei （Kuroda and Habe, 1961） ヒ ラ

セウネボラ（図 14-4a, b）
本種は伊豆半島から四国沖の水深 150 mまでの

岩礫底に分布し，タイプ産地は四国足摺岬沖であ
る。本種は海外ではフィリピン，インドネシア，
ニューカレドニア，南アフリカまで分布するとさ
れている 76, 77）。日本産（伊豆半島から四国沖）個
体と海外産個体 76, 77）とは殻形態に明確な差異が
ある。詳細は以下の通りである。日本産個体はや
や大形になり，螺塔が高く，水管が長く延長し，
殻口周辺の歯状の突起が弱く，殻口が大きい。殻
皮は厚く，殻皮毛は長い（図 14-4a）。殻の色彩は
濃褐色の部分が多い（図 14-4b：殻皮を剥離した
標本）。それに対して海外産個体（図 14-4c, d；
Philippine, Aliguay Island. Mindanao. trawled 50–

150 m deep. 2000年採集）はやや小形で，螺塔は
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低く水管も短く，縦張肋は丸みを持ち，張り出し
が弱い。殻口周辺の歯状の突起が特に内唇側で強
く，殻口が狭められる。殻皮は薄く（図 14-4c），
殻の色彩は全体的に明るく，淡橙桃色の部分が多
い（図 14-4d：殻皮を剥離した標本）。前述のよ
うに日本産個体はタイプ産地が四国なので，上記
の学名が適当であるが，外国産個体は別種の可能
性が高く，分類学的な検討が必要である（図 14-

4c, dは Gyrineum sp. とする )。
なお，前述した日本産個体の殻形態の特徴は和

歌山県潮岬沖，高知県土佐湾・足摺岬沖，三重県
熊野灘沖個体を検討した限りでは共通している。
Beu

76）が図示した八丈島産標本はモノクロである
ので色彩は不明であるが，殻形態は前述した外国
産個体と近似し，日本の南部には外国産と共通の
別種（Gyrineum sp.)が分布している可能性が高い。

オリイレヨフバイ科
Nassarius glabrus Zhang and Zhang, 2014 マルネジ

ヌキヨフバイ（和名新称）（図 15-1a, b）
死殻 1個体が採集された。体層腹面にタマガイ

科貝類の食痕があるものの，その他の部位の彫刻，
色彩，光沢などはよく保存されており，特徴的な
殻形態を示し，本種と明確に同定できた。タイプ
産地は南シナ海 78）で，日本初記録種。
本種の解説には日本からはまだ正式に記録され

て い な い 近 似 種，Nassarius kooli H. Dekker and 

Dekkers, 2009ネジヌキヨフバイ（和名新称）（図
15-2a, b: Philippine, Aliguay Island. Mindanao.

trawled 50–150 m deep. 2000年採集）との比較が
必要である（マルネジヌキヨフバイの原記載でも
2種の比較が行われた）。
この 2種の共通の特徴として螺層の肩部には稜

角があり縫合との間は平らで，別科の種ではある
が Neoiphinoe unicarinata（G. B. Sowerby I, 1834）ネ
ジヌキの螺層を彷彿とさせる。螺層の殻口付近は
幅広く肥厚し，殻口も肥厚する。また，殻口外唇
後端が後部に向かって角状に突出する。2種の胎
殻（図 15-1b, 2b）は約 4層で大型，螺層中央に
竜骨が 1本あり白色，平滑。2種とも後成殻（図
15-1b, 2b）は共に荒い布目状であるがネジヌキヨ
フバイの方が細長く巻き，螺塔も高く殻全形も細
長い。
マルネジヌキヨフバイ（図 15-1a）には不明瞭

な淡橙黄色の斑紋が肩部などに不規則に出現する
（今回採集された死殻が退色しているのではない）
が，ネジヌキヨフバイ（図 4-2a）には 2列の明瞭
な橙褐色方形の斑紋が 2列（体層では 3列）に並ぶ。
ネジヌキヨフバイ（タイプ産地はフィリピン

Balicasag Island）は 2000年前後からフィリピン
近海のアリグアイ島（Aliguay Island）周辺でトロー
ル漁船により多数の標本が得られるようになり，
同時に日本の南西諸島沖産という標本が流通した
が，同時に採集された貝類相はほとんどアリグア
イ島と同じで，産地情報には疑問が残り，現在ま
で信頼できる日本産の標本は確認されていない。

Nassarius siquijorensis (A. Adams, 1852) オオハナ
ムシロ（図 15-3）
本種は内湾域から湾口部に分布する普通種のハ

ナムシロとやや近似するが，遥かに大型で殻が厚
く，外洋の泥質の多い砂泥底に生息し，生息水深
も大きい。土佐湾では水深 100 m前後までの砂泥
底に多産するが，遠州灘，熊野灘，和歌山県南西
部沖では個体数は少ない。今回も生貝，死殻各 1

個体採集されたに過ぎない。
Nassarius protrusidens (Melvill, 1918) シコロムシロ

（図 15-4）
殻口の完成していない幼貝の死殻 1個体だけが

採集された。殻は厚く堅固，殻表面は約 10本の
結節列からなる螺肋に覆われ，特徴的な形態を示
す。三重県初記録種。

Nassarius macrocephalus (Schepman, 1911) チビマル
ムシロ（図 16-1）
成貝の死殻 1個体だけが採集された。殻は非常

に厚く堅固，以下 2種と近似した強い縦肋が出る
が，2種と異なり縦肋間に明瞭でやや強い螺肋が
密に出る。殻口は肥厚し内唇，外唇に歯状突起が
発達して，殻口は狭まる。胎殻（図 5-1b）は約 3

層で大型，螺層中央に竜骨が 1本あり黄白色半透
明。三重県初記録種。

Nassarius babylonicus (R. B. Watson, 1882) ワタゾ
コムシロ（図 16-2）
本種は本科の貝類として中型（殻長 15 mm前

後）で，水深 400 m以深（タイプ産地はフィリピ
ン沖水深 675 m）に分布する。遥かに小型（殻長
5 mm程度）で水深 100–300 mに分布する種もか
つて本種として図示されたが，以下に示す通り，
明らかに別種である。
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Nassaria sp. ハベワタゾコムシロ（和名新称）（図
16-3）
本種は続日本産貝類図鑑でワタゾコムシロとし

て図示された 79）が，前述したワタゾコムシロと
は明確に区別できる別種である。今回，その認識
を明確にするため本種に和名を新称した。本種は
ワタゾコムシロよりはるかに小形で殻長は 5 mm

前後で殻口周辺が肥厚し，外唇内壁に歯状突起が
並び（図 16-3a, d），ワタゾコムシロの幼貝では
ない。
ハベワタゾコムシロの殻表は光沢が強く殻質は

やや厚いが，生貝では白色半透明（図 16-3a）で，
波部 79）において「硝子様」とされた特徴と一致
する。ワタゾコムシロの殻表（図 16-2a）は淡黄
緑色の薄い殻皮で覆われ，光沢がなく不透明。胎
殻（図 5-3b）は約 3層で大型，螺層中央に竜骨
が 1本あり薄紅色で半透明。胎殻の形態はチビマ
ルムシロとほぼ同じである。ワタゾコムシロの胎
殻（図 16-2b）は生貝でも表層が摩耗していて判
然としない。本種の蓋（図 16-3c）は扇形で核は
内側中央やや下方にあり，ワタゾコムシロの蓋（図
16-2b）は下端が尖った葉状で核は下方にある。
生息水深は 100–250 mより，底引き網で採集され
たヒトデ胃中より生貝が，スナギンチャク類の核
となって死殻（図 16-3d：愛知県渥美半島沖水深
200–250 m，底引き網，2001年採集）が比較的普
通に採集される。前述の通りワタゾコムシロの生
息水深は大きく，底引き網漁業で死殻が採集され
ることも稀である。

アクキガイ科
Ergalatax tokugawai Kuroda and Habe, 1971トク
ガワヒメヨウラク（図 17-1）
本種は小型の特徴の少ない種であるためか，採

集記録が少ない。木村 61）で三重県沿岸より初め
て図示とともに志摩半島の複数産地が報告された。
中野・中 63）は，木村 60–62）を引用文献としていない。
全種図示とともに解説したデータが全く引用され
ておらず，信頼性の低い目録である。

ガクフボラ科
Lyria pallidula Habe, 1962ウスイロスジボラ（図

17-8a,b）
本種は元々別種として記載されたが，Lyria 

cassidula（Reeve, 1849）スジボラ（図 17-9a, b）の
深場に生息する亜種 L. c. pallidula Habe, 1962とさ
れている（例えばWoRMSなど）。原名亜種のス
ジボラも少産種で，ウスイロスジボラの産出報告
は更に少なく，多くの標本を元にした検証はなさ
れていない。今回，タマガイ類の捕食痕のある幼
貝死殻 1個体（図 17-8a）が採集された。過去に
志摩半島沖（大王崎沖水深 60 m，底刺網，1986

年採集；図 17-8b），土佐湾沖で採集された標本
を試料に加えて，この 2種（亜種）について検討
した。
ウスイロスジボラは，和名の通り殻の色彩は薄

色（淡く），殻質は薄く半透明で殻口外唇の肥厚
も弱く，内唇の殻軸も弱い。また殻は細長く，螺
塔は明らかに高く，明確に区別される。ウスイロ
スジボラの生息水深は 50–100 mとされ 79），松本 59）

では尾鷲沖の水深 200 mより採集されたとされて
いる（採集者は林奨一郎採集と記されているので，
三河一色港水揚げの底引き網漁業による試料と思
われる）。
スジボラは，筆者ら所蔵の試料では千葉県館山

市沖水深 10–20 m（2000年採集；図 17-9a），静岡
県沼津市沖水深 36 m（2011年採集；図 17-9b）と
浅海よりスクーバダイビングで採集されているが，
奥谷 70）では生息水深は 50–200 mとされており，
深度により隔離された亜種とは考えにくい。2者
の中間的な殻形態を示す個体も確認されていない。
これらの検討結果から，今回奥谷 70）を支持しウ
スイロスジボラを独立種として報告する。三重県
沿岸産個体の図示を伴った最初の記録である。

イモガイ科
Profundiconus tuberculosus（Tomlin, 1937）ミウラ
イモ（図 18-3）
本科としては小型で，神奈川県横浜市がタイプ

産地の化石種として記載された。相模湾周辺では
水深 50–300 mの砂底より比較的多くの現生個体
が採集されている 71）。勢水丸の調査では 2017年
以前より志摩半島沖の水深 50–200 mの砂礫底よ
り普通に死殻（殻の色彩の残された死殻は稀）が
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採集されているが，生貝は確認されていない。今
回水深 92–113 mより色彩の保存された死後間も
ないと考えられる殻が 1個体採集された。三重県
初記録種。

Conasprella comatosa（Pilsbry, 1904）ユメイモ（図
18-5）
本科としては中型で，体層の明瞭な螺肋と褐色

斑列が特徴的。紀伊半島からフィリピン，ニュー
カレドニアの 50 m以深の砂礫底に生息する。今
回水深 118–130 mより死後間もない殻が 1個体採
集された。三重県初記録種。

Conasprella kimioi（Habe, 1965）レンガマキイモ（図
18-4）
本科としては小型で，レンガ壁に似た模様が特

徴的。伊豆半島から和歌山県，フィリピン，ニュー
カレドニアの 100 m以深の岩礫底に生息する。今
回水深 92–113 mより生貝が 1個体採集された。
三重県初記録種。

シャジク科
Bathytoma luehdorfi（Lischke, 1872）シャジク（図

18-6） 
本種は市販の図鑑類によく掲載される著名な大

型種である 80）などが，分布域は相模湾から九州（水
深 100–200 m砂泥底）と海産種としてはやや狭く，
大型種で目立つ存在であるが個体数は少なく，生
貝は非常に稀産である。本種には殻が細長く，殻
頂が尖り，彫刻が強い型（図 18-6a：St.15D）と
殻が太く丸みがあり，螺塔が低く，体層がよく膨
らむ型（図 18-6b：愛知県渥美半島沖水深 100–

150 m，底引き網，1998年採集）がある。この 2

型の分布域には差異はないので，同種の個体変異
とも考えられるが，中間型がないため性的 2型の
可能性もある。生貝試料数が少なく今後の検討課
題である。

コシボソクチキレツブ科
Nannodiella acricula (Hedley, 1922)（図 18-7） 
Clathromangelia coffea Kuroda and Oyama, 1971

チャイロコウシツブ（図 7-8）
前者は和名のない種で，1個体生貝が採集され

た。おそらく日本新記録種と思われる。後者は 1

個体死殻が採集された。共に三重県初記録種。

フデシャジク科
Daphnella mitrellaformis（Nomura, 1940）スイヒ
ツシャジク（図 18-10）
本種は本科としては大型でよく知られている種

である。中野・中 63）により，産地が紀北町以下
産地名不明で図示もない記録があるだけであり，
事実上今回が初めての三重県沿岸からの信頼でき
る産出報告といえる。

タケノコガイ科
Punctoterebra trismacaria（Melvill, 1917）イササヌ
ノメギリ（図 19-1）
勢水丸の調査では 2017年以前より志摩半島沖

の水深 30–100 mの砂礫底より稀に生貝が採集さ
れている。本種は外洋だけでなく伊勢湾湾口部，
熊野灘に面する小規模な湾の湾口部にまで分布す
る。タケノコガイ科貝類はゴカイなどの底生動物
を選択的に餌とする食性の種が多く，環境悪化の
影響を受けやすく，最初に減少傾向を示す種群で
あり，やや内湾寄りにまで分布する本種は絶滅危
惧種としても注目される。三重県初記録種。

クダマキガイ科
Cryptogemma cornea (Okutani, 1966) チャイロカド
クダマキ（図 18-11）
勢水丸の調査では 2017年以前より志摩半島沖

から尾鷲沖の熊野灘水深 500–1000 mの砂泥底よ
り生貝が採集されている。タイプ産地の相模湾水
深 1470–1500 m

81）と比較すると熊野灘での生息水
深は小さいが，原記載で図示された個体（4個体
採集されたうちの 1個体）と前述した熊野灘産の
個体及び今回採集された個体（図 7-11）の殻形態
はよく一致する。なお奥谷 67）で図示された標本は，
殻肩部の角張り，螺肋や彫刻が弱く，体層肩部か
ら水管までが膨らみ，別種の可能性がある。
本種は生息水深が大きく，底引き網漁では採集

されないためか，本報告が三重県初記録である。
今回採集された 5個体のうち 1個体は和名が示す
ような茶色（図 18-11b）ではなく淡い緑白色（図
18-11a）であった。

クルマガイ科
Discotectonica petasus（Tomlin, 1928）タビガサグ
ルマ（図 8-3）
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Granosolarium mirabile（Schepman, 1909）オドロ
ナワメグルマ（図 8-4）

Heliacus implexus（Mighels, 1845）クリイロナワ
メグルマ（図 8-5）

Spirolaxis rotulacatharinea（Melvill and Standen, 

1903）シカクウズマキグルマ（図 8-6）
上記の 4種が採集されたが，生貝（1個体）が

確認されたのはクリイロワメグルマだけであった。
その他の種は全て死殻で各 1個体が採集された。
クリイロナワメグルマ以外の 3種は三重県初記録
種，クリイロナワメグルマも生死不明の図示もな
い記録があるだけで，三重県沿岸産の図示を伴う
報告は初である。クリイロナワメグルマは，H. 

variegatus (Gmelin, 1791) ヒクナワメグルマなど近
似種が多いが，縫合と 2本の周辺肋との間の螺肋
が 4本あり最上部の 1本が一番強い特徴から明確
に識別できる 82）（図 19-5a）。軟体部は淡桃白色，
蓋は淡黄色で塔状に巻く（図 19-5b）。蓋は乾燥
すると著しく退縮する（図 19-5a中央）。

ヘコミツララガイ科
Pyrunculus pyriformis（A. Adams, 1850）ブドウノ

タネガイ（図 19-7）
勢水丸の調査では 2017年以前より志摩半島沖

から尾鷲沖の熊野灘水深 100–300 mの砂泥底より
死後間もない殻が採集されている。遠州灘から熊
野灘の水深 100–300 mで操業した底引き網漁屑中
よりもスナギンチャク類の核となった死殻が採集
されているが，生貝は確認されていない。三重県
初記録種。

今回の調査では，3台のドレッジ鉄枠が大きく
曲がり使用不可能となったが，全て網袋中の試料
は回収され，今まで採集されなかった希少種を含
めて多数の種が採集された。117種の軟体動物が
属，種までの同定がなされたが，そのうち死殻試
料のみが採集されたのは 31種であった（表 15）。
生貝もしくは比較的保存状態の良い死殻が得られ
たが，同定できなかった試料も少なからず存在す
る。これらの試料の同定は今後の課題とする。

棘皮動物門　ウニ綱（Echinoidea）　幸塚 久典　
（表 19）
本調査航海では，暫定的に 6目 12科 17種のウ

ニ類が確認され，そのうち 11種が同定された。
今回得られた種の多くは，すでに同海域で報告さ
れている種であった 14, 15）。しかしながら，小型の
個体や状態が悪い標本については種までの同定が
できない場合もあったため，追加標本の採集が望
まれる。種同定された 11種のうちクモガゼ
Aspidodiadema tonsum A. Agassiz, 1879以外の種は，
すでに相模湾から報告されている種であった 83）など。

棘皮動物門　ナマコ綱（Holothuroidea）　小川 

晟人（表 20）
本調査航海では， 5目 11科 20種のナマコ類が

確認された（表 20）。本調査航海では日本周辺か
ら初めて報告された種として，イモナマコ属の一
種Molpadia andamanensis（Walsh, 1891），ケハダナ
マコ属の一種 Thyone pohaiensis Liao, 1986の 2種が
確認された 84）。また，既知の日本産種の中でも，
熊野灘周辺海域で初めて生息が確認された種とし
て，鹿児島湾から知られるトゲイカリナマコ属の
一種 Protankyra kagoshimensis Ohshima, 1915，北海
道沿岸から知られるイチレツナマコ Chiridota 

uniserialis Fisher, 1907が確認された 85）。熊野灘海
域が日本沿岸の南方及び北方の双方に分布域をも
つ種が混ざり合って生息することで高い多様性を
包含している可能性が示唆された。本調査航海で
採集された標本の中には，体の一部を欠損した標
本や，未成熟の標本のみしか得られなかった種も
含まれており，正確な種同定のためは今後追加標
本の採集を含めた研究が必要と考えられる。
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要　約

三重大学練習船勢水丸の 2023年の研究航海で
実施した深海動物相調査について予備的な結果を
報告する。この調査には，多様な動物門の分類学
と生態学の研究者 13名が参加した。調査は三重
県熊野灘沖の水深 101–802mにおいて，ビームト
ロールとドレッジを用いて行われた。節足動物，
扁形動物，軟体動物，環形動物，棘皮動物，刺胞
動物，紐形動物を含むメガベントス，マクロベン
トス，メイオベントスの 12動物門が採集された。
各地点に出現した動物門の数は 3から 10動物門
であった。動物門において最も多様性の高かった
地点は St.16D（水深 99–105m，砂礫底）であった。
メイオベントスは，扁形動物，節足動物の他，動
吻動物，鰓曳動物，胴甲動物，線形動物，緩歩動
物が確認された。自由生活種に加え，八放サンゴ
に共生する腹足類や環形動物，十脚類に寄生また
は共生する等脚類や端脚類も採集された。本論文
では刺胞動物門八放サンゴ綱，扁形動物門多岐腸
目，紐形動物門，環形動物門多毛類，メイオベン
トス全般，節足動物門等脚目，口脚目，十脚目と
その寄生・共生甲殻類，軟体動物門，棘皮動物門
ウニ綱，ナマコ綱に関する概要および注目すべき
点を列記した。
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図 1. No. 2312航海における調査地点
数字は調査地点，D：ドレッジ，B：ベントスネット，等深線は水深（m）．
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図 2. No. 2312航海で採集された刺胞動物門八放サンゴ綱の一部
［1］Callogorgia sp.（St.2D），［2］Corallidae sp.（St.5D），［3］トゲウミサボテン（St.8B），
［4］Funiculina sp.（St.8B），［5］Radicipes sp.（St.10B），［6］Pseudumbellulidae sp.（St.11D），
［7］Distichoptilum sp.（St.12B），［8］Pennatula cf. phosphorea（St.12B），［9］Chrysogorgia 

sp.（St.16D）
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図 3. No. 2312航海で採集された刺胞動物門スナギンチャク目の一部
［1］Epizoanthus sp.（St.16D），［2］Epizoanthus sp.（St.16D），［3］Parazoanthus sp.（St.16D）

図 4. No. 2312航海で採集された扁形動物門多岐腸類の一部
［1］Acotylea sp.（St. 7B），［2］Prosthiostomidae sp. 1（St. 16D）．
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図 5. No. 2312航海で採集された紐形動物門の一部
［A］Monostilifera sp. 1（St. 2D），［B］Monostilifera sp. 1 （St. 2D），［C］Monostilifera 

sp. 4 （St. 9D），［D］Lineidae sp. 4 （St. 16D），［E］Oerstediidae sp. （St. 16D），［F］
Monostilifera sp. 5 （St. 16D），［G］Nipponnemertes sp. （St. 16D），［H］Nipponnemertes jambio 

（St. 16D）

図 6. No. 2312航海で採集された環形動物門多毛類の一部
［A］Amphictene sp.（St. 2D），［B］Polyodontes sp.（St. 3D），［C］Terebellidae sp. （St. 

14D），［D］Dorvillea sp.（St. 3D），［E］Endomyzostoma deformator（St. 5D），［F］八放サン
ゴに共生する Polynoidae sp.（St. 16D）
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図 7. No. 2312航海で採集された胴甲動物門の一部
［A］Rugiloricus sp.の成体（St. 8B），［B］Wataloricus sp.のヒギンズ幼生（St. 8B），［C］
Urnaloricus sp.のヒギンズ幼生（St. 7B）．

図 8. No. 2312航海で採集された節足動物門ウミナナフシ類の一部
［1］サンカクアシタラズウミナナフシ Deltanthura palpus（St. 4D），［2］サガミスナウミナ
ナフシ Cyathura sagamiensis（St. 6D），［3］タマゴハラナガウミナナフシ Kupellonura tamago

（St. 6D）．スケール 5 mm．
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図 9.  No. 2312航海で採集されたオヒロシャコ科の一種と思われるシャコ類（St.3D）
の右捕脚（第 2顎脚）

図 10. No. 2312航海で採集された十脚目甲殻類の一部
［1］スベスベオトヒメエビ属の一種 Odontozona sp.（St.13D），［2］Discias sp.（St.2D），［3］
ミツイボコブシ Toru trituberculatus（St.10B）
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図 11. No. 2312航海で採集された十脚目甲殻類の一部とその共生生物
［4］ヨコヤホンヤドカリ Propagurus obtusifrons（St.10B），［5］［4］の個体表面から採集された未同
定端脚類，縮尺不明，［6］ケスジヤドカリ Dardanus arrosor（St.7B），［7］［6］の個体表面から採
集されたトゲヨコエビ科の一種，［8］ビワガニ Lyreidus tridentatus, エビヤドリムシ科等脚類寄生
（St.9D），［9］メダカガニ Neogoneplax renoculis, エビヤドリムシ科等脚類寄生（St.15D）．

図 20. No. 2312航海で採集された軟体動物の一部
［1］タルガタハダカカメガイ（St.13D），［2］Halgerda sp.（St.12B）
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図 12. No. 2312航海で採集された軟体動物の一部
［1］ヒラソデガイ（St.16D），［2］ソウヨウミミエガイ（St.16D），［3］ワタゾコエガイ（St.9D），
［4］チョビヒゲミミエガイ（St.16D），［5］ヒヨクガイ（死殻；St.13D），［6］ワタゾコモ
シオ（St.16D），［7］ニッポンオトヒメゴコロ（St.12B），［8］ヒシオトヒメゴコロ（St.9D），
［9］ヒロカタビラガイ（St.16D），［10］リュウグウハゴロモ（St.6D），［11］ムツキウメ
ノハナ（St.3D），［12］アサヒザル（a:St.2D, b:St.16D），［13］ウンモザル（St.15D）
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図 13. No. 2312航海で採集された軟体動物の一部
［1］オヨギシタダミ（St.3D），［2］シロガネシタダミ（St.8D），［3］シロガネシタダミ近
似種（St.12B），［4］コシダカシタダミ（St.3D），［5］ハズレシタダミ（St.4D），［6］ノ
ムラヒメニナ（St.12B），［7］ウラウズカニモリ（St.12B），［8］コンボウカニモリ（死殻；
St.16D），［9］サガミオリイレシラタマ（St.10B），［10］キザミタマツメタ近似種（St.12B），
［11］トガリイトカケ（死殻；St.12B），［12］サガミイトカケ（死殻；St.6D），［13］カセ
イトカケ（死殻；St.16D）
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図 14. No. 2312航海で採集された軟体動物の一部
［1］シズクケボリ（St.6D），［2］ワカヤマキヌヅツミ（St.1D），［3］a: タマゴボラ（St.12B），
b:（死殻：遠州灘産），c: Oocorys leejungi（死殻：台湾産），d: ヘソアキタマゴボラ（台湾産）
［4］a, b:ヒラセウネボラ（St.16B），c, d: Gyrineum sp.（フィリピン産），［5］ビロードゴ
ロモ（死殻；St.16D），［6］コトクサバイ（St.16D），［7］ダテトクサバイ（死殻；
St.16D）
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図 15. No. 2312航海で採集された軟体動物の一部
［1］マルネジヌキヨフバイ（和名新称） a:殻，b:殻頂部（死殻；St.16D），［2］ネジヌキ
ヨフバイ（和名新称） a:殻，b:殻頂部（フィリピン産），［3］オオハナムシロ（St.2D），［4］
シコロムシロ（死殻；St.16D）
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図 16. No. 2312航海で採集された軟体動物の一部
［1］チビマルムシロ a:殻，b:殻頂部（死殻；St. 6D），［2］ワタゾコムシロ a:殻，b:殻頂
部，c:蓋（St.12B），［3］ハベワタゾコムシロ（和名新称）a:殻，b:殻頂部，c:蓋（St.12B），
d:殻（遠州灘産）
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図 17. No. 2312航海で採集された軟体動物の一部
［1］トクガワヒメヨウラク（死殻；St.16D），［2］オトヒメサンゴヤドリ（St.16D），［3］
チジワサンゴヤドリ（St.16D），［4］アミメツクシ（St.16D），［5］アラタエフデ（死殻；
St.16D），［6］ワダツミイトマキフデ（St.3B），［7］ウラシマボタル（死殻；St.16D），［8］
a:ウスイロスジボラ（死殻；St.16D）， b:（死殻：大王崎沖産），［9］a:スジボラ（館山市
沖産）， b:（死殻：沼津市沖産）
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図 18. No. 2312航海で採集された軟体動物の一部
［1］ニシキヒタチオビ（St.8B），［2］ヒナヒタチオビ（St.12B），［3］ミウライモ（死殻；
St.16D），［4］レンガマキイモ（St.16D），［5］ユメイモ（死殻；St.15D），［6］a:シャジ
ク（死殻；St.15D），b:（遠州灘産）［7］Nannodiella acricula（St.3D），［8］チャイロコウ
シツブ（死殻；St.16D），［9］オトヒメコトツブ（St.3D），［10］スイヒツシャジク（死殻；
St.16D），［11］チャイロカドクダマキ（St.12B）
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図 19. No. 2312航海で採集された軟体動物の一部
［1］イササヌノメギリ（St.16D），［2］フトギリ（St.13D），［3］タビガサグルマ（死殻；
St.16D），［4］オドロナワメグルマ（死殻；St.3D），［5］クリイロナワメグルマ a:殻，b:

軟体部（St.16D），［6］シカクウズマキグルマ（死殻；St.6D），［7］ブドウノタネガイ（死
殻；St.6D）
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表 3．No. 2312航海で確認された刺胞動物門八放サンゴ綱リスト（同定者　櫛田 優花）

目 科 種 和名 採集地点 備考
Scleralcyonacea Primnoidae Primnoidae sp. オオキンヤギ科の一種 St. 1D

Scleralcyonacea Primnoidae Callogorgia sp. ウミヒバ属の一種 St. 2D 図 2－ 1

Scleralcyonacea Chrysogorgiidae Chrysogorgiidae sp. キンヤギ科の一種 St.4D

Scleralcyonacea Chrysogorgiidae Chrysogorgia sp. キンヤギ属の一種 St.4D

Scleralcyonacea - Pennatuloidea sp. ウミエラ上科の一種 St.4D 群体損傷

Scleralcyonacea Corallidae sp. Corallidae sp. サンゴ科の一種 St. 5D
図 2－ 2, McFadden et al. (2022)
以前では Paragorgiidae sp.

Scleralcyonacea Primnoidae Plumarella sp. ウミハネウチワ属の一種 St. 5D

Scleralcyonacea Primnoidae Primnoidae sp. オオキンヤギ科の一種 St. 5D

Scleralcyonacea Chrysogorgiidae Chrysogorgiidae sp. キンヤギ科の一種 St. 5D

Scleralcyonacea Chrysogorgiidae Chrysogorgia sp. キンヤギ属の一種 St. 5D

Malacalcyonacea - Malacalcyonacea spp. 軟八放サンゴ目の複数種 St. 5D

Scleralcyonacea Funiculinidae Funiculina sp. ムチウミサボテン属の一種 St. 6D

Malacalcyonacea - Malacalcyonacea sp. 軟八放サンゴ目の一種 St. 6D

Scleralcyonacea Echinoptilidae Echinoptilum macintoshi トゲウミサボテン St. 7B

Scleralcyonacea Funiculinidae Funiculina sp. ムチウミサボテン属の一種 St. 7B

Malacalcyonacea - Malacalcyonacea sp. 軟八放サンゴ目の一種 St. 7B

Scleralcyonacea Pennatulidae Pennatula fimbriata フトウミエラ St. 8B

Scleralcyonacea Pennatulidae Pennatula sp. ウミエラ属の一種 St. 8B

Scleralcyonacea Funiculinidae Funiculina sp. ムチウミサボテン属の一種 St. 8B

Scleralcyonacea Echinoptilidae Echinoptilum macintoshi トゲウミサボテン St. 8B 図 2－ 3

Scleralcyonacea Chrysogorgiidae Radicipes sp. デンセンヤギ属の一種 St. 10B 図 2－ 5

Scleralcyonacea Pennatulidae Pennatula fimbriata フトウミエラ St. 10B

Scleralcyonacea Pseudumbellulidae Pseudumbellulidae sp. Pseudumbellulidaeの一種 St. 11D 図 2－ 6

Scleralcyonacea Pennatulidae Pennatula cf. phosphorea ヒカリウミエラの近似種 St. 12B 図 2－ 8

Scleralcyonacea Protoptilidae Distichoptilum sp. Distichoptilumの一種 St. 12B 図 2－ 7

Scleralcyonacea Protoptilidae Distichoptilum sp. Distichoptilumの一種 St.13D

Scleralcyonacea - Scleralcyonacea spp. 硬八放サンゴ目の複数種 St.13D

Malacalcyonacea - Malacalcyonacea spp. 軟八放サンゴ目の複数種 St.13D

Scleralcyonacea Pennatulidae Pennatula fimbriata フトウミエラ St. 16D

Scleralcyonacea Chrysogorgiidae Chrysogorgia sp. キンヤギ属の一種 St. 16D 図 2－ 9

Scleralcyonacea - Scleralcyonacea spp. 硬八放サンゴ目の複数種 St. 16D

Malacalcyonacea - Malacalcyonacea spp. 軟八放サンゴ目の複数種 St. 16D

表 5．No.2312航海で確認された扁形動物門多岐腸目リスト（同定者　露木 葵唯）

亜目 科 種 和名 採集地点 備考
Cotylea Prosthiostomidae Prosthiostomidae sp. 1 ホソヒラムシ科の一種 1 St. 2D 未成熟個体
Cotylea Prosthiostomidae Prosthiostomidae sp. 2 ホソヒラムシ科の一種 2 St. 2D 破損個体

Acotylea - - 無吸盤亜目の一種 1 St. 7B
図 4－ 1, 未成熟個体 ,
沈木より回収

Acotylea Euplanidae Taenioplana sp. タエニオプラナ属の一種 St. 7B 沈木より回収
Cotylea Prosthiostomidae Prosthiostomidae sp. 1 ホソヒラムシ科の一種 1 St. 16D 図 4－ 2

Acotylea - - 無吸盤亜目の一種 2 St. 16D 未成熟個体

表 4．No. 2312航海で確認された刺胞動物門スナギンチャク目リスト（同定者　喜瀬 浩輝）

目 科 種 和名 採集地点 備考
Zoantharia Epizoanthidae Epizoanthus sp. ヤドリスナギンチャク属の一種 St. 16D 図 3－ 1

Zoantharia Epizoanthidae Epizoanthus sp. ヤドリスナギンチャク属の一種 St. 16D 図 3－ 2

Zoantharia Parazoanthidae Parazoanthus sp. センナリスナギンチャク属の一種 St. 16D 図 3－ 3
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表 6．No. 2312航海で確認された紐形動物（同定者　波々伯部 夏美）

科 種 和名 採集地点 備考
Unidenitified Monostilifera sp. 1 単針目の一種 St. 2D 図 5－ A, B

Unidenitified Monostilifera sp. 2 単針目の一種 St. 2D

Unidenitified Palaeonemertea sp. 1 古紐虫綱の一種 St. 3D

Lineidae Lineidae sp. 1 リネウス科の一種 St. 3D

Lineidae Lineidae sp. 2 リネウス科の一種 St. 4D

Unidenitified Palaeonemertea sp. 2 古紐虫綱の一種 St. 5D

Unidenitified Palaeonemertea sp. 3 古紐虫綱の一種 St. 5D

Unidenitified Monostilifera sp. 3 単針目の一種 St. 5D

Hubrechtellidae Hubrechtella sp. イイジマヒモムシ属の一種 St. 6D

Lineidae Lineidae sp. 3 リネウス科の一種 St. 6D

Unidenitified Monostilifera sp. 4 単針目の一種 St. 9D 図 5－ C

Lineidae Lineidae sp. 4 リネウス科の一種 St. 16D 図 5－ D

Oerstediidae Oerstediidae sp. ボタンヒモムシ科の一種 St. 16D 図 5－ E

Tetrastemmatidae Tetrastemma sp. テトラステマ属の一種 St. 16D

Unidenitified Monostilifera sp. 5 単針目の一種 St. 16D 図 5－ F

Cratenemertidae Nipponnemertes sp. ニッポンネメルテス属の一種 St. 16D 図 5－ G

Cratenemertidae Nipponnemertes jambio ジャンビオオメンヒモムシ St. 16D 図 5－ H

Lineidae Lineidae sp. 5 リネウス科の一種 St. 12B

Lineidae Lineidae sp. 6 リネウス科の一種 St. 12B

Valenciniidae Cephalomastax sp. セファロマスタクス属の一種 St. 12B

表 7．No. 2312航海で確認された環形動物門リスト（同定者　下岡 敏士・自見 直人）

科 種 和名 採集地点 備考
Eunicidae Eunice fauchaldi フォーカルトイソメ St.2D

Eunicidae Lysidice sp. Lysidice属の一種 St.2D

Nephtyidae Nephtys sp. Nephtys属の一種 St.2D

Oenonidae Oenone sp. Oenone属の一種 St.2D

Lumbrineridae Eranno sp. Eranno属の一種 St.2D

Terebellidae Nicolea sp. Nicolea属の一種 St.2D

Syllidae - シリス科の一種 St.2D

Orbiniidae Leitoscoloplos sp. Leitoscoloplos属の一種 St.2D

Spionidae - スピオ科の一種 St.2D

Chrysopetalidae - タンザクゴカイ科の一種 St.2D

Pectinariidae Amphictene sp. Amphictene属の一種 St.2D 図 6－ A

Acoetidae Polyodontes sp. Polyodontes属の一種 St.3D 図 6－ B

Dorvilleidae Dorvillea sp. Dorvillea属の一種 St.3D 図 6－ D

Sigalionidae Sigalion sp. Sigalion属の一種 St.3D

Nephtyidae Nephtys sp. Nephtys属の一種 St.3D

Nephtyidae Aglaophamus sp. Aglaophamus属の一種 St.3D

Glyceridae Glycera sp. Glycera属の一種 St.3D

Goniadidae - ニカイチロリ科の一種 St.3D

Pectinariidae Amphictene sp. Amphictene属の一種 St.3D

Onuphidae Onuphis iriei イリエイソメ St.3D

Spionidae - スピオ科の一種 St.3D

Poecilochaetidae Poecilochaetus granulatus コブトックリゴカイ St.3D

Eunicidae Paucibranchia sp. Paucibranchia属の一種 St.3D

Serpulidae Ditrupa gracillima ツノガイダマシ St.3D

Phyllodocidae Phyllodoce sp. Phyllodoce属の一種 St.3D

Opheliidae Ophelia sp. Ophelia属の一種 St.3D

Sigalionidae - ノラリウロコムシ科の一種 St.3D

Glyceridae Glycera sp. Glycera属の一種 St.4D

Nereididae Nereis sp. Nereis属の一種 St.4D

Lumbrineridae Scoletoma sp. Scoletoma属の一種 St.4D

Dorvilleidae Schistomeringos sp. Schistomeringos属の一種 St.4D

Eunicidae Eunice sp. Eunice属の一種 St.4D

Syllidae - シリス科の一種 St.4D

Sabellariidae Lygdamis sp. Lygdamis属の一種 St.4D

Euphrosinidae - ケハダウミケムシ科の一種 St.4D
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科 種 和名 採集地点 備考
Poecilochaetidae Poecilochaetus sp. Poecilochaetus属の一種 St.4D

Nereididae Nicon cf. moniloceras ゴマフゴカイ？ St.4D 感触手が欠損
Phyllodocidae - サシバゴカイ科の一種 St.4D

Orbiniidae - ホコサキゴカイ科の一種 St.4D

Syllidae - シリス科の一種 St.4D

Onuphidae Hyalinoecia sp. Hyalinoecia属の一種 St.4D

Phyllodocidae Eumida sp. Eumida属の一種 St.4D

Eunicidae Paucibranchia sp. Paucibranchia属の一種 St.5D

Terebellidae Thelepus sp. Thelepus属の一種 St.5D

Cirratulidae - ミズヒキゴカイ科の一種 St.5D

Sabellidae - ケヤリムシ科の一種 St.5D

Glyceridae Glycera sp. Glycera属の一種 St.5D

Maldanidae - タケフシゴカイ科の一種 St.5D

Iphioniidae Iphione sp. Iphione属の一種 St.5D

Eunicidae Eunice sp. Eunice属の一種 St.5D

Eunicidae Eunice fauchaldi フォーカルトイソメ St.5D

Amphinomidae Chloeia sp. Chloeia属の一種 St.5D

Endomyzostomidae Endomyzostoma deformator Endomyzostoma属の一種 St.5D 図 6－ E

Eunicidae Eunice sp. Eunice属の一種 St.6D

Nereididae Nicon sp. Nicon属の一種 St.6D

Sigalionidae - ノラリウロコムシ科の一種 St.6D

Spionidae Spiophanes sp. Spiophanes属の一種 St.6D

Terebellidae - フサゴカイ科の一種 St.6D

Poecilochaetidae Poecilochaetus sp. Poecilochaetus属の一種 St.6D

Onuphidae Onuphis sp. Onuphis属の一種 St.6D

Capitellidae - イトゴカイ科の一種 St.6D

Lumbrineridae Lumbrineris sp. Lumbrineris属の一種 St.6D

Terebellidae Loimia sp. Loimia属の一種 St.6D

Terebellidae - フサゴカイ科の一種 St.6D

Sternaspidae Sternaspis sp. Sternaspis属の一種 St.6D

Amphinomidae Chloeia sp. Chloeia属の一種 St.7B

Sigalionidae Sigalion sp. Sigalion属の一種 St. 8B

Sphaerodoridae Sphaeropsis sp. Sphaeropsis属の一種 St. 8B

Onuphidae Hyalinoecia sp. Hyalinoecia属の一種 St. 8B

Lumbrineridae Scoletoma sp. Scoletoma属の一種 St.9D

Paralacydoniidae Paralacydonia sp. Paralacydonia属の一種 St.9D

Onuphidae Nothria sp. Nothria属の一種 St.9D

Goniadidae Goniada sp. Goniada属の一種 St.9D

Maldanidae タケフシゴカイ科の一種 St.9D

Sternaspidae Sternaspis sp. Sternaspis属の一種 St.9D

Lumbrineridae Lumbrineris sp. Lumbrineris属の一種 St.9D

Flabelligeridae Diplocirrus seisuiae セイスイコンボウハボウキ St.9D

Onuphidae Anchinothria cirrobranchiata クシエライソメ St.10B

Ampharetidae - カザリゴカイ科の一種 St.10B

Phyllodocidae - ウキゴカイ族の一種 St.10B

Nereididae Nereis sp. Nereis属の一種 St.12B

Polynoidae - ウロコムシ科の一種 St.12B

Amphinomidae Chloeia sp. Chloeia属の一種 St.12B

Trichobranchidae Terebellides sp. Terebellides属の一種 St.12B

Terebellidae - フサゴカイ科の一種 St.12B

Cirratulidae Chaetozone sp. Chaetozone属の一種 St.12B

Onuphidae Hyalinoecia cf. abranchiata エラナシイソメ？ St.12B

Pectinariidae - ウミイサゴムシ科の一種 St.12B

Goniadidae - ニカイチロリ科の一種 St.12B

Oenonidae Oenone sp. Oenone属の一種 St.12B

Syllidae - シリス科の一種 St.12B

Ampharetidae - カザリゴカイ科の一種 St.12B

Orbiniidae - ホコサキゴカイ科の一種 St.12B

Onuphidae - ナナテイソメ科の一種 St.12B

Fauveliopsidae Fauveliopsis sp. Fauveliopsis属の一種 St.12B

Terebellidae Lysilla sp. Lysilla属の一種 St.12B

Amphinomidae Benthoscolex seisuiae セイスイミツオネウミケムシ St.12B 肉冠が未発達の小型個体
Aphroditidae Aphrodita goolmarris クリゲコガネウロコムシ St.12B

Aphroditidae Aphrodita sp. Aphrodita属の一種 St.12B



木村　妙子ら46

科 種 和名 採集地点 備考
Aphroditidae Laetmonice japonica ニホンウロコムシ St.12B

Sigalionidae Neopsammolyce sp. Neopsammolyce属の一種 St.13D

Terebellidae Loimia sp. Loimia属の一種 St.13D

Eunicidae Leodice sp. Leodice属の一種 St.13D

Onuphidae Onuphis sp. Onuphis属の一種 St.13D

Eunicidae Eunice sp. Eunice属の一種 St.13D

Phyllodocidae Eumida sp. Eumida属の一種 St.13D

Terebellidae - フサゴカイ科の一種 St.13D

Phyllodocidae Phyllodoce sp. Phyllodoce属の一種 St.13D

Chaetoptelidae Spiochaetopterus sp. Spiochaetopterus属の一種 St.14D

Oenonidae Arabella sp. Arabella属の一種 St.14D

Terebellidae - フサゴカイ科の一種 St.14D 図 6－ C

Sigalionidae Neopsammolyce sp. Neopsammolyce属の一種 St.15D

Nephtyidae Aglaophamus sp. Aglaophamus属の一種 St.15D

Terebellidae Loimia sp. Loimia属の一種 St.15D

Oenonidae Drilonereis sp. Drilonereis属の一種 St.15D

Onuphidae Onuphis iriei イリエイソメ St.15D

Paralacydoniidae Paralacydonia sp. Paralacydonia属の一種 St.15D

Onuphidae Onuphis sp. Onuphis属の一種 St.15D

Terebellidae - フサゴカイ科の一種 St.16D

Amphinomidae Pherecardites kohtsukai コウツカエラウミケムシ St.16D

Terebellidae Thelepus sp. Thelepus属の一種 St.16D

Nephtyidae Aglaophamus sp. Aglaophamus属の一種 St.16D

Glyceridae Glycera sp. Glycera属の一種 St.16D

Sabellidae - ケヤリムシ科の一種 St.16D

Nereididae - ゴカイ科の一種 St.16D

Eunicidae Leodice sp. Leodice属の一種 St.16D

Eunicidae Eunice sp. Eunice属の一種 St.16D

Onuphidae Nothria sp. Nothria属の一種 St.16D

Phyllodocidae - サシバゴカイ科の一種 St.16D

Capitellidae - イトゴカイ科の一種 St.16D

Nereididae Nicon moniloceras ゴマフゴカイ St.16D

Syllidae Trypanosyllis sp. Trypanosyllis属の一種 St.16D

Syllidae - シリス科の一種 St.16D

Terebellidae Lysilla sp. Lysilla属の一種 St.16D

Oenonidae Drilonereis sp. Drilonereis属の一種 St.16D

Lumbrineridae Eranno sp. Eranno属の一種 St.16D

Onuphidae Paradiopatra sp. Paradiopatra属の一種 St.16D

Ampharetidae - カザリゴカイ科の一種 St.16D

Paralacydoniidae Paralacydonia sp. Paralacydonia属の一種 St.16D

Eunicidae Paucibranchia sp. Paucibranchia属の一種 St.16D

Onuphidae Onuphis sp. Onuphis属の一種 St.16D

Serpulidae - カンザシゴカイ科の一種 St.16D

Goniadidae - ニカイチロリ科の一種 St.16D

Pilargidae Synelmis sp. Synelmis属の一種 St.16D

Hesionidae Leocratides kimuraorum キムラハナカゴオトヒメゴカイ St.16D

Phyllodocidae Phyllodoce sp. Phyllodoce属の一種 St.16D

Amphinomidae Chloeia sp. Chloeia属の一種 St.16D

Aphroditidae Hermionopsis sp. Hermionopsis属の一種 St.16D

Polynoidae - ウロコムシ科の一種 St.16D 図 6－ F

Sigalionidae - ノラリウロコムシ科の一種 St.16D

Scalibregmatidae Scalibregma sp. Scalibregma属の一種 St.16D

Chrysopetalidae Bhawania sp. Bhawania属の一種 St.16D

Nereididae Hediste diadroma ヤマトカワゴカイ 伊勢湾 停泊中 34.6271405N
136.574177E 生殖型

Nereididae Nectoneanthes oxypoda オウギゴカイ 伊勢湾 停泊中 34.6271405N
136.574177E 生殖型
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表 9．No.2312で確認された節足動物門鋏角亜門皆脚目リスト（同定者　松下 拓輝）

表 10．No.2312航海で確認された節足動物門甲殻亜門等脚目リスト（同定者　白木 祥貴）

目 科 種 和名 採集地点 備考
Pantopoda Nymphonidae Nymphonidae sp. ユメムシ科の一種 St. 4D

Pantopoda Phoxichilidiidae Phoxichilidiidae sp. ホソウミグモ科の一種 St. 4D ♂
Pantopoda Ammotheidae Ammotheidae sp. イソウミグモ科の一種 St. 4D

Pantopoda Colossendeidae Colossendeidae sp. オオウミグモ科の一種 St. 4D

Pantopoda Ascorhynchidae Ascorhynchidae sp. トックリウミグモ科の一種 St. 4D

Pantopoda Nymphonidae Nymphonidae sp. ユメムシ科の一種 St. 5D

Pantopoda Phoxichilidiidae Phoxichilidiidae sp. ホソウミグモ科の一種 St. 5D ♀
Pantopoda Nymphonidae Nymphonidae sp. ユメムシ科の一種 St. 5D

Pantopoda Pycnogonidae Pycnogonidae sp. ヨロイウミグモ科の一種 St. 6D

Pantopoda Pycnogonidae Pycnogonidae sp. ヨロイウミグモ科の一種 St. 8B

Pantopoda Nymphonidae Nymphonidae sp. ユメムシ科の一種 St.10B

Pantopoda Nymphonidae Nymphonidae sp. ユメムシ科の一種 St. 12B

Pantopoda Colossendeidae Colossendeidae sp. オオウミグモ科の一種 St. 12B

Pantopoda Phoxichilidiidae Phoxichilidiidae sp. ホソウミグモ科の一種 St. 16D ♂

亜目 科 種 和名 採集地点 備考
Cymothoida Anthuridae Anthuridae sp. スナウミナナフシ科の一種 St. 2D

Asellota Asellota spp. ミズムシ亜目の複数種 St. 3D

Cymothoida Gnathiidae Gnathiidae sp. ウミクワガタ科の一種 St. 3D

Asellota Asellota sp. ミズムシ亜目の一種 St. 4D

Cymothoida Paranthuridae Deltanthura palpus サンカクアシタラズウミナナフシ St. 4D 図 8－ 1

Cymothoida Cymothooidea sp. ウオノエ上科の一種 St. 4D

Valvifera Valvifera spp. ヘラムシ亜目の複数種 St. 4D

Asellota Asellota spp. ミズムシ亜目の複数種 St. 5D

Cymothoida Paranthuridae Deltanthura palpus サンカクアシタラズウミナナフシ St. 5D

Cymothoida Paranthuridae Paranthuridae sp. ウミナナフシ科の一種 St. 5D

Cymothoida Cymothooidea sp. ウオノエ上科の一種 St. 5D

Cymothoida Anthuridae Cyathura sagamiensis サガミスナウミナナフシ St. 6D 図 8－ 2

Cymothoida Hyssuridae Kupellonura tamago タマゴハラナガウミナナフシ St. 6D 図 8－ 3

Asellota Asellota spp. ミズムシ亜目の複数種 St. 7B

Cymothoida Gnathiidae Gnathiidae sp. ウミクワガタ科の一種 St. 7B 幼生
Epicaridea Epicaridea sp. ヤドリムシ亜目の一種 St. 7B クリプトニスクス幼生
Asellota Asellota sp. ミズムシ亜目の一種 St. 8B

Cymothoida Gnathiidae Gnathiidae sp. ウミクワガタ科の一種 St. 8B 幼生
Epicaridea Epicaridea sp. ヤドリムシ亜目の一種 St. 8B クリプトニスクス幼生
Valvifera Valvifera sp. ヘラムシ亜目の一種 St. 8B

Cymothoida Cymothooidea sp. ウオノエ上科の一種 St. 9D

Cymothoida Anthuridae Anthuridae spp. スナウミナナフシ科の複数種 St. 12B

Cymothoida Hyssuridae Kupellonura tamago タマゴハラナガウミナナフシ St. 12B

Valvifera Valvifera sp. ヘラムシ亜目の一種 St. 12B

Asellota Asellota sp. ミズムシ亜目の一種 St. 16D

Cymothoida Anthuridae Anthuridae spp. スナウミナナフシ科の複数種 St. 16D

Cymothoida Anthuroidea sp. ウミナナフシ上科の一種 St. 16D

Cymothoida Hyssuridae Hyssuridae sp. ハラナガウミナナフシ科の一種 St. 16D

Cymothoida Cymothooidea sp. ウオノエ上科の一種 St. 16D

Cymothoida Gnathiidae Gnathiidae sp. ウミクワガタ科の一種 St. 16D
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亜目 上科 科 学名 和名 採集地点
Apseudomorpha Apseudoidea Apseudidae - Apseudidaeの一種 St. 2D

Apseudomorpha Apseudoidea Sphyrapodidae Pseudosphyrapus cf. quintolongus St. 3D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Akanthophoreidae Chauliopleona sp. Chauliopleonaの一種 St. 3D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Leptocheliidae Chondrochelia sublitoralis ツツソデタナイス St. 3D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Leptocheliidae Mesotanais sp. Mesotanaisの一種 St. 3D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Tanaellidae Tanaella sp. Tanaellaの一種 St. 3D

Tanaidomorpha Paratanaoidea - - Paratanaoideaの複数種 St. 3D

Apseudomorpha Apseudoidea Apseudidae - Apseudidaeの一種 St. 4D

Apseudomorpha Apseudoidea Sphyrapodidae Pseudosphyrapus cf. quintolongus 和名なし St. 4D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Typhlotanaidae - クラヤミタナイス科の一種 St. 4D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Pseudotanaidae - Pseudotanaidaeの一種 St. 4D

Tanaidomorpha Paratanaoidea - - Paratanaoideaの一種 St. 4D

Apseudomorpha Apseudoidea Apseudidae - Apseudidaeの一種 St. 5D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Agathotanaidae Agathotanais sp. クビレタナイス属の一種 St. 5D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Akanthophoreidae Chauliopleona sp. Chauliopleonaの一種 St. 5D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Pseudotanaidae - Pseudotanaidaeの一種 St. 7B

Tanaidomorpha Paratanaoidea Tanaellidae Araphura sp. Araphuraの一種 St. 7B

Tanaidomorpha Paratanaoidea Leptocheliidae - ホソツメタナイス科の一種 St. 8B

Tanaidomorpha Paratanaoidea Typhlotanaidae - クラヤミタナイス科の一種 St. 8B

Tanaidomorpha Paratanaoidea Agathotanaidae Paranarthrura sp. Paranarthruraの一種 St. 9D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Agathotanaidae Paragathotanais sp. Paragathotanaisの一種 St. 10B

Tanaidomorpha Paratanaoidea Agathotanaidae Paranarthrura sp. Paranarthruraの一種 St. 10B

Tanaidomorpha Paratanaoidea - - Paratanaoideaの一種 St. 10B

Tanaidomorpha Paratanaoidea Akanthophoreidae Parakanthophoreus (?) sp. Parakanthophoreus (?) の一種 St. 12B

Tanaidomorpha Paratanaoidea Pseudotanaidae - Pseudotanaidaeの一種 St. 12B

Tanaidomorpha Paratanaoidea Tanaopsidae Tanaopsis sp. Tanaopsisの一種 St. 12B

Tanaidomorpha Paratanaoidea - - Paratanaoideaの一種 St. 12B

Apseudomorpha Apseudoidea Apseudidae - Apseudidaeの一種 St. 16D

Apseudomorpha Apseudoidea Parapseudidae - Parapseudidaeの一種 St. 16D

Apseudomorpha Apseudoidea Sphyrapodidae Pseudosphyrapus cf. quintolongus 和名なし St. 16D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Leptocheliidae Chondrochelia sublitoralis ツツソデタナイス St. 16D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Leptocheliidae Mesotanais sp. Mesotanaisの一種 St. 16D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Leptocheliidae - ホソツメタナイス科の複数種 St. 16D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Leptognathiidae Leptognathia sp. Leptognathiaの一種 St. 16D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Paratanaidae - Paratanaidaeの一種 St. 16D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Pseudotanaidae - Pseudotanaidaeの一種 St. 16D

Tanaidomorpha Paratanaoidea Typhlotanaidae - クラヤミタナイス科の一種 St. 16D

Tanaidomorpha Paratanaoidea - - Paratanaoideaの複数種 St. 16D

種 和名 採集地点
Amphipoda spp. 端脚目の複数種 St. 2D

Amphipoda spp. 端脚目の複数種 St. 3D

Amphipoda spp. 端脚目の複数種 St. 4D

Amphipoda spp. 端脚目の複数種 St. 5D

Amphipoda spp. 端脚目の複数種 St. 6D

Amphipoda spp. 端脚目の複数種 St. 7B

Amphipoda spp. 端脚目の複数種 St. 8B

Amphipoda spp. 端脚目の複数種 St. 9D

Amphipoda sp. 端脚目の一種 St. 10B

Amphipoda spp. 端脚目の複数種 St. 12B

Amphipoda spp. 端脚目の複数種 St. 16D

種 和名 採集地点
Cumacea sp. クーマ目の一種 St. 2D

Cumacea spp. クーマ目の複数種 St. 3D

Cumacea sp. クーマ目の一種 St. 4D

Cumacea sp. クーマ目の一種 St. 5D

Cumacea spp. クーマ目の複数種 St. 7B

Cumacea spp. クーマ目の複数種 St. 8B

Cumacea spp. クーマ目の複数種 St. 10B

Cumacea spp. クーマ目の複数種 St. 12B

Cumacea sp. クーマ目の一種 St. 16D

表 11．No.2312航海で確認された節足動物門甲殻亜門タナイス目リスト（同定者　角井 敬知）

表 12． No.2312航海で確認された節足動物門甲殻亜
門端脚目リスト（同定者　白木 祥貴）

表 13． No.2312航海で確認された節足動物門甲殻亜
門クーマ目リスト（同定者　白木 祥貴）
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Abstract

In the course of taxonomical re-examination of Japanese Elsinoë species, the proposed taxonomical 

treatments were revised. An epitype was redesignated and the identifiers for names were renumbered 

according to the International Code of Nomenclature for algae, fungi, and plants.  

Key Words: Elsinoë, epitypification, nomenclature, taxonomical treatment

From results of taxonomical studies based on Japanese herbarium specimens by Ujat et al., 2023
1)
, 

five new combinations of Elsinoë species were proposed, including E. catalpae, E. japonica, E. paederiae, E. 

peucedani, and E. zelkovae. However, those taxonomical treatments of new combinations were “invalid” 
accordingly because the species were re-described without a taxonomical identifier issued by an approved 

repository (International Code of Nomenclature for algae, fungi, and plants (Shenzhen Code)
2)
 Art. F.5.1). 

Additionally, the designation of epitype of Sphaceloma akebiae was conducted without citing the identifier in 

the protologue, which is not Code compliant (Art F.5.4). In this article, they are validated herein.

Elsinoë akebiae (Kuros. & Katsuki) A.H. Ujat & C. Nakash.

≡ Sphaceloma akebiae Kuros. & Katsuki

Description: See Ujat et al., 2023. 

Holotype: TNS-F-99470

Epitype (designed here): TSU-MUMH 11977 (MBT 10018282)

Elsinoë catalpae (Kuros. & Katsuki) A.H. Ujat & C. Nakash., comb. nov. Mycobank MB852417

≡ Sphaceloma catalpa Kuros. & Katsuki, Bot. Mag. (Tokyo) 69: 316, 1956.

≡ Elsinoë catalpae (Kuros. & Katsuki) A.H. Ujat & C. Nakash., Mycobiology 51: 134, 2023, nom. inval. (Art 

F.5.1)

Elsinoë japonica (Kuros. & Katsuki) A.H. Ujat & C. Nakash., comb. nov. Mycobank MB852418

≡ Sphaceloma japonicum Kuros. & Katsuki, Bot. Mag. (Tokyo) 70: 132, 1956

≡ Elsinoë japonicum (Kuros. & Katsuki) A.H. Ujat & C. Nakash., Mycobiology 51: 135, 2023, nom. inval. 

(Art F.5.1)

2024年 7月 23日受理
　＊ For correspondence（adelia.anysia.hedy@gmail.com）
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Elsinoë paederiae (Kuros. & Katsuki) A.H. Ujat & C. Nakash., comb. nov. Mycobank# MB852419

≡ Sphaceloma paederiae Kuros. & Katsuki, Ann. Phytopathol. Soc. Jpn. 21: 15, 1956

≡ Elsinoë paederiae (Kuros. & Katsuki) A.H. Ujat & C. Nakash., Mycobiology 51: 135, 2023, nom. inval. (Art 

F.5.1)

Elsinoë peucedani (Kuros. & Katsuki) A.H. Ujat & C. Nakash., comb. nov. Mycobank MB852420

≡ Sphaceloma peucedani Kuros. & Katsuki, Bot. Mag. (Tokyo) 70: 132, 1956

≡ Elsinoë peucedani (Kuros. & Katsuki) A.H. Ujat & C. Nakash., Mycobiology 51: 135, 2023, nom. inval. 

(Art F.5.1)

Elsinoe zelkovae (Kuros. & Katsuki) A.H. Ujat & C. Nakash., comb. nov. Mycobank# MB52421

≡ Sphaceloma zelkovae Kuros. & Katsuki, Bot. Mag. (Tokyo) 69: 318, 1956

≡ Elsinoë zelkovae (Kuros. & Katsuki) A.H. Ujat & C. Nakash., Mycobiology 51: 135, 2023, nom. inval. (Art 

F.5.1)
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数種日本産 Elsinoë 属菌のエピタイプ再指定と識別子の再付与

Anysia Hedy UJAT，小野　剛，服部友香子，中島　千晴

要　　旨

日本産 Elsinoë属菌の分類学再検討の過程において命名法上の処理が行われた数種についてエピタイプの再
指定及び識別子の再付与を行った。

Key Words: Elsinoë，エピタイプ，命名法，分類学上の処理



三重大学大学院生物資源学研究科紀要
第 50号：63～ 90

令和 6年 12月

2023年度博士学位論文
Doctor Theses in the 2023 Academic Year

(April 2023 - March 2024)

博士（学術）学位論文　11名

課程修了による博士学位

要　旨
都市化や工業化による建築環境の増加に伴い，

軟弱地盤におけるインフラ整備の需要が高まって
いる。粘性土は，弱いせん断強度と高い圧縮性を
持つことから，土木技術者や地盤工学技術者が土
木構造物を建設する際に多くの課題を引き起こし
ている。粘性土の不安定性は粘土含有量が高いた
めであり，水分含有量の変化にさらされると収縮
または膨張する傾向がある。このような地盤の上
に建物を建てると，基礎，堤防，舗装に重大な損
傷を与える可能性があり，耐久性があり安全な構
造物にするには建設コストが増加する。
これらの課題への対策には，地盤を安定化およ

び補強して地盤工学的特性を改善することが不可
欠である。従来，セメント，石灰，石灰セメント
混合物などの添加剤を用いた地盤改良が広く行わ
れてきた。しかし，セメントと石灰への過度の依
存は環境の悪化を引き起こす。また，年間生産さ
れる 41億トンの地球の人為的 CO2排出量の 8～

10パーセントがセメントや石灰の製造に寄与す
るなど，環境問題への懸念が高まっている。CO2

の排出に加えて，セメントや石灰の生産も天然資
源の枯渇につながる可能性がある。セメントの製
造には，石灰石，粘土，砂などの大量の原料が必
要である。これらの資源は有限であり，持続可能
な管理方法が必要である。さらに，これらの原材
料の採掘時の破砕や粉砕においても，人間の健康
や地域の生態系に悪影響を与える可能性のある大
量の粉塵が発生するため，環境に悪影響を与える
可能性がある。
環境上の問題に加えて，セメントと石灰は大き

な塑性収縮や亀裂を生じやすく，安定化された地
盤の物理的強度に影響を与える。これらの懸念を
軽減し，地盤の土質工学的特性を強化するために，
セメントと石灰を，籾殻灰（RHA）などのポゾ
ラン添加剤で部分的に置き換えることが研究の注
目を集めている。籾殻は米の加工により世界中で
豊富に生成されており，特に籾殻灰の製造プロセ
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ス中に生成される高活性非晶質シリカ（SiO2）が
地盤の安定化に RHAが注目される一つの理由で
ある。ただし，添加剤と土壌の間のポゾラン反応
によってセメント系が形成されても，大きな荷重
がかかったときのひび割れや過剰な沈下の問題を
避けるためにさらなる補強が必要である。
近年，安定化された地盤におけるせん断面の形

成を阻止し，安定化された複合材料の強度に影響
を与えるために，セメント系添加剤とともに繊維
が使用されている。しかし，既往の研究論文では，
補強材，土，および安定剤の種類が限られている。
現在まで，このような地盤についてはほとんど研
究が行われておらず，RHA，最小限のセメント
投与量，玄武岩繊維の複合作用，特に圧密沈下，
体積変化，せん断強度，浸透性，支持力，微細構
造に対する RHAの影響に関する科学的研究は行
われていない。そこで，安定化補強した粘性土の
さまざまな特定について，供試体の組み合わせの
支持力，せん断強度，圧密係数，透水性，および
ミクロおよびマクロ構造への影響を調査すること
を本研究では目的とされた。さまざまな長さの玄
武岩繊維と，さまざまな分量の RHAセメントと

を組み合わせ，試料が作成された。そして，堤防，
舗装，基礎などの工学構造の盛土または路盤材料
として使用可能な優れた特性を備えた材料の組み
合わせが試験結果に基づき検討された。
この研究では，粘性土に対して一連の締固め試

験，圧密試験，圧密排水三軸試験，一軸圧縮強度
試験，定水位透水試験，および微細構造解析試験
（SEMおよび XRD）が実施された。各試料は，
異なる長さの玄武岩繊維（3mm，6mm，12mm）
で補強され，RHA（5%，10%，15%）とセメン
ト（3%）の組み合わせで安定化した。さらに，
電子顕微鏡（SEM）テストと X線回折（XRD） 
分析が実施され，安定化，強化された土複合材内
の微細構造の変化と化学組成の変化が視覚的に確
認された。
この研究で得られた実験結果に基づいて，

RHA，最小限の用量のセメント，玄武岩繊維補
強材を粘性土に添加すると，適合性，支持力，せ
ん断強度が大幅に向上し，圧密沈下速度が低下し，
土の強度，微細構造の発達が向上すると結論づけ
られた。強度が向上したことで，地盤工学用途で
使用する際の安定性と適合性が向上した。

要　旨
インドネシアは，多様性を持つ熱帯の国として

よく知られています。インドネシアでは合計 57 

種の有効な淡水産二枚貝の種が記録されており，
世界中の淡水二枚貝の種の多様性の 4.8%に相当
し，12 種が外来種です。多様な生態系を保全す

るために，外来種の貝に関する研究と施策が緊急
に必要とされています。 50年前，外来種の淡水
貝 Sinanodonta woodianaが淡水魚とともにインドネ
シアに持ち込まれ，魚の移動に伴って急速に島々
に広まった経緯があります。さらに，人々はこの
貝は経済的に価値がないと考えているため，この
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貝を採取することはありません。低地から高地に
おいて，この貝の分布，成長パターン，ライフサ
イクル，真珠層の色と微細構造に関する知識は，
漁業の利用と生態系の保全に役立ちます。本研究
では，生態系におけるこの種の分布，生殖活動，
および成長パターンを調査しました。さらに，真
珠層で生産される半円真珠の品質を向上させ，効
果的に養殖するために，真珠層の色と内殻の微細
構造を分析しました。
私たちの研究では，いずれの標高全域でも S. 

woodiana のリクルートが年間を通じて継続し （3 

～ 4 回 /年），保育中の貝 1個体あたりの幼生数
が多かった （22.3 x 10

4
 ～ 90.2 x 10

4） ことが明らか
になりました。彼らは，クロロフィル a濃度が低
く，懸濁物質の濃度が高い環境圧力下で，メスか
ら雌雄同体に性別を変えました。中程度の高度域
では，貝一個体あたりの幼生数が 90.2 x 10

4
 で最

も多く，雌雄同体の割合がサンプル全体の 10% 

で最も少なかった。さらに，分布域データは，標
高を越えた 56 の調査地点の 78.6% でイガイが見
つかったことを示しました。中程度の標高で 5.63 

ind/m
2
 という最高の密度を示し，100 ～ 150 mm 

の中程度の殻サイズと最大数のコホート （13 コ
ホート） が大半を占めました。成長フォン・ベル
タランフィの分析では，寿命が 12 ～ 15 年，最大
殻長が 165.3 ～ 225.9 mm であることが記録され
ています。したがって，S. woodiana の継続的に成
長を示し，生息地を占める種の密度が大幅に増加
することになり，特に中地の標高で在来種が消滅
する可能性があります。
それにもかかわらず，S. woodiana は，金，黄色，

銀の色をした真珠層の半円真珠を生産する潜在力
を持っています。後殻領域は強い金色の真珠層で
あり，黄色度が高く，真珠層全体が厚く，真珠層
の厚さが薄いです。中程度の標高地方の標高で採
れた貝は，高い黄色度および高い輝度を備えた強
い金色の真珠層を示しました。さらに，高い TSS 

環境 （>10 mg/L） において貝殻は，真珠層内の豊
富な freckle（斑点状の突起）と相関関係があり （R 

= 0.51; p < 0.001），真珠層全体が薄く，黄色度指
数と真珠層明るさが最も低く，freckleが発生する
可能性があります。その結果真珠の品質が低下し
ます。本研究の分析では，中程度の高度の標高に
おいて，後部の貝殻の位置，および低 TSS 環境 （< 

10 mg/L） での半真珠養殖が最適であることが示
されています。
私たちの調査結果は，環境圧力下で標高を越え

て S. woodiana の加入が成功し，個体数が急速に増
加していることを明らかにしています。したがっ
て，私たちは，1） インドネシアへの侵入の影響
を制限するために，定期的に収穫を行うことによ
り，個体群の拡散を制御することを推奨します。 

2） 経済的利益を追加し，自然環境の管理のため
に継続的な定期的な収穫（6 か月または 12 か月）
を維持するために，この種において淡水ハーフパー
ルを生産します。 3） 国民の意識を高め，種の拡
散を最小限に抑えるための生態学的に実行可能な
措置を規定する法律を制定します。 4） インドネ
シアの淡水生態系でこの種を管理するには，国お
よび地域レベルでの総合的な研究，管理，および
実施が必要です。
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要　旨
エビ類の生殖過程を理解することは，持続的な

水産業や養殖業にとって重要である。エビ類の卵
は，他の卵生生物と同様に，栄養となる卵黄物質
を細胞内に蓄えながら急速に成長する。これらの
中でも，主要な卵黄タンパク質であるビテリン，
およびその前駆体であるビテロジェニンは，卵黄
形成の制御機構を研究する際に有効な指標となる。
クルマエビMarsupenaeus japonicusは，日本および
東南アジア諸国において経済的に重要な水産種で
ある。本種ではビテロジェニン 1が肝膵臓と卵巣
で産生されることや，卵巣のビテロジェニン 1の
産生を抑制するホルモンが眼柄内に位置する神経
内分泌器官で産生されることが明らかになってい
るものの，卵黄形成過程の全容を把握するには情
報が不足している。本論文では，クルマエビの新
規ビテロジェニン遺伝子の同定，遺伝子の発現動
態の調査，遺伝子発現に影響を及ぼすホルモンの
探索等により，本種の卵黄形成機構の詳細な理解
を試みた。
第 1章では，肝膵臓のトランスクリプトーム解

析により，ビテロジェニン 1に類似するが一致は
しない配列を得て，その配列を基に追加の cDNA

クローニングを行い，ビテロジェニン 2（Maj-Vg2）
をコードする全塩基配列を新たに決定した。塩基
配列から推定されるビテロジェニン 2は 2,554の
アミノ酸残基からなり，2,587残基からなるビテ
ロジェニン 1との配列の相同性は約 54%であっ
た。両者をアミノ酸組成の割合で比較した場合の

差は 1%以下であり，特に 10種の必須アミノ酸
ではいずれも 0.6%以下であったことから，ビテ
ロジェニン 1と 2は卵黄物質として補完的な関係
にあると推測された。
第 2章では，ビテロジェニン 1と 2の遺伝子発

現動態を調べた。天然漁獲個体において，ビテロ
ジェニン 1は，肝膵臓と卵巣共に前卵黄形成期（未
成熟期）では発現量が低く，卵黄形成期前期に発
現量が上昇した。卵黄形成期後期になると発現量
は減少したが，その減少は卵巣では明瞭で，肝膵
臓では緩慢であった。ビテロジェニン 2の発現は
卵巣では確認されなかった。肝膵臓での発現は，
前卵黄形成期で低く，卵黄形成期前期に上昇し，
卵黄形成期後期に減少した。未熟な個体の眼柄を
切除して卵黄形成を人為的に誘導した個体では，
卵巣のビテロジェニン 1と肝膵臓のビテロジェニ
ン 2の遺伝子発現が顕著に増加した。以上から，
ビテロジェニン 1と 2の補完的な関係が支持され
た。また，眼柄の切除による卵黄形成と天然の卵
黄形成とでは卵質が異なる可能性が考えられた。
第 3章と 4章では，ビテロジェニン遺伝子の発

現に影響を及ぼすホルモンの探索を試みた。まず，
肝膵臓の ex vivo培養系を新たに構築し，組織片を
6時間程度培養できる培地組成と培養条件を決定
した。これと，既存の卵巣 ex vivo培養系を用いて，
ビテロジェニン遺伝子の発現に対するホルモンの
影響を検討した。その結果，第 3章では，インス
リン様ペプチド 1が，幼若個体の肝膵臓や卵巣の
ビテロジェニン遺伝子の発現を有意に増加させる
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ことが示された。このインスリン様ペプチド 1の
発現部位は卵巣であることから，傍分泌的な作用
様式が推定された。第 4章では，魚類等において
ビテロジェニン遺伝子の発現制御に関わる，脊椎
動物の雌性ステロイドホルモンであるエストラジ
オールの作用を検討したが，クルマエビのビテロ
ジェニン遺伝子の発現に影響はみられなかった。
また，ある種の昆虫でビテロジェニン遺伝子の発
現制御に関わることが知られている幼若ホルモン
の，甲殻類における類似物質であるファルネセン
酸メチルの作用についても同様に検討したが，ビ

テロジェニン遺伝子の発現に影響はみられなかっ
た。
本論文において，既存のビテロジェニン 1とは

別のビテロジェニン 2という卵黄タンパク質前駆
体を明らかにするとともにその遺伝子発現動態を
明らかにしたこと，これまで難しかった肝膵臓の
ex vivo培養系を構築したこと，それを用いてビテ
ロジェニンの遺伝子発現に影響を及ぼすホルモン
様物質を見出したことは，クルマエビ類の持続的，
効率的な種苗生産技術を今後検討していくうえで
極めて有意義であるといえる。

要　旨
樹木の幹枝表面での水分の獲得と損失は樹木生

理学や森林水文学分野において注目されてこな
かったが，近年いくつかの樹種で幹枝を覆う外樹
皮表面からの雨水の吸収や水蒸気の吸放出が生じ
ること，そうした水分の獲得と損失が樹幹内の水
ポテンシャルや森林流域からの流出量に関与する
ことが発見された。この幹枝表面での水分の獲得
と損失の解明が樹木の水動態や森林の水循環の理
解に貢献するとして重要視され始め，この現象が
多くの樹種で生じることの証明や水分の吸収と放
出の経路の特定が必要とされている。
数少ない先行研究において幹枝を覆う外樹皮の

形状と組織構造が水分の獲得と損失に影響を及ぼ
す可能性が示唆されていたことから，本学位論文
では外樹皮の形状と組織構造が樹木の幹枝表面で
の水分の獲得と損失に及ぼす影響の解明を目的と

し，代表的な外樹皮形態として大別されるリチ
ドームと周皮単層構造の外樹皮をそれぞれ有する
広葉樹 2種を対象として乾燥樹皮片を用いた室内
実験を行った。
① 先行研究が少ない生きた樹木における幹枝表面
での水分の獲得と損失の観測を目標とし，タイ
北部の熱帯季節林に生育する落葉広葉樹チーク
の立木を対象として樹幹周囲長を計測して樹幹
貯水量の変動を把握するとともに，樹液流速と
樹冠葉枚数を計測して幹内の通水状態を把握し
た。その結果，樹液流速が停滞しており根から
の吸水がほぼ停止している乾季の落葉時期にお
いて，一時的降雨に対する幹の貯水量の増加と
その後の減少が観測された。この現象が幹枝表
面での水分の吸収と放出に起因することを示す
ため，別個体の幹より剥がした樹皮を切片に加
工し，外樹皮表面より液相水を吸収または水蒸
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気を吸放出させる室内実験を行った。その結果，
外樹皮表面での液相水の吸収および水蒸気の吸
放出が確認できた。以上より，チークの生きた
樹木において幹枝表面での水分の獲得と損失が
生じ，樹幹の貯水量の変動に関与することが示
唆され，世界で初めて熱帯樹種での幹枝表面に
おける水分の獲得を観測により示すことができ
た。

② 剥離頻度が高いリチドームの外樹皮表面におけ
る水分の吸収・放出経路の解明を目標とし，
チークを対象として外樹皮の形状と外樹皮表面
での水分の吸収・放出の関係を解析した。外樹
皮の形状は樹皮片の 2次元画像処理や 3次元形
状計測により定量評価した。外樹皮表面での液
相水の吸収と水蒸気の吸放出は室内実験におけ
る樹皮片重量の経時変化より定量評価した。そ
の結果，外樹皮の剥離量と液相水の吸収速度に
正の相関が見られ，染色水を吸収させた際には
剥離部分からの浸入が観測された。このことよ
り，リチドームの樹種では外樹皮の剥離部分が
液相水の吸収経路であることが示された。

③ 剥離頻度が低く，ガス交換を担う組織とされる
皮目が存在する周皮単層構造の外樹皮表面にお
ける水分の吸収・放出経路の解明を目標とし，
冷温帯落葉広葉樹ブナを対象として②と同じ手
法で外樹皮の形状と外樹皮表面での液相水の吸
収，水蒸気の吸放出の関係を解析した。その結
果，外樹皮表面の皮目量と液相水の吸収速度・
吸収量には有意な相関が見られず，皮目からの
染色水の浸入も観測されなかった。このことよ
り，皮目が液相水の吸収経路ではないことが示
された。また，皮目量と水蒸気の吸収速度・吸

収量との間にも有意な相関が見られなかった。
これは，吸湿実験において樹皮片の初期条件を
揃えるために行った乾燥処理により，ガスの出
入口である皮目内部の細胞間隙が収縮して水蒸
気透過性が低下したことが原因である可能性が
示唆された。

④ ②と③の結果に基づいて，外樹皮の組織構造が
異なるチーク樹皮とブナ樹皮の外樹皮表面での
水分の吸収と放出を比較した。チーク樹皮では
剥離が生じた樹皮片で液相水の浸入が見られ，
ブナ樹皮では全ての樹皮片で液相水の浸入が見
られなかった。このことより，外樹皮の剥離頻
度の樹種間差が外樹皮表面での液相水の吸収に
影響を及ぼす可能性が示唆された。また，チー
ク樹皮の方がブナ樹皮より樹皮片の含水率の減
少に伴う外樹皮の収縮が大きく，かつ外樹皮表
面の水蒸気透過性の低下が大きかった。リチ
ドームの樹皮では乾燥による外樹皮の収縮によ
り表面や内部の孔隙や亀裂が縮小したため，水
蒸気透過性が低下したものと考えられる。この
ことより，樹皮の含水率の変化による外樹皮の
膨潤乾縮が外樹皮表面の水蒸気透過性に影響を
及ぼす可能性が示唆された。
以上より，外樹皮の表面剥離の頻度が大きく，

かつ乾燥時の外樹皮の乾縮が大きいリチドームの
樹種の方が，周皮単層構造の樹種よりも幹枝表面
における降雨時の水分獲得能力と乾燥ストレス下
の水分損失抑制能力が高い可能性があることが示
唆された。本研究で確立した乾燥樹皮片を用いる
室内実験を多くの樹種に適用することで，外樹皮
の形状・組織構造と幹枝表面での水分の獲得・損
失の関係の一般化が実現すると考えられる。
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要　旨
分生子果不完全菌類は，真菌，または真菌と宿

主組織で覆われた空洞内に分生子を形成する無性
真菌類からなる。このグループ分けは，菌類の大
規模分子系統関係が明らかになる以前の形態学的
特徴よる分類体系を反映している。菌類の分子系
統関係は，真菌の分類を一変させ，これまでの菌
類分類学をより客観的で信頼性の高い真菌系統学
へと移行させた。これを機に，菌類命名法も有生
世代と無性世代にべつべつに種名を認める二重命
名法から，1種の真菌に 1つの名前を適用する方
法，すなわち “One fungus, one name” に変更され
た。本研究では，現在の分類基準に従い，分生子
果不完全菌類のうち植物病原性を持つ属を再調査
した。多遺伝子座系統解析，形態学的特徴，培養
特性を統合的に用い，多様性の解明と日本の菌類
相に関する情報を更新することを目的とする。
第 1章では，作物や観葉植物などの様々な植物に

そうか病や葉の奇形などを引き起こす Elsinoë属
（Elsinoaceae, Myriangiales）について概観する。Elsinoë

属菌の無性時代は，Sphacelomaとして知られるポリフィ
アライド型の分生子形成細胞を持つ，分生子層状の
分生子形成様式を持つ分生子果不完全菌類である。
23株の日本の Sphacelomaと Elsinoë属菌が再調査さ
れ，その結果，E. hydrangeae，E. tanashiensis，E. sumire

の 3新種と，E. akebiaeの新組み合わせが提案され
た。さらに，標本に基づく分類学的処理により， 
E. catalpa，E. japonicum，E. paderiae，E. peucedani，
および E. zelkovaeの新組み合わせが提案された。
第 2章では，木本植物やときに草本植物の葉に斑

点症状を引き起こす Sphaerulina属（Mycosphaerellaceae, 

Mycosphaerellales）について調査した。かつて一部の

Sphaerulina属の種は形態学的基準により，Septoria

属として分類されていた。しかし，近年になって
多遺伝子座分子系統解析により，Sphaerulina属は
Septoria属から独立した属に分類された。そこで
Septoria属として記録されている計 27株の日本分離株
を再調査し，7新種（Sph. Farfugii，Sph. hydrangeicola，
Sph. idesiae，Sph. lapsanastri，Sph. miurae，Sph. styracis，
および Sph. viburnicola）を提案し，2種（Sph. duchesnea

および Sph. manbuana）の新組み合わせを提案した。
第 3章では，Septoria属（Mycosphaerellaceae, Mycosphaerellales）

について述べる。Septoria属は，葉の斑点病に関
連して広く分布している病原菌類で，有性時代は
mycosphaerella-likeである。Septoria属は従来，感
染した宿主植物によって区別されていた。しかし，
分子系統解析で構築された系統樹のデータによる
と，複数の種が同じ宿主に感染する可能性があり，
実際 Septoria属菌の中には広い宿主範囲を持つも
のもある。結果，アサから分離された Septoria属
菌はアメリカ産の同じ宿主植物から分離された
Septoria cannabisとは異なることが示され，新種
Septoria cannabicolaが提案された。
また，日本の無病徴のサクラの樹から分離した

Diaporthe属を調査した。従来，新種の同定には，
宿主特異性，病徴，子嚢果，胞子形状などの形質
が用いられてきたが，多遺伝子座分子系統解析に
より，Diaporthe属の類別が困難な同質性が明らか
となった。この研究では，日本広義サクラ類から
分離された計 31株を調査した。多遺伝子座分子
系統解析とは別に，この章では種の区分を補強する
ため，合意系統樹を用いた種仮定を用いた。その
結果，2つの新種 D. endoprunicoloと D. pseudoamygdali

が同定され，既知の 3種の Diaporthe属と 3種の広
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義 Diaporthe属菌が同定された。
分生子果不完全菌類は，子嚢菌門の無性時代の

分類群の一つである。この研究は，系統解析，形

態学的特徴，分布，宿主といった異なる形質から
なる総合的な基準により，分類学的の種境界への
理解が向上した。

要　旨
運転管理・保守業務は人手作業が多いことから

省力化や高度化が求められている。そこで，セン
サデータを活用した予知保全技術による保守省力
化のニーズが増加している。モータは工場やプラ
ントの様々な生産ラインで，動力伝達機構を介し
て負荷設備を駆動させるために使用されている。
生産ラインの停止を防ぐため，点検員による日常
点検が行われていたが，近年はモータの物理量に
着目した自動的な異常検知手法が導入されている。
モータの自動診断手法のうち，電流センサ（CT）
をモータのケーブルに接続し，モータ駆動電流波
形を用いた手法がある。この手法はモータの異常
を低コストかつ容易に検知できるメリットがある。
一方，負荷設備である真空ポンプやベルト等の動
力伝達機構を電流による異常検知手法は確立され
ていない。負荷設備としてドライ真空ポンプ、動
力伝達機構として Vベルトは診断ニーズが高い
ため，これらの機器の異常検知を常時監視で実現
させるために主に以下の内容について提案した。
（1） 真空ポンプの異常発生を検知する簡易診断手

法と異常部位を特定する精密診断手法の確立。
（2） Vベルトの異常発生を検知する簡易診断手法

と異常の程度を特定する精密診断手法の確立。
本論文は上記の諸提案および研究成果をまとめ

たものであり，具体的内容は次の通りである。
（1）真空ポンプの異常検知に関して
1） 簡易診断手法として特徴パラメータの主成分
分析を提案した。シールリング摩耗とベアリ
ング摩耗に提案した手法を適用した結果，両
異常でそれぞれ異常識別率が 98%，100%と
なり，異常検知可能であることが確認された。

2） 精密診断手法として統計フィルタを適用した電
流波形に対して特徴パラメータを計算し，その
特徴パラメータをラフ集合化した後，Partial 

Linear Neural Network (PLNN)を適用し，識別
率 98.7%異常で部位特定を可能とした。

（2）Vベルトの異常検知に関して
1） 簡易診断手法として，複数の特徴周波数の信
号強度の正常との差分絶対値合計を異常検知
に用いる手法を提案した。この手法を 6パター
ンの負荷条件に適用し，適正張力比 79%から
検知可能であることを確認した。

2） 精密診断手法として正常との差分絶対値合計を
1次関数フィッティングすることで，ベルトの適
正張力比を推定する手法を提案した。この手法
を適用し，適正張力比 49%以上では 90%の条
件で実測とフィッティングの差が 20%以下とな
り，提案した手法は有用であることが示された。
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要　旨
本論文では，これまで知られていなかったスナ

メリの 3つの音声タイプを発見し，これらの定義
づけを行い，さらに母仔間を含む個体間のコミュ
ニケーション音として機能していることを初めて
報告した。また本種は野生下にて，これらの鳴音
によって他個体との個体間距離を調整していたた
め，これまで単独生活者とされてきた本種が，単
独性と群居性が共存する社会機構を持つ可能性を
示した。
第 1章では，スナメリのコミュニケーションの

音声タイプと機能について，飼育個体を対象に調
査を行った。まず，伊勢・三河湾個体群に属する
鳥羽水族館の 6頭から鳴音を記録して解析を行っ
たところ，狭いパルス間隔の鳴音を，無音期間を
挟みながら繰り返し発する「パケット音」と，パ
ルス間隔が極端に狭く，周波数変調を伴わない鳴
音を単体で発する「バーストパルス」，パルス間
隔が極端に狭く，狭帯域で周波数変調を伴う「周
波数変調バーストパルス」の 3つの音声タイプに
分類できた。このうち，パケット音は隔離時に発
せられ，それ以外の 2つの鳴音は親和的行動や性
行動に伴って発せられることが多かったため，パ
ケット音には個体間関係を維持するためのコンタ
クトコールの機能，それ以外の 2つには，親和的
な関係の維持や性行動に関わるコミュニケーショ
ンの機能があると考えられた。つまり，これら 3

つの音声タイプはコミュニケーションの鳴音であ
ると考えられた。次に，これらの音声タイプが特
定の水族館および個体群に限られるのかを調べる
ため，宮島水族館の伊勢・三河湾個体群に属する
1頭と，海響館の瀬戸内海・響灘個体群に属する
4頭の，計 5頭（メス 2頭，オス 3頭）の鳴音を
収録して解析を行ったところ，水族館，個体群を
問わずこれらの 3つの音声タイプがみられた。続
いて，鳥羽水族館の母仔において，並泳頻度が高
い生後 3ヶ月間はパケット音の発音頻度が高かっ
たことから，パケット音は母仔の近接性を維持す
る時期に重要であることが示された。
第 2章では，鳴音の個体や性別による違いにつ

いて，伊勢・三河湾個体群の個体を対象に，パケッ
ト音のパルス間隔の変化パターンを比較したとこ
ろ，メス 1頭，オス 2頭で有意な個体差があり，
スナメリはパケット音で個体情報を伝達している
可能性が示された。また，エコーロケーション（反
響音から周囲の環境を把握する能力）に用いるク
リックスのピーク周波数が体長と逆相関を示し，
かつ雌雄差がみられたことから，クリックスには
性別の情報が含まれている可能性が高いことが示
唆された。このように第 1章，第 2章において，
本種が個体や性別の情報を含んだ鳴音で他個体と
コミュニケーションを行っている可能性を示した。
第 1章，第 2章は飼育下での研究であったため，

野生下におけるスナメリの鳴音についての研究を
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第 3章で行った。まず，津市沿岸域にて小型船舶
から録音調査を行い，野生下のスナメリが，飼育
下で記録されたパケット音とバーストパルスを発
することを確認した。その後，個体間距離と可聴
範囲の関係から，本種がどのような社会機構（単
独性か群居性か）を持つのかを調べた。鳥羽エリ
ア（鳥羽市・伊勢市）沿岸域にて，複数の水中マ
イクを用いて本種の鳴音を録音し，音源までの距
離を計算後，音源音圧を推定した。この音源音圧
と，本種の聴覚閾値および同調査海域中の背景雑
音を用いて可聴範囲を算出した。また，ドローン
による上空からの映像を用いて鳥羽エリアおよび
津市沿岸域の本種の個体間距離を測定し，可聴範
囲内に複数頭がいる場合はその行動も調べた。そ
の結果，可聴範囲の中央値は 70 mであり，両調
査地とも可聴範囲よりも有意に短い分布と有意差
のない分布に分かれ，調査地間では分布に有意な
違いはなかった。また，各個体の近接距離（15 m）
内の頭数は平均 1.3頭であり，可聴範囲内の複数
個体は接触行動や並泳などの親和的な社会行動を

行っていた。これらのことから，本種は，鳴音に
よって個体間距離が近くならないように維持する
単独性と，他個体の鳴音が明確に聞こえる範囲に
とどまって社会行動をする群居性が共存する社会
機構を持つことが示唆された。
以上の研究から，スナメリは鳴音によって母仔

を含む個体間の親和的な関係の維持や，個体およ
び性別情報の伝達を行っていること，そして鳴音
によって，他個体との距離を調整していることを
示し，これまで考えられてきた本種の単独生活者
としての一面と共に，他個体と様々な社会関係を
持つ群れ生活者としての一面を明らかにした。ま
た本種にとって鳴音は社会関係の維持や繁殖など
を行ううえで重要であると考えられた。本種は絶
滅危惧種であり，生息域である沿岸域において近
年増加している船舶などの人工騒音の影響が強く
懸念されている。本研究は，こうした人工騒音が
どの程度，個体に影響を及ぼし得るかを評価する
上でも重要な知見を提供することができた。

要　旨
本論文は，御蔵島周辺海域に棲息するミナミハ

ンドウイルカを対象に，イルカに触れない年齢推
定法の開発と，メスの一部の個体でみられる長期
的な繁殖停止現象の解明を目的としたものである。

二つの非侵襲的な年齢推定法を開発し，御蔵島個
体群の年齢構成と高齢メスにおける繁殖停止現象
の普遍性，ならびに繁殖停止現象がみられる個体
の子孫を通じた包括適応度の向上を検証した。
本論文は 2章から成り，第 1章では，年齢推定

生物圏生命科学専攻

氏名 八木　原風
学位記番号 生博　甲第 357号
学位記授与の日付 令和 6年 3月 25日
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る生態学的研究
 （Development of non-invasive age estimation methods and ecological studies 
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論文審査委員 主査　教　授・森阪　匡通
 　　　教　授・河村　功一
 　　　教　授・塚田　森生
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法を開発した。まず，加齢に伴う体表面に現れる
斑点の出現度合いと，DNAのメチル化率の変化
を糞由来の DNAから調べる方法の二つを検討し
た。斑点を用いた方法では，斑点の出現度合いと
年齢の相関関係を確認した。体側を五つの部位に
分け，3段階で斑点の密度を評価した計 41個体
の観察結果と年齢の関係から数量化 I類を用いた
推定モデルを作成した。得られた推定モデルの平
均絶対誤差は 2.3歳であり，予測精度が高かった。
糞由来の DNAを用いた年齢推定法では，年齢と
メチル化率が相関する遺伝子として GRIA2と
CDKN2Aを対象とした。計 36個の試料から，年
齢を目的変数，二つの遺伝子のメチル化率を説明
変数として，サポートベクター回帰による年齢推
定モデルを作成した。得られた推定モデルの平均
絶対誤差は 5.6歳であった。斑点を用いた方法と
比較して精度が低いため，使用できる解析の用途
は制限される。しかし，この精度は遺伝子から年
齢推定を行った先行研究と同等であり，一定の成
功を収めたと言える。斑点のみを用いた方法，糞
由来の DNAのメチル化率を用いた方法，そして
その二つの方法を組み合わせた方法の三つのうち，
年齢推定の精度が最も高かった斑点を用いた方法
により，御蔵島個体群全体の年齢推定を行った。
その結果，2020年までに識別された個体の 85%

以上に当たる 315個体の年齢の把握に成功し，ミ
ナミハンドウイルカにおいて初めて 1年毎の人口
ピラミッドを作成することができた。
第 2章では，御蔵島個体群の高齢メスにみられ

る繁殖停止現象の生態学的解明を試みた。初め
に，本種の繁殖停止現象がヒトの高齢な女性など
にみられる老齢期に相当する可能性，つまり個体
群のほとんどのメス個体で繁殖停止現象が存在し，
生活史の中で長期にわたる繁殖停止期間がみられ
るかを調べた。続いて，祖母の存在する孫が祖母
の存在しない孫よりも生存率が高くなるという祖
母効果の有無を検討した。本個体群の出産間隔の
頻度分布と Cohen(2004)の計算式から，繁殖停止
現象の閾値を 6年と定義したところ，繁殖停止現
象が 11個体で確認された。繁殖停止した時の年
齢は比較的高齢であり，本個体群の人口ピラミッ

ドの上位約 50％に相当した。繁殖停止現象がみ
られた期間は，本種の寿命の 1/5以上に相当する
平均 10年であり，最大で 15年にわたった。過去
23年間の調査期間の全ての年で繁殖停止現象が
みられる個体が確認されており，個体群内に定常
的に存在することが示唆された。しかし，2020

年に観察された 36歳以上の 8個体中 6個体では
繁殖停止現象はみられず，高齢まで生きたメスの
内，繁殖停止現象が個体群内の一部の個体におい
てのみみられる点で，ヒトなどの老齢期とは異な
ることがわかった。次に祖母効果について，孫の
生存率を祖母が存在する場合と存在しない場合で
比較した結果，有意差は認められなかった。祖母
と同じ群れで発見される頻度が「自身の孫に当た
る個体」と「血縁外の親離れ前の仔ども個体」の
間で異なるか比較したところ，有意差は認められ
ず，祖母が選択的に孫と同群にいる傾向は認めら
れなかった。最後に祖母と孫の間での直接的な社
会行動が存在するかについて，3年間の観察記録
を調べたが，1例も確認できなかった。このよう
に，本種において祖母効果が存在する証拠は得ら
れなかった。
本論文では捕獲を伴う従来法と比べ，侵襲性や

コストが極めて低い年齢推定法を開発した。御蔵
島個体群の年齢構成の把握に成功した本論文は，
今後の本種の生活史研究の発展に寄与するだけで
なく，人口動態パラメータや年齢組成の解明にも
繋がる情報を提供できた。このことで将来的に本
個体群の絶滅リスクの客観的評価が可能となり，
本個体群の保全にも貢献する成果となった。また，
本種の繁殖停止現象の記載と生態学的な検証に初
めて取り組み，ヒトの繁殖停止現象とは異なるこ
とが示された。これまで祖母仮説が繁殖停止現象
の進化経路として有力だった中，適応度と関係を
見出せない繁殖停止現象の例を記載した。本論文
において，マイルカ科という一つの分類群の中に，
シャチやコビレゴンドウなどのヒトと類似した繁
殖停止現象を有する種とともに，本種のようなヒ
トとは異なる繁殖停止現象を有する種の存在が明
らかとなり，複雑で動的な繁殖停止現象の進化を
解明する上で基盤となる知見が得られた。
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論文審査委員 主査　教　授・塚田　森生
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氏名 中嶋　香織
学位記番号 生博　乙第 105号
学位記授与の日付 令和 6年 3月 25日
学位論文題目 三重県における園芸作物病害の発生生態の解明と対策に関する研究
 （Studies on epidemiology and control of plant diseases on horticultural crops 

in Mie Prefecture, Japan）
論文審査委員 主査　教　授・中島　千晴
 　　　教　授・奥田　　均
 　　　教　授・名田　和義
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要　旨
アワダチソウグンバイ Corythucha marmorata（カ

メムシ目：グンバイムシ科）は，米国から日本に
侵入した害虫で，日本では寄主範囲をキク科から
ヒルガオ科，ナス科に広げている。本論文では，
キク科とヒルガオ科の植物が幼虫のパフォーマン
スと雌の反応に与える影響を理解しようとした。
主な結果は次の 4つである：1） 本種は羽化後に
卵成熟を開始し，それは成虫期の餌資源に大きく
依存する。その結果，産卵数は寄主植物と母親の
日齢に大きく影響された。2） 植物は幼虫の生存
率に有意な影響を与えた。また，雌の産卵数には

植物間で有意差があり，幼虫の生存率と正の相関
があったことから，母親の選択が子の発育に大き
く影響する可能性が示唆された。3） 産卵数，産
卵前期間，産卵後期の卵の大きさは，寄主植物に
影響された。特に，質的に劣る植物では産卵後期
の卵が大きくなっていた。このことから，雌は寄
主植物の質に応じて卵の大きさを変え，幼虫が質
の劣る植物で生き残るために補助的な栄養を与え
ていることが示唆された。4） 葉の柔毛密度は幼
虫発育との相関は見られなかった。炭素および窒
素含有量が発育により重要かも知れない。

要　旨
本研究では，三重県の園芸作物等で発生してい

る病害の発生状況を明らかにするとともに，その
対策技術の確立を試みた。

第 1章では，カンキツの温州萎縮病の三重県に
おける系統分布とカラタチ苗への感染率を調査し
た。カンキツの温州萎縮病は，温州萎縮ウイルス
（Satsuma dwarf virus, SDV）によって引き起こさ
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れる土壌伝染性病害であり，カンキツ樹に感染す
ると舟型葉やさじ型葉と呼ばれる葉の萎縮や枝の
叢生，樹全体の萎縮，果実品質や収量の低下を生
ずる。2010年から 2012年にかけて，調査した 69

圃場のうち 43圃場で温州萎縮病の発生が確認さ
れた。 三重県における各系統の発生状況は，カン
キツモザイクウイルス（CiMV sub-strain）がもっ
とも多く，次いで SDV strainであり，ネーブル斑
葉モザイクウイルス（NIMV strain）に属する分
離株も認められた。NIMV strainは三重県におい
て発生が初確認され，CiMV sub-strainと NIMV 

strainの複合感染はこれが初めての報告である。
本研究の結果，CiMV sub-strainは和歌山県外に
広く分布していることが明らかになった。さらに，
三重県では果実にモザイク症状を示さない CiMV 

sub-strainが広く分布している可能性が示唆された。
極早生ウンシュウの特徴である樹勢の矮化や葉の
小型化などが，CiMV sub-strainの軽微な病徴と似
ており，感染初期の罹病樹の特定を困難にしてい
ると考えられた。SDV strainおよび CiMV sub-

strain，NIMV strainに感染した罹病樹周辺にカラ
タチ実生苗を定植した結果，定植 1年以内に温州
萎縮病がカラタチに感染することが明らかになった。
カラタチはカンキツの台木として広く使用されて
おり，温州萎縮病の汚染圃場へのカンキツ苗の定
植後に同様の感染が生じる可能性が示唆された。
第 2章では，ウンシュウミカンにおける茎頂接

ぎ木による 3種ウイロイドの効率的無毒化法につ
いて検討した。極早生ウンシュウ ‘ みえ紀南 3号 ’
は ,育成段階で 3種類のウイロイド （ホップ矮化
ウイロイド （HSVd），カンキツ矮化ウイロイド 

（CDVd），カンキツウイロイド VI （CVd-VI）） に
感染したため，普及にはウイロイドの無毒化が必
要となった。断続熱処理を行った ‘ みえ紀南 3号 ’
から 0.2mm程度の茎頂を切り出し，茎頂接ぎ木
を行い，ウイロイド除去が可能か検討を行った結
果，断続熱処理を行わずに 0.2mm茎頂を利用し
た茎頂接ぎ木により，効率よく無毒化できること
が明らかになった。
第 3章では，三重県の主要トマト産地では ,葉

かび病抵抗性遺伝 cf-9を有する品種が栽培され，
Fulvia fuluvaによるトマト葉かび病は大きな問題で
はなかったが，調査した施設トマト 15圃場のうち
7圃場でトマト葉かび病の発生が確認された。

2016年 10月～2019年 3月にかけて，7圃場から
83菌株を採集し，SDHI剤に対する薬剤感受性検
定を行った。ボスカリド耐性菌，ペンチオピラド
耐性菌の発生が確認され，ペンチオピラド耐性菌
はすべてボスカリドと交さ耐性を示した。また，
イソピラザムおよびピラジフルミドに対する耐性
菌が発生していることを確認した。菌採取した圃
場は，イソピラザムおよびピラジフルミドの使用
履歴はないため，ボスカリドおよびペンチオピラ
ドの散布による交さ耐性が生じている可能性が示
唆された。SDHI剤の総使用回数が増加するほど，
ボスカリドおよびペンチオピラドの耐性菌率が有
意に増加した。耐性菌率に関して殺菌剤間にも有
意な差が認められ，ボスカリドに対する耐性菌は
ペンチオピラドに対する耐性菌よりも多く出現した。
第 4章では，岐阜大学流域圏科学研究センター

と連携し，Pythium myriotylumが黒ウコンの立枯症
状を引き起こすこと病因学的に明らかにし，黒ウ
コン立枯病として報告した。
第 5章では，三重県におけるムギ類赤かび病の

チオファネートメチル耐性菌の発生推移を調査し
た。ムギ類赤かび病（FHB）はコムギおよびオオ
ムギの主要な病害である。ベンズイミダゾール系
殺菌剤 （MBC） の一つチオファネートメチルは，
三重県では FHBの主要防除剤の 1つだが，薬剤
耐性系統の蔓延が懸念されている。そこで 2008

年から 2021年にかけて，437圃場において穂にス
ポロドキアを形成したコムギおよびオオムギから
Fusarium graminearum種複合体（FGSC） 1,280菌株
を分離し，FGSC分離株の薬剤抵抗性は最小発育
阻止濃度（MIC）法およびMBC抵抗性発現に関
連する β2-チューブリン遺伝子コード領域の一塩
基多型により抵抗性の有無を判定した。分離株は
β2-チューブリン遺伝子コード領域に複数のアミ
ノ酸変異を有しており，高度耐性株では F200Y

および F167Y変異が，中度耐性株では E198Q変
異が検出された。日本で E198Q変異が検出され
たのは中国以外では初めてである。チオファネー
トメチルに対して高度耐性示す F200Y変異株は，
2008年と 2018年にのみ検出された。三重県では，
分生子による二次感染の頻度が低く，変異株の淘
汰の機会が少ないこと，2年 3作体系による一次
宿主植物の残渣量が少ないことなどから，MBC

抵抗性株の個体数がまだ少ないと考えられた。



76

氏名 丸山　裕慎
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要　旨
日本では少子高齢化や若年層の都市部への流出

等により，地域の活力低下が問題視されている。
この問題に対して，地域経済の活性化が急務とさ
れ，その役割を地域に根付いた酒類産業が担うこ
とが期待されている。しかし，酒類の国内市場は
全体として縮小し，酒類の課税移出数量は平成
11年度をピークとして減少していることから，
日本産酒類では輸出拡大などのグローバル化の促
進および高付加価値化によるイノベーションが課
題とされている。そこで，本研究では，三重県産
清酒ならびにクラフトビールの地域ブランドとし
ての価値向上を目的として研究開発を行った。な
お，本論文では，「地域資源」を「地域内に存在し，
地域内で利用可能なもの」と定義し，三重県工業
研究所で独自開発された三重県清酒酵母も地域資
源として扱った。
第 1章では，日本の清酒やクラフトビールが置

かれている現状を把握し，輸出やインバウンドを
意識したグローバル化戦略の重要性や，地域性の
付与による付加価値形成が地域経済復興の鍵とな
ることを示した。
第 2章では， 三重県清酒酵母 5株（MK1，

MK3，MK5，MK7，MLA12）について，遺伝
的特性ならびに醸造特性について包括的に解析を
行った。国税庁は日本産酒類の「GI保護制度を
活用した地域ブランド化」を推進しており，三重
県は，三重県産清酒について 2020年に GI「三重」
の指定を受けている。清酒では，一般に主原料で
ある米に含まれる香味特性が乏しいので，酵母が
生成する有機酸や香気成分が，清酒の香味特性に
大きな影響を与えることから，酵母の特性を明確
にすることは高品質な清酒醸造に資するとともに，
地域独自の酒質の確立につながる。その為，三重

県清酒酵母の発酵特性を明確にし，日本醸造協会
で頒布されている清酒酵母「きょうかい酵母」で
発酵した清酒との違いを明らかにした。本章では，
三重県清酒酵母のゲノム解析を実施し，遺伝的背
景が不明であったMK1，MK3，MK5を含むす
べての三重県清酒酵母が，優良な清酒酵母グルー
プに属することを明らかにした。さらに，三重県
清酒酵母と「きょうかい酵母」の醸造特性を主成
分分析により詳細に比較し，すべての三重県清酒
酵母は「きょうかい酵母」のいずれの菌株とも異
なる，独自性のある酒質を形成することを明らか
にした。これら三重県清酒酵母により醸造される
清酒が，三重県独自の特徴を持ち，他県の酒とは
異なる価値を持つことを示した。
第 3章では，日本オリジナルクラフトビールの

輸出力を強化するため，清酒の吟醸香を特徴とす
るビール醸造技術を開発した。清酒酵母ではビー
ル原料の麦汁の主要糖類であるマルトースを発酵
する能力が著しく低いことから，そのままではビー
ル醸造に活用できない。第 2章の研究で，三重県
清酒酵母MK3が主要吟醸香のカプロン酸エチル
を高生成が明らかになったことからMK3を親株
とし，マルトースの発酵性が向上したビール醸造
用三重県清酒酵母を育種した。選抜したMK3育
種株では，マルトース発酵性が改善し，かつ，麦
汁発酵条件においても清酒の吟醸香である酢酸イ
ソアミルとカプロン酸エチルを高生成した。また
ビールとして十分なアルコール発酵能をもつこと
も確認し，高い吟醸香生成能を合わせもつ新規
ビール醸造用酵母を得ることに成功した。得られ
た育種株により醸造したビールは「果実様の吟醸
香」を特徴とし，「甘み」が残存し，「ボディ感」
はありながらも「すっきりキレがある」という特
徴的な酒質となり，清酒の香味を有したビール醸
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造が可能となった。
2018年の酒税法改正によりビールに使用でき
る副原料が追加され，地域資源を活用したビール
醸造が可能となったことから，第 4章では，三重
県特産果実を副原料として使用したビールについ
て，各果実の醸造適性と，ビールにもたらす香味
特性について評価した。三重県の特産果実である，
柑橘類 3品種（カラ，みえ紀南 4 号，サマーフレッ
シュ）とパッションフルーツ，アテモヤを副原料
として使用したところ，果実を活用したビールで
は，果実のクエン酸やリンゴ酸などの有機酸がビー
ルに残存し，特徴的な酸味を与えるとともに，香
気成分では，柑橘由来のテルペン類やパッション
フルーツの特徴的な香気を付与できることを示し
た。限られた副原料についてではあるが，地域資
源の特徴を活かしたクラフトビールが醸造できる

ことを示した。
以上のように，三重県産清酒ならびにクラフト

ビールの地域ブランド化を促進させる為，三重県
清酒酵母の差別化および新規クラフトビールの開
発研究を行った。清酒業界においては，地域資源
である三重県清酒酵母を活用した清酒の製造量が
増加し，結果として，三重県に特徴のある品質の
清酒製造を促進し，県内酒造メーカーの輸出の増
加につながっている。クラフトビールにおいても，
開発した新規ビール醸造用清酒酵母を活用した
ビールが県内クラフトビール会社により商品化さ
れ，また，県内産果実などの地域資源を活用した
クラフトビールの商品化を促進することができて
おり，清酒ならびにクラフトビールへの地域特性
の付与に貢献を果たすことができた。
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専攻
講座
氏名　論文題目

資源循環学

農業生物学

阿部　瑛祐 乳成分測定装置による脂肪酸測定の校正方法の検討および乳牛の栄養状態と乳中脂
肪酸組成の関連

宇田　宙生 日本で発生したテンサイ褐斑病に関与する Cercospora属菌の多様性

川本　千景 三重県におけるサトウキビ栽培技術に関する研究

藤井　寿輝 葉ネギの光合成および根域活性に及ぼす熱ストレス反応性の品種間差

宮路　隼太朗 電気抵抗計を用いたトマト植物体のカリウム動態の非破壊測定法の開発

MUHAMMAD NUR 

AKHYAR AZELAN

Diversity and comparative studies of Oomycetes in cropping sites between the 

Phillipines and Japan

（日本とフィリピンの圃場における卵菌類の多様性とその比較研究）

ZETIRA

NOVRIANA

Cost-effectiveness of smallholder rubber farmers in Musi Banyuasin Regency, 

Indonesia

（インドネシア，ムシバニュアシン地区の小規模ゴム農家の費用対効果）

森林資源環境学

青　日菜子 ブナ実生の土壌乾燥ストレスに対する葉の発現変動遺伝子の探索

池山　耕太 2,4-ジメチルフェノール含浸希酢酸前加水分解によるスギ成分分離プロセスの検討

石坂　　光 電極板を用いた非接触型土砂移動計測法の開発－水路実験による計測精度の検証－

石山　涼太郎 tert-ブチルアルコールリグニンの合成条件と利用用途の検討

大上　　楽 異なる生育環境に成立するスギの人工林と天然林における根圏アンモニア酸化アー
キアの系統学的多様性と群集構造

国際・地域資源学

小林　弘典 水産物消費促進における「移動販売」の役割と小売機関としての機能評価

杉本　藍奈 稲作経営体の技術効率性分析：京都府与謝野町の環境保全米を対象として

堀江　連太郎 家畜をエージェントとした日帰り放牧スケールにおける家畜栄養と草地劣化の予測
モデル

前　　采花 在来の土壌微生物叢に依存する有機肥料の肥効

村井　朝香 有機・化学肥料からの無機態窒素の溶出と水稲三品種による窒素吸収

 2023年度修士学位論文
　　掲載の承諾が得られたもののみ。
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共生環境学

地球環境学

天野　未空 Consideration of whether a climatic regime shift has prevented the occurrence of a 

cold summer in northeast Eurasia since 2010

（気候レジームシフトが 2010年以降北東ユーラシアにおける冷夏発生を防いだのか）

加藤　実紗 Changes in the distribution of thunderbolt over the sea caused by the Kuroshio large 

meander

（黒潮大蛇行が及ぼす海上の落雷分布の変化）

神谷　賢治 小笠原諸島父島における気候的攪乱に対する植生の応答と地形的特徴

小山　　新 愛知県におけるシラス漁獲量と伊勢湾周辺の環境変動との関連性

佐野　　芳 夏の北極振動と日本の豪雨について

恒川　知也 Exploring the JPCZ from the Atmospheric Intensive Observations Data Assimilation 

Experiment

（大気集中観測データ同化実験から JPCZを探る）

山本　　諒 Climatological Factors Determining Annual Total Snow Accumulation

（年間総積雪量を決定づける気候学的要因）

山中　晴名 Why is off the west coast of Hokkaido a favorite place for vortex disturbances?

（なぜ北海道西岸沖では渦状擾乱が発生しやすいの？ －洋上直接観測における知見－）

環境情報システム工学

青木　大和 柑橘栽培収穫ロボット走行制御のための環境認識と経路計画

今井　陽大 生存時間分析による青果物輸送管理条件の検討

金岡　駿弥 輸送中の青果物に作用する圧縮力計測デバイスの開発

長田　　紳 植物生理応答を評価するための偏光選択したワンショットレーザスペックル法の確立

中野　寛大 水熱炭化を用いた微細藻類のエネルギー利用における環境影響評価

福島　嵩彬 圧電効果およびドップラー効果を応用した牛の心拍・呼吸測定法の構築

和田　淳志 ラマン分光分析による清酒もろみ中エタノール濃度定量システムの開発

WEN JIAXIN 農業廃棄物を用いて作製したバイオボードの伝熱特性

FAN HAILUN 野菜の非食部を用いたバイオボードの作製とその強度特性

農業土木学

井手　海盛 牛糞堆肥を施用した水田土中の窒素動態の観測

杉村　桂伍 営農型太陽光発電の自家消費と地域利用に関する事業主の意向と課題

鈴木　健大 ハイパースペクトルカメラを用いた凍土中のアイスレンズと不凍水分布の観察

藤島　眞樹 薬剤を投入した環境下でのタイワンシジミの生残率

HAN WEINAN 蒸発と地表への塩の濃縮に土の凍結融解サイクルが与える影響
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生物圏生命科学

生命機能化学

荒賀　駿人 イロハモミジの紅葉による機能性の変化に関する研究

磯田　明宏 EGCgによる酸化ストレスを介した細胞融合制御機構の解明

伊藤　恭平 バクテリオファージφX174スパイクHタンパク質 C末端ドメインの LPS結合残
基の探索

香川　知美 マルチバンド分光情報に基づいた昆布だしの抽出特性把握

川村　　有 アオイラガ幼虫分泌液に含まれる TRPV1活性化ペプチド Pc-1の活性化部位につ
いて

背戸　美紗代 イネの SQD2欠損変異体を用いたリン欠乏ストレス下におけるリピドーム解析

谷口　耕紀 Paenibacillus属由来キシラナーゼのフィブロネクチン III型モジュールの機能解析

千原　菜緒 微生物熱測定法を用いた麹菌の固体培養における増殖過程の評価とポリフェノール
類存在下での大腸菌増殖抑制効果の定量的解析

中井　夏穂 Caldicellulosiruptor bescii由来 GH30酵素の構造と機能に関する研究

中村　早希 イネに含まれるアシル化MGDGの生合成に関する研究

南部　秀斗 Clostridium paraputrificumのアセチル CoA代謝経路の遺伝学的解析と遺伝子発現制
御に関する研究

野田　祐亮 褐藻類からアルギン酸デオキシ糖（DEH）の生産

橋村　夢芽 Formosa haliotis MA1株が生産する DEH還元酵素 FH-R1の酵素化学的諸性質と触
媒機構の解明

伏見　彩音 柑橘由来の抗肥満物質の探索

堀　　咲野 複製ストレスが誘導する染色体不安定化のメカニズム解明

前川　允希 伊勢湾から単離したラビリンチュラ類の分類と不飽和脂肪酸生産に関する研究

三橋　力也 環状ペプチド hypeptinの単純化類縁体の合成と抗菌活性評価

湊　ひかり Clostridium cellulovoransが生産する GH43アラビナナーゼ Arb43Aの酵素学的諸性質

森島　佑衣 小豆成分の抗炎症および細胞老化抑制作用に関する研究

山本　朝陽 動物細胞ゲノムのコピー数増幅現象と複製タイミングの関係解明

XIMENES SONIA

PEDRUNELA

Biobutanol Production from Sago Residue by Butanol Producing Clostridium Strain

（ブタノール生産菌 Clostridiumによるサゴ残渣からのバイオブタノールの生産）

ANGGIA

INDRIYANI

Infrared Spectroscopic Characterization of Indonesian Luwak Coffee

（赤外分光情報に基づいたインドネシア産ルアクコーヒーの特徴抽出）

海洋生命分子化学

加藤　直久 アコヤガイ貝殻に穿孔するウシケノリ属糸状体の性状について

神谷　純輝 紅藻ソメワケアマノリの雌雄の細胞で発現差異を示す性バイアス遺伝子の探索

川原　　峻 海産二枚貝に生息するスピロヘータ属細菌の検出および遺伝的多様性に関する研究
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坂口　理樹 RNA-seq解析による緑藻ヒトエグサの乾燥ストレス応答遺伝子の探索と機能推測

三吉　　希 各種海洋細菌におけるウルバン分解機構に関する研究

海洋生物学

生田　昂生 マミズクラゲの生態解明に向けた環境 DNA検出手法の確立と分布域の調査

伊藤　龍之介 三重県田中川干潟におけるカワザンショウガイ科 3種の分布と個体群動態

岩佐　脩佑 キジハタの養殖に関する基礎的研究

片岡　駿一 ポリプテルス・セネガルスの給餌時刻予知活動に関する研究

木島　啓貴 三重県沿岸海域におけるクロダイ Acanthopagrus schlegeliiの性転換を考慮した成長様式

高橋　直也 ナマズ目 3種の隠れ家選択と競合に関する研究

多田　悠里乃 ヒラメアクアレオウイルスに対するモノクローナル抗体の作製ならびに性状解析

鳥家　章史 短期的な塩分上昇実験に基づく特定外来生物カダヤシの海を介した分布拡大の可能
性評価

永田　みのり 口白症関連 RNA組換えタンパク質の作製と応用

西谷　　響 御蔵島周辺海域に生息するミナミハンドウイルカのオス同士の同盟に関する研究

前田　大也 アブラハヤとタカハヤにおける生殖的隔離様式の解明

松本　彩花 培養細胞におけるヒラメアクアレオウイルスの増殖機構

村山　夏紀 カマイルカの成熟オス割合を調べる手法の開発と陸奥湾への成熟オスの来遊時期に
関する研究

和田　昇己 太平洋沿岸域における両側回遊魚カジカ小卵型（Cottus reinii）の遺伝的集団構造

KAKU ROCKY Clustering analysis of the Shimane trawl fishery operation pattern, to identify the 

target species within the Japan Sea

（島根県トロール漁業における、日本海内の対象魚種の特定のための操業パターン
クラスタリング解析 ）
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学科
教育コース／プログラム
氏名　論文題目

資源循環学科

農業生物学

生駒　遥斗 非典型 Aux/IAA 遺伝子 IAA32 と IAA34 の発芽制御メカニズムに関する研究

今井　敬介 受粉時の花粉内カルシウムシグナル伝達下流因子候補の機能解析

岩瀬　純一郎 新たな育種法による新パナマ病抵抗性バナナの作出

大谷　茉友美 飼料への石炭灰添加がラットの成長成績および血漿成分へ及ぼす影響

川上　鈴那 ルーメンからのメタン生成抑制効果がある米ぬか分画の特定

北山　紗楽 フクユタカ、美里在来の栄養成長に及ぼす地上部昼夜温の影響について

口田　桃華 ウマ大腸内 Bifidobacterium属細菌の分離・同定

小西　真珠 三重県内の圃場におけるコムギ赤かび病菌の検出と薬剤耐性の評価

小村　英里奈 デンプン含量が高い食品副産物のルーメン内発酵特性

椎名　駿登 青大豆の生育特性に関する研究

芝宮　舞華 母性効果で作用するハクサイの穂発芽原因遺伝子に関する研究

世古口　巧 近赤外分光法を用いた肥育牛の糞中デンプン含量の測定

東海　柊太 エチクロゼート処理がパッションフルーツの着花ならびに果実品質に及ぼす影響

中川　華月 ウンシュウミカン宮川早生の葉内生菌種組成の耕作地と耕作放棄地での比較

長屋　風希 トマトの乾物生産制御因子候補とゲノム編集体の作出

西川　義将 泌乳牛における糞中へのムチン排泄と糞便性状および乳房炎との関係

狭間　礼奈 同所的に生息する近縁な 2 種のグンバイムシ間での繁殖干渉の可能性

羽田　海奈恵 カンキツそうか病菌の効率的な分離培養法の検討

濵口　輝弥 ソバの訪花昆虫の種類と体長による花粉運搬能力の違い

林　　裕介 クマノザクラ稚苗の葉に褐変を引き起こす病原菌の種同定と感染生態およびカンキ
ツ果実にそばかす症状を引き起こす病原菌の種同定

堀内　隆希 パッションフルーツ新品種 ‘ サニーシャイン ’ の開花における温度特性

松岡　舞奈 汚泥発酵肥料を基肥に栽培した水稲の生育・収量に及ぼす苗の種類と移植時期の影響

村田　岳音 前作・マルチ・耕耘の 3 要因が土壌の化学性・物理性およびダイズ品種 “フクユタカ ”
の乾物生産に及ぼす影響

 2023年度学士学位論文
　　掲載の承諾が得られたもののみ。
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本村　優依 IAA32 のジベレリン依存的タンパク質分解に関わる遺伝子の解明

山下　夏歩 ウシおよびスイギュウにおけるコレステロール代謝に関するオミックス解析

山本　優花 水ストレスがウンシュウミカンのキクミカン発生ならびに果実品質に及ぼす影響

山本　裕大 三重県内における植物寄生菌類の多様性調査

長谷川　昂平 タンキリマメ葉に寄生する Coleroa rhynchosiaeの子嚢殻形成部位と非形成部位におけ
る内生菌相の比較

森林資源環境学

伊神　飛鳥 航空レーザデータとUAV空中写真を用いたスギ人工林における風倒木抽出と特徴
量解析

今尾　陽太 針葉樹人工林と広葉樹二次林の境界地付近における土壌線虫群集構造

大野　泰佳 航空レーザデータから得られるテクスチャ特徴量と点群の垂直分布の特徴量を用い
た林分密度の推定

片山　悠史 林道周辺に自生するスギ実生におけるアーバスキュラ菌根の形成状況

末永　和 暑熱環境の許容基準にもとづいた森林作業の分類

砂原　美咲 3Dプリンターに適用可能なペースト状木質素材の開発

高橋　もも香 日本産木材輸出と森林認証制度の展開可能性

竹田　奏斗 ササクレヒトヨタケの菌糸伸長と形成される棘球の定量

田中　紅羽 衰退が著しい大台ヶ原の針広混交林における森林面積の長期変動：空中写真による
解析

谷口　文葉 ブナの局所集団における一塩基多型の分布実態の解明

寺西　梨湖 ブナの皮目量と外樹皮厚が幹枝表面からの水蒸気吸収に及ぼす影響

戸田　やよい 根内内生菌の種内変異が有機物分解能とスギの生育に及ぼす影響

中村　峻弥 6週間にわたる土壌乾燥ストレスに対するブナ実生の生理的・形態的反応

信藤　聡仁 流木捕捉工開発のための実験的研究 

－水平構造からの変化による流木と土砂の捕捉効率変化の検討－

濱地　無限 岩盤層を通した降雨流出過程の再現実験 －亀裂の量が及ぼす影響－

早川　昌希 イブキジャコウソウを用いた蛇紋岩採石場の緑化
－移植後の生育データ収集と生育環境調査－

外園　哲太 三重県野登山におけるブナ天然林の現状について

森岡　諒 小形機械を用いた小規模伐採作業システムの経費と適応条件について

安原　輝 XRF分析による草本植物の科別元素集積特性の解明

矢野　功祐 ウズベキスタンの深根性木本種における環境条件への葉の炭素・酸素安定同位体比
の応答

山田　拓海 n-ブタノール／マレイン酸による針葉樹の成分分離の検討

吉川　友康 地球温暖化を考慮した降雨長期予測データを用いた土砂災害の発生傾向変化の検討
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田原　滉己 電極板を用いた非接触型土砂移動計測法の現地適用による検討

森本　大丈 三重大学演習林における山地渓谷林の森林動態：森林構造の 20年間の変化とその
要因

内藤　綾音 三重大学演習林の中間温帯天然林における森林構造の変化

田中　　圭 QGISを使った簡易なシステムによる林内路網の路線配置

グローカル資源利用学

伊藤　舞鈴 農業・農村との関わりがその評価に与える効果－VRを利用した実験研究－

沖中　奈津実 コシヒカリの玄米タンパク含量に与えた地温と土壌有機物含量の影響

後藤　真唯子 標高と土性が水田の土壌有機物に与える影響
－地球温暖化が水田の地力に与える影響の推定－

境屋　菜月 観光客の観光資源に対する意識の相違に関する分析
－日本人と外国人の比較により－　

竹下　倫巨 農村コワーキングスペースに対する消費者需要研究：農業体験等に対する支払意思
額の推計 

中北　智之 水産加工分野における後継者問題への再検討 －家業を継ぐ要因分析より－

久山　高平 行動圏内に含まれる植生と土地利用がニホンジカの栄養に与える影響

水田　裕介 水産加工業者のこだわりと若者のニーズの比較
－アンケート調査とヒアリング調査による－

共生環境学科

地球環境学

大谷　昂久 鳥羽市沿岸域の海藻藻場がブルーカーボンとして二酸化炭素を固定する能力に関す
る研究 ～カーボンニュートラルな社会の実現に向けて～

加藤　あゆみ 恐竜はなぜ時代の頂点に君臨できたのか？
 ～恐竜繁栄の引き金となった三畳紀後期のカーニアン多雨事象の解明～

河田　恵奈 春季ユーラシア大陸の積雪被覆が日本域の気候に及ぼす影響

河原﨑　亜佑 三重県産ブリに対する高付加価値化についての分析
－脂肪含有率の提示と伊勢ブリに注目して－

上林　莉緒 過疎化した猫島を活用した野良猫・地域猫問題の解決

神原　康太 大阪湾における水質の長期変化傾向と政策や外的要因との関連

桐山　拓也 ピクトグラムを用いた災害時の情報伝達に関する調査研究

柴田　裕也 球場観測による暑熱環境の評価と夏季高校野球大会における暑さ対策の検証

髙橋　悠文 猛暑・海水温上昇・豪雨の連鎖

滝川　真央 なぜ日本の夏は長期化しているのか

長坂　理沙 愛知県表浜海岸におけるアカウミガメ（Caretta Caretta)の産卵地としての環境収
容力の評価
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中村　拓真 雲出川水系中流域の霞堤の治水機能に関する研究
－流域治水ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにおける霞堤の役割－

中村　通暦 BGC-Argoフロートを用いた南極海における動物プランクトンの動態解析

野中　貴皓 黒潮大蛇行に注目した伊勢湾の水質変動

平田　　蓮 竹バイオマスの嫌気性メタン発酵による再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ利用の可能性
～三重県北勢地域における小規模分散自立型ゼロカーボンシティの実現に向けて～

福田　紫都 伊勢湾における上位蜃気楼発生時の気象条件

福永　真羽 「外国人に伝えるべき防災知識」に関する調査研究

舩橋　健朗 帯状の高海水温域が強化する日本海の帯状の雪雲

山下　達也 フラクタル次元の差からみたシークエンス景観の定量的評価

渕上　梨々花 三重大学周辺で観測された乳房雲の特徴

奥田　颯斗 東南海・南海トラフ地震による津波を想定した 3D災害情報可視化マップによる三
重県熊野市における地域防災力の向上

金田　　葵 海面乱流熱フラックスの長期変化傾向

環境情報システム学

井奥　理久 脳波パワースペクトルの因子分析に依る 農作業現場における暑熱ストレス要因の探索 

一ノ木　匠 バイオ炭燃焼時における NOxの排出特性

植松　佑惟 低輸送振動負荷が果実品質に与える影響

衣川　知歩 レモンバームのトライコーム密度増加に向けた人工光を用いた栽培環境制御

久保田　彗斗 微細藻類および木質バイオマスのバイオ炭の KOH活性化

近藤　俊輔 テフグラスを用いた生分解可能なバイオボードの強度特性

坂口　　響 アルギン酸ナトリウムを添加した稲わらバイオボードの強度特性

茂岡　美月 自律走行ロボットによる柑橘果実成長計測のための果実認識アルゴリズムの開発

清水　春菜 人間協調型農業ロボット制御のための作業姿勢認識および予測手法の開発

白井　大翔 バイオ炭由来の燃焼灰に関する検討

田口　智也 ハイドロチャーによる重金属吸着特性の検討

中島　　慶 孵化予測のための鶏胚バイタルデータの経験的モード分解および特徴分析

中須賀　健介 ミリ波透過強度のニュートラルネットワーク解析による粉末パセリ中の異物検出

深澤　優太 輸送環境負荷計測デバイスのための果実の慣性特性計測

前田　紗希 水晶振動子型センサを用いた清酒に含まれる香り成分の識別 

松村　祐里香 葉緑体動態速度とバイオスペックル解析の関係

水谷　太稀 農作業者の暑熱ストレス分類のための決定木アルゴリズムによる脳波計測部位の探索 

横江　清哉 人間協調型農業ロボットによる知的作業支援のための先読み AIの開発

吉根　拓哉 柑橘収穫ロボットアーム制御のための果実および樹体認識アルゴリズムの開発
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末松　竜季 稲わらを用いた生分解可能な農業用マルチシートの開発研究

峰　　菜摘 農作業行動データ自動収集のための手元動作認識システムの開発

中川　飛来 蛍光分光法によるコーヒー豆発酵過程のモニタリング

農業土木学

青木　ひらり 土の凍結過程における凍上量と熱伝達に関する研究

岡　　柚花 北海道におけるグラウンドアンカー定着後の緊張力低下評価

小野　菜摘 山腹水路における水深と降水量のデータから渓流流入流量を予測可能なモデルの構築

片桐　悠偉 スマートフィールドライシメータの下端圧力制御システムの検証

末崎　智也 ヘッドずれの測定によるグラウンドアンカーの健全性評価

杉山　大受 米もみ殻灰を用いた環境保全型軽量コンクリートの強度に関する研究

寺口　拓希 中型一面剪断試験による袋型根固め材と地盤間の剪断強度の比較

名和　将晃 三重県の水田圃場を対象とした土壌の物理化学性の推定

西村　　薫 斜面安定に対する水平震度と樹木根系の影響の調査

人見　陽輝 畳み込みニューラルネットワークによる植物プランクトンの分類

藤井　淳乃介 非定常流出モデルを用いた田んぼダムの流出抑制効果の定量的評価

藤野　泰雅 米もみ殻灰地盤におけるバサルトメッシュの引抜き摩擦抵抗に関する研究

松下　亜樹 三重県の多面的機能支払活動組織を対象とした田んぼダム設置への興味を規定する
要因分析

松田　美穂 まさ土地帯の表層崩壊において樹木が安全率に与える影響

溝口　優作 閾値処理による水面撮影画像におけるヒシ葉の検出

宮原　啓太 点滴潅水における土中水分移動の数値計算と現場水分データへの適用

森　　武志 Sentinel-2衛星画像と公開地理情報を活用した土地利用分類

山口　潤也 米もみ殻灰配合コンクリートの吸水率に関する研究

山中　菜摘 米もみ殻灰地盤性質に及ぼすダイラタンシー特性の定量化に関する実験的研究

和中　久実 地表面温度の測定に基づくダイズの水ストレス推定

森川　力太 深層学習を用いた水面検出精度の向上

鳥井　京祐 農業従事者のニーズを反映し複数のデータ収集の手法を用いたアプリケーションの
開発

生物圏生命化学科

生命機能化学

市川　俊之 セルロース分解性嫌気性菌 Ruminiclostridium josuiにおける分子育種用ベクターの開発

岩瀬　雄喜 収穫前後の農作物のマルチバンド光センシングに関する研究
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大塚　彩花 Paenibacillus xylaniclasticus由来キシラナーゼXyn11Cの酵素特性

大西　愛美 異なる施肥条件で生育された米の理化学的特性

小熊　大貴 イネの遺伝子欠損変異体 sqd2.1および sqd2.2の二重変異体作成

小野寺　優介 クロラムフェニコールを母体薬剤とした皮膚透過性向上法の探索

鎌田　健太郎 高周波照射された糖水溶液の赤外分光特性

神谷　光佑 卵巣摘出マウスにおける EGCの作用について

川西　なつみ 尾鷲市で栽培した川野夏橙の収穫時期，貯蔵方法の違いによる苦味成分の比較

木本　斗弥 Clostridium paraputrificumの多様性とM21株の特徴に関する研究

草川　芽唯 ノコギリモク Sargassum macrocarpumから単離された化合物の構造解析

桑原　望華 Clostridium paraputrificumの N-アセチルグルコサミン資化とその制御に関する研究

阪口　孝弘 大腸菌 C株のリポ多糖外部コア糖鎖を模倣した部分構造三糖の合成

澤田　彩花 抗菌環状ペプチド curacomycin類の構造活性相関研究－ β-ヒドロキシアスパラギ
ン残基の機能解明

重松　想葉 BSES法における Cel9Rの添加効果

柴田　裕樹 抗菌活性環状デプシペプチドHypeptinに含まれる β-ヒドロキシアスパラギンの合成

杉浦　菜月 抗糖化、抗酸化作用を併せ持つ食品の探索

瀬古　　樹 Clostridium paraputrificumのキチン分解酵素の遺伝学的な解析

竹下　優月 Orbitrap LC-MSを用いた精密質量とMSMSによるゴマリグナン類の特異的分析
法の開発

田中　祥希 EGCgによる酸化ストレスを介した細胞融合作用に関する研究

田邊　優奈 小豆抽出物の分画と機能性成分の探索

辻本　有希乃 大腸菌コールドショック発現系におけるタンパク質の自動発現誘導

西村　和真 蛍光顕微鏡 BZ-X800、ImageJを使用した HEK293細胞を用いたカルシウムイメー
ジングによる TRPV1活性測定の解析法の確立

沼田　理恵 Paenibacillus xylaniclasticus TW1株由来エンドグルカナーゼの相乗効果

服部　芽未 塩化銅で誘導されるソルガムの代謝プロファイル変化に関する研究

林　　香菜 強力な細胞障害活性を示すアセトゲニン類 squamocinの分子プローブの合成

林　　沙耶 ピペコリン酸側鎖に水酸基を持つ PF1171Fの合成

平田　響貴 Caffeic acidを部分構造に持つ γ-oryzanol類縁体の標準物質の合成

松浦　史歩 イロハモミジ葉抽出物の抗酸化作用の検討

室本　創哉 豚肉の低温加熱調理特性の把握

森下　萌夏 抗酸化作用に着目した小豆味噌の機能性の探索

安田　彩乃 小豆抽出物の成分分析と抗酸化および抗炎症作用の検討

浅野　佑輔 マルチバンド分光情報に基づいたイオン成分の異なる水を用いた昆布だしの特性把握
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海洋生命分子化学

伊藤　舜平 新規 Arcobacter属細菌の分類学的検討

稲垣　佐如 褐藻類ウミトラノオ（Sargassum thunbergii Kuntze）から単離した Halosphaeriaceae科真
菌が産生するマクロライド化合物の機能探索

上杉　玲奈 紅藻スサビノリの高水温ストレス条件における光合成関連遺伝子の応答メカニズム
に関する研究

太田　丹奈 紅藻スサビノリの尿素分解系に関与する遺伝子の探索

大野　徳竜 ソルガム栽培における土壌細菌叢の解析

大野　　穂 不織布を用いた拭き取り洗浄による動物脂の除去に及ぼす操作因子

大橋　功輝 アコヤガイ貝殻と軟体部の接着分子機構の顕微鏡観察による解析

大村　蒼志 シリコーンチューブを用いた透過気化法による気体状モノクロラミンの生成と殺菌
効果

落合　寧々 海洋環境からの DEH資化性細菌の新規分離

風間　一穂 紅藻スサビノリの窒素代謝関連遺伝子の発現制御に関する研究

古村　百加 ヒトエグサMonostroma nitidum表面に棲息する共生微生物の単離および機能解析

坂井田　桃 オオキンケイギク（Coreopsis lanceolata）から単離したフラボノイド化合物によるメ
ラニン生合成抑制作用

白石　　翼 資源作物ソルガム搾汁液中の糖代謝産物解析

杉浦　さくら 緑藻ヒトエグサのドラフトゲノム構築に適切なロングリードアセンブラの検討

田中　咲衣 好塩性細菌 Halomonas elongataによる海苔加工残渣からの有用物質生産

橋爪　竣司 蛍光増白剤含有植物油と蛍光検出法を用いた食品製造機器の洗浄性の評価

古田　　陸 軟体動物筋タンパク質パラミオシンの炭酸カルシウム結晶形成能

堀田　拳大 アコヤガイ閉殻筋ミオシンアイソフォームの滑り運動比較解析

前川　葉奈 アコヤガイ貝殻真珠層の黄色発現が真珠層の物理化学的特性に及ぼす影響

宮脇　伸行 広帯域スペクトルカメラを用いた海洋細菌スクリーニングの試み

安川　ゆき 水分収着等温線からみた乾ノリの水分子との相互作用

山口　由実伽 海産大型藻類由来の活性酸素消去物質の探索

山根　勇輝 鳥羽磯部漁協における冷凍生シラスの製品化に関する調査研究

山野　若菜 柿渋の接着力評価方法の考案と各種柿渋の接着力の比較

山本　琴音 ヒト腸内細菌 Bacteroides cellulosilyticus由来 β-1,3-キシラナーゼ BcXyn26Aおよび
BcXyn26Bの構造機能相関

米倉　京佑 ヒラソウダが持つ HDC（ヒスチジンデカルボキシラーゼ）の研究

山下　篤紀 海洋酵母の塩取り込み能および大量培養のための生育条件の検討

塚本　一生 酸性オリゴ糖の脱塩法の検討
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海洋生物資源学科

海洋生物資源学／水圏増殖学

浅田　竜也 シロギス Sillago japonicaの色覚に関する研究

植田　啓太 ロウニンアジ Caranx ignobilis幼魚の視覚に関する基礎的研究

大野　秀真 太平洋沿岸におけるウシエビの遺伝的多様性と集団構造

岡本　龍将 DNAメタバーコーディングに基づくアサリ浮遊幼生の食性解析

加藤　大雅 飼育ハンドウイルカにおけるストレス評価指標としての血中及び糞中コルチゾル濃
度の有用性の検討

上地　俊輔 環境 DNAを用いた三重県内における希少淡水魚調査

川村　大樹 フラクタル次元によるアカモク（Sargassum horneri）の現存量推定に関する基礎的研究

桐山　知夏 口白症関連 RNA組換えプラスミドを接種したトラフグにおける免疫関連遺伝子の
発現

須賀　悠真 若狭湾沖合海域で採捕されたクロザコエビおよびホッコクアカエビからのズワイガ
ニ桿状ウイルスの検出

菅原　佳吾 三重県内のマダイの成長と放流に関する研究

鈴木　友理 カダヤシとミナミメダカの明暗識別能力の比較

田畑　晴貴 英虞湾の海底堆積物浮泥層における渦鞭毛藻シスト群集について

堤　　洋人 自由遊泳中のハンドウイルカの目の動きを捉える技術の確立

中野　　碧 底生動物の摂餌行動に伴う海洋プラスチックの微細化の検証

野村　珠緒 ハンドウイルカにおける表情の可能性のある口開け行動の分類

廣瀬　遥史 アコヤガイ殻黒変病原因菌 Tenacibaculum sp. Pbs-1株の病原性

松沼　裕希 ブラックゴーストの遊泳活動の日周性

向井　亜美 シャチの個体および群れが根室海峡を利用する時期と期間に関する研究

村林　亮輔 飼育下ケープペンギンの趾瘤症発症リスクを高める要因

山岡　涼楓 ピース採取部位がアコヤガイ真珠の品質に与える影響

山口　泰生 クルマエビの糞を用いた非侵襲的な産卵予期技術に関する分子マーカーの探索

山田　圭奈子 飼料原料の違いがマナマコの嗜好性および生残・成長に及ぼす影響

吉原　大智 三重県鳥羽市神島における藻場の現状

海洋生物資源学／海洋生産学

伊藤　　塁 1987年と 2023年の志登茂川および安濃川の河口干潟における底生動物群集の変化

大川　雄生 褐藻綱コンブ目カジメ藻場内の光環境の解明

桐山　綾 三重県におけるニホンイシガメの個体識別による生態研究

粂野　楓一 鈴鹿山脈周辺域におけるイトモロコ Squalidus gracilis gracilisの地理的変異

堺　　颯太 水温と栄養塩がマクサの四分胞子体と配偶体の生育に及ぼす影響
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豊田　彩絵 志登茂川におけるシギ・チドリ類の分布と食性

長坂　桂吾 大紀町錦の大型定置網における板鰓類の混獲実態とその食性解析

畠山　駿佑 中心類珪藻スケレトネマ属の出現動態からみた英虞湾の一次生産構造

濱口　友晴 三重県沿岸の海藻に付着するコケムシ相

林　　美颯 的矢湾における二倍体マガキの生残率と成熟に関する調査

堀江　慧悟 小・中学生を対象とした体験活動プログラムの実施と影響調査

吉永　美月 頭足類生殖腺の組織解剖学
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 2023年の教員の出版物目録
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Conference 報告要旨集
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Lodging Risk from the Distribution of Available Nitrogen in Soil Using UAS Images in a Paddy Field. 

Sensors, 23巻 14号 , 6466-6466

Richa Hu, Yu Yoshihara, Batdelger Gantsetseg, Toshihiko Kinugasa: Different regrowth patterns after 
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Ujat AH, Ono T, Hattori Y, Nakashima C: Re-Examination of Several Elsinoe Species Reported from Japan. 
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Uy RJ, Kayamori M, Nakashima C: Characterization of Penicillium Species Isolated from Dioscorea 

polystachyain Hokkaido, Japan. Mycoscience, 64, 11-18

Vina Rizkawati, Kazuma Sakai, Tohru Tsuchiya, Morio Tsukada: Different egg size in the chrysanthemum 

lace bug Corythucha marmorata (Hemiptera: Tingidae) in response to novel host plant cultivars. APPLIED 

ENTOMOLOGY AND ZOOLOGY, 58巻 1号 , 93-103

Yoshihito Shimono, Taiga Kasuya, Yosuke Matsuda: Russula granulata new to Japan, collected in mixed 

subalpine forests of Nagano Prefecture. 日本菌学会報 , 64, 67-77

Yu Yoshihara, Chiharu Saiga, Takehiro Tamura, Toshihiko Kinugasa: Relationships between sheep nematode 

infection, nutrition, and grazing behavior on improved and semi-natural pastures. VETERINARY AND 

ANIMAL SCIENCE, 19巻
Yu Yoshihara, Tomoyo Miyazaki: Forage selection behavior of sheep with visually moldy or nonmoldy grass 
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RNA mycoviruses from wild mushroom isolates in Japan. Virus Research, 325, 1-9

江崎貴久 , 常清秀 : 地域漁業における無形観光資源の活用効果に関する考察と分析 ―鳥羽市答志島のエコツ
アーの事例より―. 地域漁業研究 , 第 63巻第 1号 , 1-10

松井宏樹 : ウシのゲップに含まれるメタンを減らす ―持続的な生産に向けて―. プレスリッツ , 92, 3-4
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共生環境学専攻

A. E. Atef, M. Y. Islam, A. O. Owino, M. A. Islam, M. S. Rahman, Z. Hossain: Enhancing Soil Stability and 

Geotechnical Properties of Subgrade Layers Using Rice Husk Ash: A Sustainable Approach for Ground 

Improvement. Proc. of the 13th Int. Conf. on Geotechnique, Construction Materials & Environment, 

Bangkok, Thailand, 13, 463-470

Akinori Shimooka, Xiulun Wang: Effect of the ratio of grouser height to pitch for single grouser shoe on 

tractive performance. The 29th Tri-U International Joint Seminar and Symposium

Alex Otieno Owino, Zakaria Hossain: Correlation between one-dimensional consolidation coefficients and 

different basalt fiber lengths and RHA-cement contents in fiber-reinforced stabilized expansive soils. 

Construction and Building Materials, 63, 1-18

Chiharu Mizuki, Yasuhisa Kuzuha: Frequency Analysis of Hydrological Data for Urban Floods? Review of 

Traditional Methods and Recent Developments, Especially an Introduction of Japanese Proper Methods. 

Water, 15巻 13号 , 2490-2490

Inagaki Y, S. Nagata, K. Nagasuga, K. Takisawa, T. Fukushima: Potential of Detection for Salinity Stress 

Utilizing Laser Speckle Method. Journal of the Japanese Society of Agricultural Machinery and Food 

Engineers, 85巻 1号 , 41-50

Katsutoshi Seki, Nobuo Toride, Martinus Th. van Genuchten: Evaluation of a general model for multimodal 

unsaturated soil hydraulic properties. Journal of Hydrology and Hydromechanics, 71巻 1号 , 22-34

Kenta Suzuki and Kunio Watanabe: Observation of ice lensing in directionally frozen soil using a hyperspectral 

camera. Ground Freezing, 41-47

Lok Wai Jacky Tsay, Shiigi Tomoo, Zichen Huang, Hiroaki Nakanishi, Tetsuhito Suzuki, Keiichiro Shiraga, 

Yuichi Ogawa, Naoshi Kondo: An acoustic based local positioning system for dynamic UAV in GPS-denied 

environments. Applied Engineering in Agriculture, 39巻 3号 , 315-323

M. A. Islam, M. S. Rahman, M. Y. Islam, A. E. Atef, M. M. Alam, Z. Hossain: Investigating the Effect of 

Rice Husk Ash in the Interface Behaviour of Geosynthetic and Clayey Soil for Ground Improvement. Proc. 

of the 13th Int. Conf. on Geotechnique, Construction Materials & Environment, Bangkok, Thailand, 13, 

1302-1307

M. M. Alam, M. S. Rahman, Z. Hossain, A. E. Atef, M. Y. Islam, M. A. Islam. A.: A Comparison of the 

Frictional Resistance of the Ground in Japan and Bangladesh by Stabilanka Geotextile. Proc. of the 13th Int. 

Conf. on Geotechnique, Construction Materials & Environment, Bangkok, Thailand, 13, 476-482

M. S. Rahman, M. M. Alam, Z. Hossain, A. E. Atef, M. Y. Islam, M. A. Islam: Effects of Municipal Solid 

Wastes on Physico- Chemical Properties of Soil Around Dumpsite at Mymensingh, Bangladesh. Proc. of the 

13th Int. Conf. on Geotechnique, Construction Materials & Environment, Bangkok, Thailand, 13, 1281-1287

M. Y. Islam, A. E. Atef, A. O. Owino, M. A. Islam, M. S. Rahman, Z. Hossain: Critical Review on Utilization 

of River Sludge, Rice Husk Ash, and Cement: Sustainability and Implications. Proc. of the 13th Int. Conf. 

on Geotechnique, Construction Materials & Environment, Bangkok, Thailand, 13, 471-475

M. Yulia, A. Analianasari, S. Widodo, K. Kusumiyati, H. Naito, D. Suhandy: Rapid measurement of sake 

mash using differential near-infrared spectra of diffuse transmission and transflectance. Foods, 12 (23), 1-14

Miku Amano, Yoshihiro Tachibana, Yuta Ando: Consideration of whether a climatic regime shift has 

prevented the occurrence of a cold summer in northeast Eurasia since 2010. Journal of Climate, 36巻 , 8059-

8071

Mizuki Shibasaki,Tetsuhito Suzuki, Nanding Li, Moriyuki Fukushima, Tateshi Fujiura, Takahiko Ohmae, 

Norio Nishiki, Yuichi Ogawa, Naoshi Kondo: Estimation of Vitamin A Concentration in Cattle Blood Based 



95

on Fluorescence with/without Blood Cell Separation by Plasma Filter. Lecture Notes in Civil Engineering, 

458, 275-282

Muharfiza, Dimas Firmanda Al-Riza, Nie Sen, Yasushi Kohno, Tetsuhito Suzuki, Makoto Kuramoto, Yuichi 

Ogawa, Naoshi Kondo: Effect of relative humidity and light exposure on fluorescence compound dynamics, 

soluble solid and acidity of Japanese Citrus Iyokan during postharvest treatment(zEffect of relative humidity 

and light exposure on fluorescence compound dynamics, soluble solid and acidity of Japanese Citrus Iyokan 

during postharvest treatment). Advances in Food Science, Sustainable Agriculture and Agroindustrial 

Engineering, 6巻 2号 , 153-162

Najmun Nahar, Sayful Kabir Khan and Zakaria Hossain: Impact of Rice Husk Ash on the Compaction 

Characteristics of Soi. Jagannath University Journal of Science, 10(2), 87-93

Nanding Li, Dimas Firmanda Al Riza, Otieno Samuel Ouma, Mizuki Shibasaki, Wulandari, Moriyuki 

Fukushima, Tateshi Fujiura, Yuichi Ogawa, Naoshi Kondo, Tetsuhito Suzuki: Blood vitamin A level 

prediction in Japanese black cattle based on chromatic and dynamic eye features using double imaging 

system. Biosystems Engineering, 244, 107-113

Nanding Li, Otieno Samuel Ouma, Dimas Firmanda Al Riza, Mizuki Shibasaki, Wulandari, Moriyuki 

Fukushima, Tateshi Fujiura, Yuichi Ogawa, Naoshi Kondo, Tetsuhito Suzuki: An automatic eye surface-

fundus double imaging system for estimation of vitamin A levels in Japanese Black Cattle. Computers and 

Electronics in Agriculture, 107908

Nozomi Kaneko Sato, Takeshi Tsuji, Yoshihiro Iijima, Nobuhito Sekiya and Kunio Watanabe: redicting rice 

lodging risk from the distribution of available nitrogen in soil using UAS images in a paddy field. Sensors, 

23, 1-15

Owino, A. O. and Hossain, Z.: The influence of basalt fiber filament length on shear strength development of 

chemically stabilized soils for ground improvement. Construction and Building Materials, 374, 1-15

Shuhei Yoshimoto, Numan Luthfi, Kanta Nakano, Takashi Fukushima, Kenji Takisawa: Effects of potassium 

on hydrothermal carbonization of sorghum bagasse. Bioresources and Bioprocessing, 10巻 1号
Syduzzaman, A Khaliduzzaman, A Rahman, A Kashimori, T Suzuki, Y Ogawa, N Kondo: Non-invasive 

classification of single and double-yolk eggs using Vis-NIR spectroscopy and multivariate analysis. British 

Poultry Science, 64巻 2号 , 195-203

Tetsuyuki Takemoto, Zichen Huang, Ken Abamba Omwange, Yoshito Saito, Keiji Konagaya, Tetsuhito 

Suzuki, Yuichi Ogawa, Naoshi Kondo: Label-free technology for traceable identification of single green 

pepper through features in UV fluorescent images. Comput. Electron. Agric., 211巻 , 107960-107960

Yingqi Peng, Wulandari, Naoshi Kondo, Tateshi Fujiura, Tetsuhito Suzuki, Hidetsugu Yoshioka, Erina 

Itoyama: Japanese Black cattle call patterns classification using multiple acoustic features and machine 

learning models.. Comput. Electron. Agric., 204巻 , 107568-107568

Yohsuke Inagaki, Shin Nagata, Kiyoshi Nagasuga, Kenji Takisawa, Takashi Fukushima: Detection of Salinity 

Stress of Soybean Utilizing the Laser Speckle Method. Journal of the Japanese Society of Agricultural 

Machinery and Food Engineers, 85巻 1号 , 41-50

Zhao, N., Wu, P., Manda, A., Guo, X., & Wang, B.: Moisture sources of the Tohoku heavy rainfalls in August 

2022 and the influences of tropical storms::. , 50, e2023GL104166. https://doi.org/10.1029/2023GL104166. 

Geophysical Research Letters, 50, 1-10

安原晃弘皐 , 岩井理路 , 山重貴久 , 近藤直 , 鈴木哲仁 , 白神慧一郎 , 小川雄一 : ミリ波照射によるアクチン伸
長効果の機序解明に向けた評価系の検討 . 関西農業食料工学会報 , 134, 51

伊藤遼 , 徐順豪 , 蔡子逸 , 王秀崙 : イチゴの茎葉を用いた生分解可能なバイオボードの強度特性 . 関西農業食
料工学会会報 , 134, 12-12



96

井ノ下胤仁 , 森尾吉成 , 枡田優希 , 中西龍太郎 , 内藤啓貴 , 村上克介 : 柑橘栽培収穫ロボット制御のための樹
体と作業空間認識 . 関西農業食料工学会会報 , 134号 , 26-26

浦畑夢 , 長岡誠也 , 岡島賢治 : 水中超音波による水路コンクリート表面の粗さ計測の可能性 . 農業農村工学
会誌 , 91巻 11号 , 25-28

岡島賢治 : 間知石を用いた空石積擁壁の石組みの違いによる強度比較 . 棚田学会誌 , 24巻 , 2-8

関勝寿，取出伸夫 : 一般化透水モデルによる不飽和透水係数の閉形式解 . 土壌の物理性 , 154, 19-27

斎藤広隆，取出伸夫 : 地下水涵養過程の数値解析再訪 . 土壌の物理性 , 13-24

取出伸夫 : 不均一な土中の溶質移動と動相不動相モデル . 地下水学会誌 , 167-27

徐順豪 , 王秀崙 : 生分解可能な農業用マルチシートの開発研究 . 環境技術 , 52, 34-40

松尾直樹 , 内藤啓貴 , 福島嵩彬 , 森尾吉成 , 村上克介 : 心拍及び脳波を用いた農作業者の暑熱ストレス推定シ
ステムの開発 . 関西農業食料工学会会報 , 134号 , 16-16

森本英嗣 , 山下良平 : 荒廃農地の積極的な林地化の実態と今後の展開 . 水土の知 , 91巻 9号 , 637-640

森本温登 , 森尾吉成 , 中西龍太郎 , 枡田優希 , 内藤啓貴 , 村上克介 : 柑橘栽培収穫ロボットアーム制御のため
の果実認識 . 関西農業食料工学会会報 , 134号 , 25-25

谷康行，徐順豪，蔡子逸，王秀崙 : 稲わらとアナアオサを用いたハイブリッドバイオボードの作製 . 関西農
業食料工学会会報 , 134, 13-13

中西龍太郎 , 森尾吉成 , 内藤啓貴 , 村上克介 : 柑橘果実収穫ロボットのための環境認識とロボットアーム制御 . 

関西農業食料工学会会報 , 133号 , 37-38

中村祐紀 , 村上克介 , 中西龍太郎 , 枡田優希 , 内藤啓貴 , 森尾吉成 : トマト栽培における腋芽の画像認識 . 関
西農業食料工学会会報 , 134号 , 29-29

中島伸 , 森尾吉成 , 枡田優希 , 中西龍太郎 , 内藤啓貴 , 村上克介 : 人間協調型農業ロボット制御のための作業
行動マッピング . 関西農業食料工学会会報 , 134号 , 22-22

朝倉皐，鈴木哲仁，小川雄一，近藤直，白神慧一郎 : トレハロースの水和作用が過熱に伴う球状タンパク質
の二次構造安定化に及ぼす影響の評価 . 関西農業食料工学会報 , 134, 36

土井理紗子 , 内藤啓貴 , 和田淳志 , 森尾吉成 , 村上克介 : 近赤外拡散透過・反射スペクトルを用いた清酒もろ
みの迅速計測 . 関西農業食料工学会会報 , 134号 , 54-54

乃田 啓吾 , 岡島 賢治 , 千家 正照 , 千原 英司 , 西村 眞一 , 梶川 千賀子 , 酒井 俊典 , 平松 研 : 明治用水頭首工
の漏水事故に対する緊急対応 . 農業農村工学会誌 , 91巻 2号 , 32-35

鈴木哲仁 : 鶏卵の光学計測による鶏ヒナの孵化前雌雄判定 . 農業食料工学会誌 , 86巻 3号 , 129-132

枡田優希 , 森尾吉成 , 内藤啓貴 , 村上克介 : 柑橘栽培収穫ロボットのための圃場空間内果実マッピング . 関西
農業食料工学会会報 , 133号 , 15-16



97

生物圏生命科学専攻

Akira Kurashima, Yukiko Kageyama, Mikio Ishido, Mahiko Abe: Effects of temperature and photoperiod on 

the growth and maturation of parthenogenetic Petalonia binghamiae. FISHERIES SCIENCE, 89巻 2号 , 

171-179

Aoi KAJI, Sae TANAKA, Saki ISHIGURO, Chiharu NISHIYAMA, Hideki NAKAYAMA, Kiyotaka 

HARA, Fumiyoshi OKAZAKI: Efficient enzymatic saccharification of the macroalgal polysaccharide β-1,3-

xylan using thermostable enzymes. Proceedings of the 29th Tri-U International Joint Seminar and 

Symposium

Atsuya Yamamoto, Tamami Hattori, Marina Ito, Takahito Masubuchi, Norihiro Watanabe, Minoru 

Kanaiwa: New methodology of simple and accurate external markers for stock identification of ayu in a 

tributary of the Miya River, Mie, Japan. FISHERIES SCIENCE

Daichi Ito, Shuichi Karita, Midori Umekawa: A C1/C4-Oxidizing AA10 Lytic Polysaccharide Monooxygenase 

from Paenibacillus xylaniclasticus Strain TW1. Journal of Applied Glycoscience, 70巻 1号 , 39-42

Eitaro Sawayama, Masaya Takahashi, Shin-Ichi Kitamura: Metagenomic profile of caudal fin morphology of 

farmed red sea bream Pagrus major. Diseases of aquatic organisms, 155巻 , 79-85

El-Desoky M.S., Tetsuya Jogatani T., Yamane F., Izumikawa K., Kakinuma M., Sakamoto T., Tsutsui N.: 

Identification of an additional vitellogenin gene showing hepatopancreas-specific expression in the kuruma 

prawn Marsupenaeus japonicus. Fisheries Science, 89巻 , 613-623

Emi Kunitake, Takashi Kawaguchi, Shuji Tani: Independent, cooperative regulation of cellulolytic genes by 

paralogous transcription factors ClbR and ClbR2 in Aspergillus aculeatus.. Bioscience, biotechnology, and 

biochemistry

Enokizu, A., Morisaka, T., Kogi, K., Yoshioka, M.: Yawning in Wild Indo-Pacific Bottlenose Dolphins 

(Tursiops aduncus). Mammal Study, 48巻 3号 , 215-217

Genfu Yagi, Huiyuan Qi, Kana Arai, Yuki F. Kita, Kazunobu Kogi, Tadamichi Morisaka, Motoi Yoshioka, 

Miho Inoue-Murayama: Non-invasive age estimation based on faecal DNA using methylation-sensitive high-

resolution melting for Indo-Pacific bottlenose dolphins. Molecular Ecology Resources

Hayakawa Takuya, Yamamoto Asahi, Yoneda Taiki, Hori Sakino, Okochi Nanami, Kagotani Kazuhiro, 

Okumura Katsuzumi, Takebayashi Shin-Ichiro: Reorganization of the DNA replication landscape during 

adipogenesis is closely linked with adipogenic gene expression. J. Cell Sci., 136巻 2号
Hiroki Fujita, Panakkool Thamban Aneesh, Kentaro Kawai, Shin Ichi Kitamura, Michitaka Shimomura, 

Tetsuya Umino, Susumu Ohtsuka: Redescription and molecular characterization of Mothocya parvostis 

Bruce, 1986 (Crustacea: Isopoda: Cymothoidae) parasitic on Japanese halfbeak, Hyporhamphus sajori 

(Temminck &amp; Schlegel, 1846) (Hemiramphidae) with Mothocya sajori Bruce, 1986 placed into 

synonymy. Zootaxa, 5277巻 2号 , 259-286

Honda, S., Yamazaki, Y., Mukada, T., Cheng, W.G., Chuba, M., Okazaki, Y., Saito, K., Oikawa, A.,   

Maruyama, H., Wasaki, J., Wagatsuma, T., Tawaraya, K.: Lipidome Profiling of Phosphorus Deficiency-

Tolerant Rice Cultivars Reveals Remodeling of Membrane Lipids as a Mechanism of Low P Tolerance. 

Plants-Basel, 12(6)

Ito, D., K. Kitamura, K. Higashi, M. Kondo, S. Ogawa, A. Kikuchi, S. Karita, S. Ichikawa.: Stable 

cellulolytic acitivity of Clostridium thermocellum against cellulosic biomass pretreated with ionic liquid 

1-ethyl 3- methylimidazolium acetate.. Bioresource Technology Reports, 25, 101739

Jayan D M Senevirathna, Ryo Yonezawa, Taiki Saka, Yuka Hiramatsu, Ashley Rinka Smith, Yoji Igarashi, 

Kazutoshi Yoshitake, Shigeharu Kinoshita, Noriko Funasaka, Shuichi Asakawa: Draft genome sequencing 



98

and assembly of Risso’s dolphin, Grampus griseus.. Journal of genomics, 11巻 , 9-13

Kanamori A, Kitani R, Oota A, Hirano K, Myosho T, Kobayashi T, Kawamura K, Kato N, Ansai S and 

Kinoshita M: Wnt4a Is Indispensable for Genital Duct Elongation but Not for Gonadal Sex Differentiation 

in the Medaka, Oryzias latipes. Zoological Science, 40, 348-359

Katahira, Hirotaka, Ikeda, Orie, and Yodo, Taiga.: An outbreak case of Neoergasilus japonicus (Copepoda: 

Ergasilidae) in an extraterritorial program for the Japanese rice fish Oryzias latipes. Fish Pathology, 58, 171-

174

Kenji Kuriya, Sayaka Goto, Erina Kobayashi, Masahiro Nishio, Masahiro Nakamura, Hayato Umekawa: 

Cholesterol-lowering activity of adzuki bean (Vigna angularis) polyphenols. Molecular biology reports, 50巻
7号 , 5575-5584

Kenji Kuriya, Shimon Itoh, Akihiro Isoda, Shoki Tanaka, Masahiro Nishio, Hayato Umekawa: Green tea 

polyphenol EGCg induces cell fusion via reactive oxygen species.. Biochemistry and biophysics reports, 35

巻 , 101536-101536

Kenneth Neil Mertens, M. Consuelo Carbonell-Moore, Nicolas Chomerat, Gwenael Bilien, Sylviane Boulben, 

Laure Guillou, Sarah Romac, Ian Probert, Akira Ishikawa, Elisabeth Nezan: Morpho-molecular analysis of 

podolampadacean dinoflagellates (Dinophyceae), with the description of two new genera. Phycologia, 62, 

117-135

Koizumi, H., Suehara, K., Okamura, M., Miyake, H., Hashimoto, A: Simple Estimation of Effective 

Irradiance of UV-LED light for Evaluation of Microbial Inactivation in Turbid Aqueous Solution. Eng. 

Agri. Environ. Food, 15, 81-86

Maheshkumar Prakash Patil, Jong-Oh Kim, Seung Hyun Yoo, Yong Bae Seo, Yu-Jin Lee, Jin-Koo Kim, Shin-

Ichi Kitamura, Gun-Do Kim: Complete Mitogenome and Phylogenetic Analysis of a Marine Ray-Finned 

Fish, Alcichthys elongatus (Perciformes: Cottidae). Fishes

Marwa Said El-Desoky, Rino Takeuchi, Hidekazu Katayama, Naoaki Tsutsui: Chemical synthesis of insulin-

like peptide 1 and its potential role in vitellogenesis of the kuruma prawn Marsupenaeus japonicus. Journal 

of Peptide Science, 29巻 12号
Marwa Said El-Desoky, Tetsuya Jogatani, Fumihiro Yamane, Kouichi Izumikawa, Makoto Kakinuma, 

Tatsuya Sakamoto, Naoaki Tsutsui: Identification of an additional vitellogenin gene showing 

hepatopancreas-specific expression in the kuruma prawn Marsupenaeus japonicus. Fisheries Science, 89巻 5

号 , 613-623

Mishima Y, Matsumoto T, Morisaka T, Nakahara F: Pre- and postpartum acoustic activity in captive Pacific 

white-sided dolphin (Lagenorhynchus obliquidens) mothers. Mammal Study, 49, 19-32

Mishima, Y., Matsuo, I., Karasawa, Y., Ishii, M. and Morisaka, T.: Directional and amplitude characteristics 

of pulsed call sequences in captive free-swimming Pacific white-sided dolphins (Lagenorhynchus 

obliquidens). Journal of the Acoustical Society of America, 154, 2974-2987

Mochamad C. W. Arief, Asep Sahidin, Izza M. Apriliani, Isni Nurruhwati, Zahidah Zahidah, Gunawan 

Muhammad, Akira Komaru: Native Indonesian pond mussel Pilsbryoconcha exilis and alien Sinanodonta 

woodiana: the potential effect on the future conservation and:economic benefit. AACL Bioflux, 12(1)

Naoto Isono, Shuichiro Yagura, Kanon Yamanaka, Yukino Masuda, Kazuki Mukai, Hirotaka Katsuzaki: 

Enzymatic synthesis of β-D-fructofuranosyl α-D-glucopyranosyl-(1→ 2)-α-D-glucopyranoside using 

Escherichia coli glycoside phosphorylase YcjT. Biosci. Biotechnol. Biochem., 87, 1249-1253

Nishikawa A, Karita S, Umekawa M: Ngk1 kinase-mediated N-acetylglucosamine metabolism promotes UDP-

GlcNAc biosynthesis in Saccharomyces cerevisiae. FEBS Lett.

Nobumichi Takano, Minoru Kanaiwa, Mari Kobayashi: Estimation of feeding strategies of spotted seals (Phoca 



99

largha) migrating to three regions in Hokkaido, Japan. Marine ecology, 44

Ogawa Akiko, Yukino Mizutani, Reiji Tanaka, Tatsuki Ochiai, Ruu Ohashi, Nobumitsu Hirai, Masanori 

Suzuki: Influence of Elution Characteristics of Steelmaking Slags on Major Bacterial Communities in 

Biofilms. MDPI, 13, 1537

Satoshi Kanoh, Takayuki Noma, Hirotaka Ito, Masatomo Tsureyama, Daisuke Funabara: Myosin light chain 

of shark fast skeletal muscle exhibits intrinsic urea-resistibility. Scientific Reports, 13巻 1号
Satoshi Yamamoto, Kouki Ito, Masaharu Tokuda, Naoaki Tsutsui: Influence of nitrate starvation on transcript 

levels of nitrate transporter (Nrt2) and β-subunit of phycoerythrin (Cpeb) genes in Rhodomonas sp. Algal 

Research, 74, 103217-103217

Sawada H, Tomita H, Okazaki F, Tamaru Y.: Comparison of Different Carbon Sources on Biomethane 

Production with Clostridium cellulovorans and Methanogens. Applied Microbiology, 3, 493-503

Shinya Uwai, Satomi Takagi, Takuma Sekiguchi, Nozomi Emura, Teruwo Morita, Akira Kurashima, Yoichi 

Sato: Inconsistency between morphological diversity and genetic structuring: proposal for one species of 

Undaria in Japan. Botanica Marina, 66, 81-90

Tadamichi Morisaka, Tomo Furuichi, Kazunobu Kogi, Motoi Yoshioka: Group definition for underwater 

observation of wild Indo-Pacific bottlenose dolphins. Journal of Ethology

Takahiko Aoki: Preparation and structural analysis of a sialo-oligosaccharide from glycophorin in carp red 

blood cell(RBC) membranes. Medical Research Archives, 11, 1-17

Takano Nobumichi, Kanaiwa Minoru, Kobayashi Mari: Estimation of feeding strategies of spotted seals (Phoca 

largha) migrating to three regions in Hokkaido, Japan. Marine Ecology

Takanori Ikenaga, Tastufumi Nakamura, Tatsushi Tajiri, Minaki Tsuji, Dai-ichiro Kato, Toshinao Ineno, 

Yasuhisa Kobayashi, Naoaki Tsutsui, Sadao Kiyohara: Diversity and evolution of serotonergic cells in taste 

buds of elasmobranchs and ancestral actinopterygian fish. Cell and Tissue Research, 394巻 3号 , 431-439

Takayuki Doi, Kosuke Ohsawa, Yuichi Masuda: Cyclic Tetrapeptide Natural Product Asperterrestide A: 

Total Synthesis and Structural Revision. Journal of Synthetic Organic Chemistry, Japan, 81巻 6号 , 554-

561

Tatsumi, K., Ichino, T., Isaka, N., Sugiyama, A., Moriyoshi, E., Okazaki, Y., Higashi, Y., Kajikawa, M.,  

Tsuji, Y., Fukuzawa, H., Toyooka, K., Sato, M., Ichi, I., Shimomura, K., Ohta, H., Saito, K., Yazaki, K.: 

Excretion of triacylglycerol as a matrix lipid facilitating apoplastic accumulation of a lipophilic metabolite 

shikonin. Journal of Experimental Botany, 74(1), 104-117

Tomohiro Itoh, Mai Muramatsu, Daiki Miyazono, Mamoru Koketsu, Shingo Fujita, Toshiharu Hashizume: 

Phenolic Glycosides Citrulluside H and Citrulluside T Isolated From Young Watermelon (Citrullus lanatus) 

Fruit Have Beneficial Effects Against Cutibacterium acnes-Induced Skin Inflammation. Natural Product 

Communications, 18巻 1号 , 1934578X2211432-1934578X2211432

Tomohiro Itoh, Tomomi Degawa, Yuko Ito, Yukihiro Akao, Nobuaki Okumura: Role of Royal Jelly Treated 

Adipose-Derived Stem Cell-Extracellular Vesicles on Fibroblast Proliferation, Migration, and Collagen 

Production. Dermatologic Therapy, 2023巻 , 1-21

Yamada, K., Masuda, Y.: A sulfur-33 nuclear quadrupole resonance study of 33S2-labeled L-cystine. Magn. 

Reason. Chem., 61, 296-300

Yuichi Masuda, Shinobu Ohki, Yuuki Mogami, Kenzo Deguchi, Kenjiro Hashi, Atsushi Goto, Tadashi 

Shimizu, Kazuhiko Yamada: Solution and solid-state 33 S NMR studies of 33 S-labeled taurine. Magn. 

Reson. Chem., 61, 589-594

Yutaka Tamaru, Shuji Nakanishi, Kenya Tanaka, Mitsuo Umetsu, Hikaru Nakazawa, Aruto Sugiyama, 

Tomoyuki Ito, Naofumi Shimokawa, Masahiro Takagi: Recent research advances on non-linear phenomena 



100

in various biosystems.. Journal of bioscience and bioengineering, 136巻 2号 , 75-86

伊藤智広 : 持続可能な農業生産に向けた栽培副産物の香粧品素材への利用検討 . 日本調理食品研究会誌　調
理食品と技術 , 29, 1-16

伊藤智広 , 山本大 , 瀧田 (森 )優子 , 阿閉耕平 , 横山一樹 , 中島綾香 , 鈴木健吾 : 食品加工副産物を利用した
クロアワビ (Haliotis discus discus Reeve) 養殖飼料の開発 . 日本食品科学工学会誌 , 70巻 1号 , 13-24

関秀行，福﨑智司，石川真美 : 短時間接触における各種アミノ酸の塩素要求量 . 日本防菌防黴学会誌 , 51, 

227-231

宮崎多恵子 , 大隅彪 , 倉崎大地 : アオリイカ 3種の視覚機能ならびにアカイカ・アオリイカの飼育下におけ
る発生・成長・成熟 .日本水産学会誌 , 89, 166 (2023). 日本水産学会誌 , 89, 166

宮崎多恵子 , 江幡恵吾 : アオリイカ漁業の現状と将来―漁業者との協働研究 .日本水産学会誌 , 89, 164 (2023). 

日本水産学会誌 , 89, 164

橋田佳央梨 , 船坂徳子 , 前田ひかり , 貝良文 , 吉岡基 : 鯨類追込網漁業により得られた発見記録からみた秋季
および冬季の熊野灘南部海域における鯨類の来遊状況 . 日本水産学会誌 , 89巻 2号 , 102-114

橋本篤 : 赤外分光センシング情報に基づいた液体食品の特性把握 . ソフト・ドリンク技術資料 , 199, 51-61

橋本篤 : フードプロセスの現在と未来 . 化学工学 , 87, 337-339

橋本篤 : 光センシング情報に基づいた食品 ･農産物の品質評価と新規加工技術 . 光技術コンタクト , 61, 43-43

橋本篤 , 中川究也 , 下山田真 , 都甲洙 , 小南友里 , 今泉鉄平 : International Congress on Engineering and 

Food・ICEF14参加レビュー . 日本食品工学会誌 , 24, A7-A11

五十嵐洋治 : 大型藻類へのゲノム・トランスクリプトーム解析の応用と課題 . Algal Resources, 16, 31-37

高橋和宏 , 大村蒼志 , 福﨑智司 : シリコーンゴムを透過した気体状モノクロラミンによる種々の微生物の不
活化 . 日本防菌防黴学会誌 , 51, 581-581

山田哲義 , 村松隆 , 桐山竜也 , 福﨑智司 : Self-decomposition and half-life time of gaseous hypochlorous acid. 

Journal of Microorganism Control, 28, 65-68

柴田敏行 : 大型藻類の利活用技術の開発とバイオリファイナリーへの展開：CO2の資源への転換を目指して . 

化学と生物 , 61巻 12号 , 580-589

小川亜希子 , 水谷雪乃 , 田中礼士 , 落合竜季 , 大橋琉卯 , 平井信允 , 鈴木雅紀 : 製鋼スラグの溶出特性がバイ
オフィルム中の主要細菌群集に及ぼす影響 . Coatings, 13巻 9号 , 1537-1547

西尾昌洋 , 山中悠里 , 栗谷健志 , 梅川逸人 , 松田智子 : 閉経後骨粗しょう症モデルマウスにおける茶粉末摂取
の骨密度低下抑制効果 . 日本食品化学学会誌 , 30, 114-120

大島誠一郎 , 末原憲一郎 , 伏見文弥 , 中村久栄 , 橋本篤 : 赤外分光スペクトル情報に基 づいた絶縁油劣化指
標の推定手法の検討 . 電気学会論文誌 B, 143, 567-573

中村昌弘 , 伊藤太一 , 苅田修一 : 単離・同定された天然酵母の中華まん用酵母としての特性について . 日本
食品工学会誌 , 24, 69-75

田丸浩 , 堀克敏 : 微生物飼料を活用した次世代陸上養殖の展開 . 月刊バイオインダストリー , 41, 51-57

渡邉大貴 , 林沙英 , 落合徹 , 新井田康朗 , 高橋和宏 , 福﨑智司 : 拭き取り洗浄によるステンレス鋼表面からの
植物油の除去における動摩擦力と界面活性剤の役割 . 日本防菌防黴学会誌 , 51, 147-153

梅川碧里 : 酵母における栄養飢餓応答と細胞内糖質代謝の分子機構 . 応用糖質科学 , 13, 38-44

尾田昌紀 , 淀太我 : ビワマス回遊型親魚の産卵にスニーキングする矮小型成熟雄 . 魚類学雑誌 , 70, 223-227

福﨑智司 : カット野菜の洗浄・殺菌における脱気次亜塩素酸水溶液の有効性 . J. Environ. Control Technique, 

41, 54-60

福﨑智司 : 食品工場における硬質表面洗浄の理論と実際 . イルシー , 155, 1-9

福﨑智司 : 次亜塩素酸を利用した家庭用製品 . 日本防菌防黴学会誌 , 52, 29-34

福﨑智司 : Uses of gaseous hypochlorous acid for controlling microorganisms in indoor spaces. Journal of Microorganism 

Control, 28, 165-175
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福﨑智司 : 次亜塩素酸ナトリウムの理論的研究ならびにその現場使用に関する研究 . 日本防菌防黴学会誌 , 

51, 17-26

舩原大輔 : 二枚貝が殻を閉じ続ける分子機構～キャッチ収縮～ . 化学と生物 , 61, 564-568
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附属教育研究施設等

Nagasuga, K. and Umezaki, T.: Relationship between seed yield and dry matter production in unbranched 

soybean. Environ. Cont. Biol., 61, 1-8

伊神飛鳥 , 吉井達樹 , 沼本晋也 , 松村直人 : 航空レーザデータと UAV 空中写真を用いたスギ人工林におけ
る風倒木抽出と特徴量解析 . 第 13回中部森林学会講演要旨集 , 1

横山航大 , 吉井達樹 , 沼本晋也 , 松村直人 : スギ人工林における GNSS測量の精度分析 . 中部森林研究 , 71, 

91-94

辛翔 , 上岡咲絵子 , 青木伸一 , 岡辺拓巳 : 海食崖前面の砂丘周辺の風況と飛砂の特性に関する研究 . 土木学会
論文集 B2（海岸工学） , Vol. 79, No. 17, 論文 ID: 23-17085

長菅輝義 : 微生物を活用して無肥料・無農薬栽培したダイズの子実生産と虫害感受性 . アグリバイオ , 96, 

70-72

島田博匡 , 沼本晋也 : 倒流木を除去した渓流区間における倒流木の再発生・流下の経年変化 . 第 134回日本
森林学会学術講演要旨集 , 1, 203-203

逵原幸奈 , 松田浩一 , 糟谷享 : マハタ仔魚飼育時における水面油膜除去の開始日の違いが鰾の一次開腔およ
び成長に及ぼす影響 . 水産増殖 , 71, 99-109
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編  集  後  記

研究科が紀要を発行する意義は，研究科教員による研究活動の広報ならびに研究科お

よび学部の学生による研究成果の集約であると考えます。各分野に特化した研究論文は，

学会誌やジャーナルなどの専門学術誌に掲載されており，Webから容易にダウンロード

できるものが多くなりました。一方，紀要は，そのような専門学術誌に掲載されるよう

な論文だけでなく，関連する報告なども掲載するなど，懐の深い点が特徴です。研究デー

タを取得するための苦労や楽しさなどを紹介する報告もあってよいと思います。

今号では，短期間の土壌乾燥ストレスに対するブナの当年生実生の根系における遊離

プロリンと総フラボノイドの濃度変化，日本産 Elsinoë 属菌数種のエピタイプ再指定と識

別子の再付与，2023年勢水丸研究航海から得られた熊野灘の深海底生動物相などの研究

論文が掲載されております。土壌の乾燥に対する樹木の生理的反応，菌の分類学的情報，

深海底の動物相のように，多様な分野に渡った内容となりました。ご投稿くださった方々

ならびに査読してくださった教員の皆さまに厚くお礼申し上げます。

最後に，編集および出版に携わっていただいた，研究科事務部の齋藤実季さん，清水

洸次郎さん，日比野麻里さん，小山志保さん，伊藤印刷の近澤泰之さんはじめ，ご協力

いただいた皆さまに感謝いたします。

　2024年 12月

 生物資源学研究科紀要編集委員長（50号）　木佐貫　博　光
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三重大学大学院生物資源学研究科紀要に関する規程

第 1条　三重大学大学院生物資源学研究科紀要（以下「紀要」という。）は，英名を The Bulletin of the 

Graduate School of Bioresources, Mie Universityとする。

 2　紀要は，本研究科大学教員の学術研究の成果を発表することを目的とし，原則として年 1回発行する。

 3　紀要には，投稿原稿（原著論文及び総説），生物資源学研究科で審査し，本学が授与した学位（博士）

の論文要旨及び修士論文と卒業論文の題目，並びに教員の出版物目録を掲載する。なお，掲載は著者並

びに公表に責任を有する教員の同意が得られたもののみとする。

第 2条　紀要の編集・発行は編集委員会が行う。また，編集委員会委員は本研究科常置委員会の図書・学

術委員会委員が兼務する。

 2　編集委員会に委員長を置き，図書・学術委員会委員長をもって充てる。

第 3条　編集委員会は，次の事項を行う。

　（1）　原稿の募集

　（2） 　複数の査読者（必要に応じて依頼する学外者を含む。）の選定，原稿査読の委嘱，論文等の掲載の

可否及び受理日の確認

　（3）　原稿の編集及び印刷

　（4）　紀要の配布及び交換

　（5）　その他編集委員会が必要と認める事項

第 4条　紀要の原稿は，前条第 2号により選定した査読者による査読を受けるものとする。

第 5条　編集委員会は，年間を通じて原稿を受け付けるものとし，受付時に受領書を交付する。また，編

集委員会が掲載を認めた日付をもって受理日とし，その受理日を掲載論文などに明記する。

第 6条　紀要に掲載された論文，総説などの著作権は，三重大学大学院生物資源学研究科に帰属する。

　　附　則

　この規程は，平成 16年 4月 1日から施行する。

　　附　則

　この規程は，平成 18年 10月 11日から施行する。

　　附　則

　この規程は，平成 28年 3月 7日から施行する。

　　附　則

　この規程は，令和 2年 10月 14日から施行する。
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三重大学大学院生物資源学研究科紀要投稿規程

第 1条　投稿者

　　投稿者は，原則として本研究科大学教員とする。ただし，共著者には大学教員以外を含むことができる。

第 2条　投稿原稿の内容

　　投稿原稿の内容は，原著論文，総説，長期にわたる観測データなどの資料，調査報告，本研究科大学

教員が主宰した学会大会や組織委員になった国際会議などの概要またはプロシーディング，又はその他

掲載する価値があると編集委員会が認めたものとする。

第 3条　投稿カード

　　投稿する者は，所定の投稿カードを編集委員会から入手し，必要事項を記入する。

第 4条　原稿の提出

　　投稿する者は，図表を含めた原稿及び投稿カードを電子ファイルにより編集委員会に提出する。

第 5条　原稿の受理

　　原稿の受理は，査読者の見解を参考として，編集委員会の審査により決定する。

第 6条　校正

　　校正は，著者が行う。なお，校正に際しては編集委員会が認めたものを除き，原稿の改変を行っては

ならない。

第 7条　別刷

　　別刷を希望する場合の費用は投稿者が負担する。また，別刷の必要部数は，投稿カードに記入する。

第 8条　印刷費の負担

　　印刷費の 25％は，著者の所属する教育研究分野などで負担する。また，カラー印刷，アート紙印刷，

又は特殊印刷については，全額を著者が所属する教育研究分野などで負担する。

　　附　則

　この規程は，平成 18年 10月 11日から施行する。

　　附　則

　この規程は，令和 2年 10月 14日から施行する。
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原  稿  作  成  要  領
（令和 6年 6月 25日改訂）

 1．論文の形式

　　（1）和文原稿：内容区分及び配列は，次のとおりとする。

1）表題，2）著者名，3）所属，4）欧文表題，5）欧文著者名，6）欧文所属，

7）欧文要約，8）キーワード，9）略表題，10）本文，11）和文要約，12）引用文献

　　（2）欧文原稿：内容区分及び配列は，次のとおりとする。

1）表題，2）著者名，3）所属，4）欧文要約，5）キーワード，6）略表題，

7）本文，8）引用文献，9）和文表題，10）和文著者名，11）和文所属，12）和文要約

 2．原稿の書式

　　（1）原稿は，原則としてワードプロセッサーを用いて作成する。

　　（2） 用紙は A4版縦型とし，和文は 1行 35文字，1ページ 30行，横書きを標準とする。欧文はダブル

スペース（1ページ約 25行）で印字する。

　　（3）論文第 1ページの表題，著者名等は，下記の例にならって書く。

バクテリオファージ T4 の宿主認識機構

三重　太郎 1，伊勢原花子 2，志摩　一郎 1*

1 三重大学大学院生物資源学研究科，2 農業生物資源研究所

Host Recognition Mechanism of the Bacteriophage T4

Taro MIE
1
, Hanako ISEHARA

2
 and Ichiro SHIMA

1*

1 Graduate School of Bioresources, Mie University, 1577 Kurimamachiya-cho, Tsu, Mie 514-8507, Japan

2 National Institute of Agrobiological Sciences, Kannondai, Tsukuba, Ibaraki 305-8602, Japan

Abstract

（英文で書き，250 語程度とする）
Key Words: host recognition, bacteriophage, lipopolysaccharide, receptor, single-stranded DNA

略表題：ファージの宿主認識機構

　（脚注の例）
2002年 9月 22日受理，1 〒 514-8507 津市栗真町屋町 1577，2 〒 305-8602 つくば市観音台 2-7

　＊ For correspondence（e-mail: ichiro@bio.mie-u.ac.jp）

　　　　　（和文原稿の例）
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Insights into the Evolution of Self-incompatibility

in Ipomoea batatas

Taro MIE
*
 and Ichiro SHIMA

**

Graduate School of Bioresources, Mie University, 1577 Kurimamachiya-cho, Tsu, Mie 514-8507, Japan

Abstract（250語程度）
Key Words: evolution, self-incompatibility, pollen-stigma interaction, S-gene, Ipomoea trifida

Running Title: Evolution of self-incompatibility in Ipomoea

　（脚注の例）
Accepted: September 22, 2002,

 ＊ Present address: National Institute of Vegetable and Tea Sciences, Anou 514-2392, Japan

 ＊＊ For correspondence（e-mail: ichiro@bio.mie-u.ac.jp）

　　　　　（欧文原稿の例）

 3．表題

　　表題はできるだけ簡潔にし，「～に関する研究」のような表現は避ける。副題は，別行とする。

4．著者名と所属機関

　　所属機関が異なる共著者がある場合には，著者名の右肩に番号を付け，それぞれの所属機関名を書く（和

文原稿の場合には，その宛先を脚注に示す）。

　　共著者のうち投稿責任者（correspondent）の右肩に＊印を付け，脚注にメールアドレスを表記する。

 5．要約

　　欧文要約（Abstract）は，英語で 250語程度とし論文第 1ページに載せる。欧文原稿の場合には，和文

要約（表題，著者名，所属，和訳した要約文）を論文原稿の最後に載せる。和文原稿の場合には，500字

程度の要約を本文の後（引用文献の前）に載せる。

 6．キーワード

　　欧文要約の後に，5 個以内の Key Words を英文用語で記す。

 7．略表題

　　和文の略表題は 20 文字以内とし，英文の略表題は 10語以内とする。

 8．本文

　　原則として，本文は次の順序で書く。

　　　緒言（Introduction），実験方法（Methods）または材料及び方法（Materials and Methods），

　　　結果（Results），考察（Discussion），謝辞（Acknowledgement），文献（References）

　　ただし総説や社会科学系の論文では，これらのうち不要な項目を省いたり別名の項目に置き換えたり

することができる。
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 9．文献

　　引用文献は，本文中では 1）または 1, 5, 7-9）のように通し番号で示す。文献リストは，本文末に番号

順に記載する。この文献リストの書き方は，次の例にならう。 

　　（学会誌等） 

　　1）Montheith JL, Hall AW, Woodard RB (1998) Gas exchanges in plant communities. Agric Biol Chem 

34, 23-24 

　　2）上浜太郎，Woodard RB，江橋良子 （2001） トマト，Lycopersicon esculentum, の果実におけるビタミン

類の含量分析．日本食品科学会誌 8, 15

　　（単行本等） 

　　3）Richards TS (1985) Dissolved gases other than carbon dioxide. In: Chemical Oceanography (ed. by 

Riley JP and Skirrow G) Academic Press, New York, 324 pp. 

　　4）江橋良子，上浜太郎 （1997） 海苔の生産と品質，「伊勢湾の海藻」（白塚二郎編，丸善出版），p. 565-

560

10．図（Fig.），表（Table）および写真

　1）図表は，本文の最後に別紙として添付する。また，図表の挿入箇所を本文の右側欄外に示す。

　2） 図および写真は，鮮明なもの，印刷に耐えうる解像度のものとし，縮尺を明記する。カラー印刷とす

る場合には，欄外に「カラー印刷」と記入する。

　3）図表の表題は，和文の場合は図 1，表 3 のように書き，欧文の場合は Fig.1, Table 3 のように書く。

11．単位，記号

　　計量単位は，原則として国際単位（SI）を用いる。記号の後には略記を表すピリオドを付けない。

12．生物名

　　和文原稿では，標準和名をカタカナで書く。学名はイタリックとし，該当語の下にアンダーラインを

付す。

13．物質名

　　和文原稿で外来語の化学名を書くときはカタカナで表し，原語を用いる場合はスモールレターで表す。

化合物の略語を使うときは，初出時に正式名称とともに記載する。（例）エチレンイミン（EI）

14．原稿の提出

　　原稿は，Wordで作成した本文，Excel等で作成した図表，ならびに TIFF形式，PNG形式，JPEG形

式（低圧縮），PDF形式などで保存した図や写真（印刷に耐えうる解像度で作成）のファイルを提出する。

提出方法は，電子メール添付送信や三重大学 ownCloudへのアップロードなどとする。
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三重大学大学院生物資源学研究科紀要投稿カード

1．著　者　名
（全　員）
投稿責任者に○

（日本語）

（ローマ字）

2． 所　　　 属

（日本語）

（英語）

3． 論 文 題 目

（日本語）

（英語）

4．略　表　題

5． 原 稿 枚 数

本文　　　　枚（和文，欧文；○で囲む）

図　　　　　枚（うち写真　　　枚）；第 1図－第　　　図

表　　　　　枚；第 1表－第　　　表

欧文要約　　　　　　　　枚（本文が和文の場合のみ記入）

欧文要約の和訳　　　　　枚（本文が和文の場合のみ記入）

和文要約　　　　　　　　枚（本文が欧文の場合のみ記入）

メモ

6． 別 刷 部 数 　　　　　　　　　　　部希望

7． 査 読 者 名

論文番号 受 付 月 日 印刷所送付月日 初 校 第 2 校 第 3 校 校 了

（注意事項）
　　　1．投稿者は，上記（1）から（6）までの項目を記入してください。
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